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フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー ( フラ ンス語圏) 研究

旭じめ曹=

何かがポピ ュ ラ
ー にな るという ことは､ ある種の闘争をうちに含むのです｡ グラムシがわれわれに念を押したように､ そ

れは決して単純な過程でtまないの です｡ それは単に起きてしまうのではありません｡

ス チ ュ ア ー ト ･ ホ ー ル

o -1 音楽とは政台である

ある音楽がポピュ ラ
ー になる 一

方ある音楽が固線化されるという事態は偶然起こるのではない. それ-出芽ず ｢ある種の

闘争をうちに含む+
l

o 今日流通している音楽という文化商品の中で ㈹ 晋ポピュ ラ
-

であろうとなかろうと) その ｢聞

利 から逃れて いるものはない..
これが本論の基本命題であり､ すなわち ｢ 音楽とは政治である+ .

しかし, ある十定の基準でアレンジメン卜された音響の固まりに過ぎない音楽という文†b5勺営みが何故政沿となるのか｡

実際, ｢音楽と古瀬蛸㌻である+ という見鞠ま必ずしも支持され ている訳ではない. 音楽は ｢音+ を ｢ 楽しむ+ と書くのだか

らただ楽し鋤まそれで良いではないか､ という ｢ ピ ュ ア+ な言瓢ましばしば繰り返されてきた｡

問題はその楽しむという行鵜が人間が生まれつき備えている生理i 馨 丸1てい るというわけでは全くない ､ ということ

である｡ テクノを聴くと土ンドルフ ィ ンが出る, とかモ
ー

ツアルトを聴くと α波が出る, とい った生理的反応も万人に当

てはまるわけではな いだろうし, ま してや僚軌狗反応となったらそれは膏楽とそれを聴く人間の数だけ異なっ た 肋 号あ

るだろうo 私たちがある音楽を聴いて美しいとか山地良いとかあるいはうるさい とか感じる 脚 瀦 鯛 r陣に

よっ て生成されるのである｡

例えば ウェブサイトH o t W 血 J ap a n にを:蛇f 下の ような記事があるo

アッ プル社のデジタル ･ ジュ
ー

クボックス ･ ソフト W u n e s』( アイチ ュ
- ンズ)で ロ

ー カル ･ ネットワ
- クを通じて膏楽

コ レクショ ンを共有できるようになったおかデご, 他人の苦楽センス
- あるいt 批 ンスのなさ - を判断することが可

能にな ったのT=
.

. (中略) 外見はク｢ ルで魅力的に見える人が､ ひどくお粗末な苦楽センス のせいで教達のなさ銅蔚1 てし

まったりするo (中嶋) たと刻ま大学のキャンバスでは､ ｢プレイリスティズム+ (- h y hs d sr Ti) とよばれる新しい形の差別が生

まれている｡ (中略) プレイリスティズムは､ 人棒や控坊り, 宗教ではなく､ IT rb n e s の音楽ライブラリ 個 で露呈した音

楽の趣味の悪さを基準に差別すること患 とオ
ー ブリ - さんは説明する.

2

プレイリスティズムとはどこまで深刻な差別問題であるのだろうか､ といっ た疑問はさておき ｢音楽センス+ が人を判

断㌻る根拠になる､ ということは ｢音+ を ｢楽しむ+ という行為が社会的に構築された美的ヒエラルキ
ー を内在している

ということである. 更に上の引用文で ｢センスのなさ+ と ｢教養のなさ+ が梯封司書で使われているように, そ の実的ヒ

エラルキ
ー

はピエ
ー ル ･

ブルデュ ー

の言う r/＼ビトウス hbbitt s + を基盤にしている､ と言えるの ではないかo

そ してそ の 闇 山 は聴き事に向けられるの と同じく演奏者にも向けられる｡ 聴衆が淘汰されると必然的に演奏者も減

少していく｡ こうして ｢ひどくお粗末+ と社会的に半噺された音楽は ｢ポピ ュ ラ
ー

+ でなくなる｡

本謝まそうして ｢ポピュ ラ
ー

+ でなくなった音楽の
一

つ ､ 1 8 牌 以降フランス領となったコルシカ島の儲充音楽を

l

グロスバ ニ 坑 口 -

レン編 ｢ポス ト モダニズムと節合についTJ 甲斐聴訳 間代思想』碓特輿 : スチュ ア
ー ト ホ -

)i , , 1998 Ⅵ丸26 4 ､

# # p 3 3

2
払h nq y, 血 ｢ 『1T t m e s』 の プレイリス ト共有機能で問われ る音楽セ ン ス+ 遠 山美智子/ 高森郁哉訳 P 如 Ⅶ

血 J 甲叫

幽 幽 (1(抑1 御 )



聴覚 人間 の 編制 ( 佐々 木)

事例としてそれが何故ポピ ュ ラ
ー

で なくなっ たのか､ を解読して いく試みである｡ コ ルシカ勘 計
･般的にはナポレオンの

出身地として知られて いる, と言いたいところであるが日本でiまそれすらも知ら才1 て い ない と言っ た方がより工田如
ゝもし

れないような島である｡ ヨ
ー ロ ッパ で はさすがに ｢皇帝+ の出身地というイン パクトは大きくまた近年は観光業が盛んに

なっ て いることもあっ て日本での知名度とは雲泥の差があるが､ しかし学術形宅の対象として熱し牲目を浴びているとは

決して言うことぽ ごきないo コ ルシカの音楽も19 70 年代まで島民の間ですら忘れられて い たような存在であるo 故に
コ ル

シカ島の音楽に関しての先行研究はほとんど存在しない｡

しかし､ それ こそが本論の問題陶♭となるo コ ルシ カ島の音勅封可放こうも見郵こ忘れられてしまっ たのか? それは
｢決

して単純な過程ではな+ く､ ｢単に起きてしま+
3
っ たの ではない ので あるo

それは音凍そのものの開花というよりは､ 商品としての音楽の問題である. 近代以前の音楽
の成り立ち方も権力性 西

洋ならキリスト教と輔謁係なわけでiまないが､ 本論の間碩阻山ま音勅 唄幣によっ て媒介され
るようになっ た時､ つ まり

r鞘乱 されるようになっ た時にどのような事態カ唱こっ たかににあるo その糊白めてポピ ュ ラ
- な音楽とそうでない音

楽が誕生した､ と考えるからである｡ そして コ ルシ カの音楽はポピュ ラ
ー

でない音楽となっ た｡ そ して衰退して い っ たの

で ある｡

音細 別 ヒを迎えた時に商品としてアレンジメントされるようになっ た 勧 のあり方を 僧番遠謀笠凱 描 こ

とにする . そ の 内容に つ い て は本文中で 拭諭され る が ､ こ こ で言明し ておか なくては ならな い の は何故

膚箇転調 儲+ ではないの か､ という ことだろう. づ は 使楽+ という ｢音の アレンジメント+ その ものが資

本主裁を前提としてい るの ではないか､ とい う疑いを待っ たからである｡ つ まり執ま音楽と言え
るが拍手はどうだろうか､

くしゃ 剃ま絶対に 鰍 というさレ管楽の埴科こ働いている轍カとlま何か､ と考えてみると未だ考察逸上の問題な
ので

斬首はできない のだカ埠 こにすでに資本醐 催して いる
r予感+ があっ たのである｡ もう

一 つ は資本主義に回収されてい

る 曙轡+ 他 押 しも ｢ 牌 + と怖まれる音だけではない､ というもう少し㈲言を持っ て言え
る槻財 鳴るo 本論でも頻

繁に卯現される告昆俊哉の 『博+ の資本 観 で提出されてい る問題であるo しかし
｢声+ に限定しなくてはならない理

由は全くないと思えたので､ 患見の概念を挽閏して
｢音響 ( - サウンド) 資本主義+ という召菜を作っf L この嘗菓lます

でに使われているか､ とも思っ たが見あたらなかっ たので造醇である ことを記しておく｡

しかし ｢ 昏軌経本童轟+ とは経済的､ 社翻勺瀞虫者の支配に全て
コ ン トロ - ル されて い るわけではない｡ 大衆の欲望と

のダイナミ ックな関わり合いによっ てそれ榔 鮎はれるのであり､ スチ
ュ ア

ー ト ホ - ルは こう貰うo

大衆は､ 卿宅の 個 食を構築した唯史的､ 繊邦勺, 政治的な諸勢力を頚紺勺
に反映したもの以外の何もの で もな

い､ という ことによっ て生ずる政沿性は､ わた しにとっ ては､ 歴史的に誤っ ており､ 政治的に不適格
なものに映るので飢

(中WS) 大衆はいまや, 後戻りできない形で聴史の舞台に立っ て いるの であり, 彼ら
の 闇前+ を考慮することなしに,

何ごとも支醐勺な対 臆楽も含めて行動することができなくなっ て
い る, とい うことなので1 o

4

っ まり 憾 本主親+ の在り鮎ま大衆の欲望の申にみつけられる､ と
いう ことであるo そして大和 官 ｢後戻りできな

い形で歴史の 雛 に血 瑚鼓 そ こにはあらゆる人々が
｢場所を空けろ+ と叫ぶ ことの で きる抵抗の可能性

- ｢闘争+ ち

生まれるo サイ モ ン
･

フリス は ｢す
′､ 汀 の 卿 髄会において､ ポピュ ラ

-
･ ミ ュ

ー ジッ クの讃 酌形式は､ 社会の周辺
一

食民､ 移民､ 放浪者, ｢ 同胞愛者+ の間瀬
､ ら発生して い る+

5

と貰う｡

という ことはコルシカの青紫にもポピ ュ ラ
ー になりうる､ あるいは少なくともそうなる ことを目指して

｢ 闘争+ する可

3
グロス/キ

ー

グ締, 前掲構 p 33
ヰ
グロスパ + グ締､ 柵喝稀 p .32
5

フリス､ サイモン 博楽とアイデンテ ィティ+ 欄 敏江訳､ スチュ ア
ー

ト
･ ホ→ L/ ボ - )レ ･ ドゥ ･ ゲイ締 『加 げ ユ ラル

･

アイデンテ

ィティの 紺 鞄 ≡拘鴇避釈､ 2 00 1 ､ 火車潤措



フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー ( フラ ンス 語圏) 研究

能性はあるのである｡ ( しか し､ そ の先に待っ て いる事態に対しても慎重にならなくてはならないだろう｡)

o _2 表記について

本文中には英語, フ ランス語, コ ルシカ語 (あと僅かにバスク語) のアルフ ァ ベ ット表記言語が出てくる｡ 英語とフラ

ンス語だけなら英語でなら刑 まフランス語だろう､ と見当がつけられるし､ また本論に目を通す全ての方が英語とフラン

ス語の話し手であるならば問題はない のだが､ コ ル シカ語とフランス語の区別がつかない読者も想定されるので原則とし

てコ ル シカ語につ い てはイタリッ クで表記した｡

もっ と頭封悩ませたのは人名 ･ 地名のカナ表記の問題であるo 本文中でも触れるがコルシカは言語によるアイデンティ

ティ の表明に非常に意吉掛勺な地味であるo だからその精神に敬蜜を示す者としてはコ ルシカの地名､ 人名を全て コ ルシカ

語の発音に従った表記にしたかったのだが ､ 以下の理由で断念することにな っ た｡

コ ル シカ語に従っ た表記をするには､ フランス語読みのカナ書きが定着し過ぎている｡ 例えばアジヤクシオはフランス

語ではjb
l

a c d o コル シカ語ではA k z c c h L と書かれ音は ｢アヤ
-

ツ チエ+ となるo これではコルシ加頚姦通して いない人にと

っ てをま何の ことだがさっぱり分からなくなっ てしまうo

そ こ7?1韻んだのだが, しか し突き詰めて考えると結局カタカナの発音表記そのものに無理があるのだから完堅な表記な

どあり得ないという思いに至っ た｡ そ ういう訳で固有名詞の表記に関してはアルフ ァ ベ ッ トでフランス語/ コル シカ語(1

夕リッ ク) , カタカナでフランス語の発音に従ったもの､ コルシカ譜の発音に従ったものが混在することになった｡ すでに

日本で定着している ｢ アジヤクシオ+ ｢ボニ ファ シオ+ ｢/てスカル
･ パオリ+ などは フランス語読臥 それ程定着してはお

らずまたコルシカ語を使用するとい っ たことが極めて重要な意味を持っている ｢カンタ
- ･ ウ ･ ポ

ー

プル ･ ゴ ー

ルス+ な

どはコルシカ譜読みをとっ た｡ ( しか しコルシカ語での固有名詞が打出の時にほアル フ ァベ ットで締記してある｡) またこ

れまで日本語で紹介されたことのない固有名詞に関してはフランス語, コル シカ語双方アル フ ァベ ッ トのみで表記するこ

とにした｡

しかし, 以上の決定は厳密な調査の糸 断 つれているのではなく極めて悉意的な半[j断に基づいていることを記しておくo

そのため､ 読みにくくなっ て い るかとも思われるがご容赦頂きたい｡ 特に説明を要すると思えた場合にt 油性をつけた
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第
-

章 複製技術時代以前の コ ルシカ音楽

且-且地中海世界とコ ルシカの音楽文化

音楽の起原につ いて確かな事は何も分かっ て
いない の と同様､ コ ルシカの音楽がどのようにして生まれた

のか, また記

録され る以前の音楽がどのようなもの であっ た
のかは謎のままであるo そ して , この ことは本論全体

の前提となるo すな

ゎち､ ｢メヂ げ - 舵介手段+ の誕劫 号人 々の召繋経験をいかに変容させたかを私達
はここ7?i義諭して いく ことになるの

だ飢 メヂ げ 以前の音楽は記録されない､ 故にそれを知
る手段はない､ とい うことである o 耕 地 質ではな

いのだから､

当然そういう事になっ て しまう｡

しか し､ い く つかの蚤要な翻 曙確認しておかなけれ
雷今後の諾 紅 差し支えが出てくると思われる

ので ､ 近代以前

の コルシカの歴史と､ わずかな手がかりが淑ぎろげながら示してくれ
る範問で音楽文化につ い て簡単に見ておく ことにし

ようo

r コルシカが歴史に登場するのは
-

植民地としてだっ たo+
6
とジャ ニ

ー

ヌ
･ レヌ ツ 剖 油 釣 込めて述べ てい るo

- 檎

民地として 赦 に登 凱 ､ わずかな期間の例外は漁るもの の ､ その後現在に至るまで コ ル シカぼ 批 島外の勢力
によ っ て

支配される 齢 にある｡ 瀬初に海の向こうから支配勢力
としてや っ て来たのは前56 岬 頃のフ ォ カイア人で , 彼らは

コ ル

シカの 榔 搾にアレリアを植民 枇 して建設し､
この中継地はエトルリア人, カルタゴ人の間で争われた後

口 - マ 人の支

配を受ける ことになるo ロ
-

マ人は前259 年から七陛紀に渡っ て コルシ カを支配
する｡

っ まりコルシカは 同港地として､ 中 鮒 易地とし
て､ 軍 抑 鮎 として, また渇望と 齢 と 静

の 槻 として+
7

､

宙 併 リ シア樹 掛 ら近隣 鞠 カ間の争いに巻き込
まれ 政治およぴ 蹄ヨ勺影響だけでなく対 蜘な影酌 多く受け

てき

た｡ 馳 いう辺 靴 挑 もの の ､
コル シカの文化を地 相 - 潮 煙 臥 て考え る

ことは不 咽 である｡ 実際に今日の

コルシカ菅衆と地中海他地域の音衆を聴き比
べてみても, 樹 脱 の多さがその こ とを明らかにして

いる｡

比 ろで､ 長谷川秀樹 曙うように r コル シ 旭 の音衆 -
フ ランスで 『ポリフ ォ ニ

ー

』 と称されることが多い+ o

8
しかし､ r 刺 フ ォ ニ

ー

+ とは多声合唱という膏衆の 十 機 を粁 帽 菓
であり, ただ rポリフ ォ ニ

ー

+ と言うだけでは本

来樹 叩 ことだかさっぱり分からない｡ 更に 長 -
ま 間代の コ ルシ カ音楽はす

ベ て この定義 別 の 『ポリフ ォニ
-

』

に 批 るわけで 倣 い+ 蛸 附 し, 故に彼
の翰考ではコルシカ音楽を 断 ためにフランス

で →掛こ流通して い る ｢ ポリ

フォニ
-

+ という 顧 を 朋 せ 粍 ､
｢ 鹿では 靴 『ヴオ

-

チ ェ』､ つ まり 『声』 と怖 軌 て い るようf=
.

o
よっ て , 榊紛

『ヴオ - チ ェ』 と帆宗ことにする+
''

として いるo

何故こ こで臥ヒの こ とを確認しておいたかと
いうと､ 膏薬本来の, つ まり ｢ 節 食唱+ という意味で

のポリフ ォニ
ー

の 傾 こそが､ 地 棚 枇 域に 畑 して 舶 れる音楽 跳
であるからr=

･

o
コル シカの隣曲別 げィ

-

ニ ヤの 牌 も特にポ

リ フォニ
- で 細 いが, ｢ こうした駄々での大所帯

の男声ポリフ ォニ
- は, 東はカス ピ海のグルジア､ 西は大桝 のカナ

リア緒舶 で+
10

と 臓 の 地中海 鵬 を 敵 組 がりを 射
て いる｡ 音衆ジャ - + ス トの - k T e mi n e は

｢地中海ポリ

フォニ
ー の縁飾り+ にコ

- カサス (アルメニ ア, グルジア) ､ バルカ
ン (マ ケドニ ア､ アルバニ ア､ モ ンテネグ

ロ
,
セル

ビア) ､ 爾イタリア､ シチリア 榔 . サノげ ィニ ア, コルシ カ, バレアレス緒臥
ス ペイン､ ポルトガル､ アゾレス 鶴

までに至る地域を列挙して いるo
1 1

故に, コルシカ音 雛
｢ポリフ ォ ニ

ー

+ という ｢ 師 綱 + 噛 んでしまうことはあ

6
レヌツチ, ジャニ

-

ヌ 『コルシカ勘 長谷川秀樹
･ 脚 199 9

･ 白水社文庫クセ ジュ p ･15

7
レヌツチ､ 前掲啓 p .12
8
蔑 馴 柵 ｢ コルシカ島(フランス) に 翻 る 儲 音楽

とその再 酬 - 禰 『社 - 排 - 院プロ ジェ クト報 脚 85 集 新

しし地域対ヒの再蜘 2( 舵 , 棚 排 搾 脚 p 2

9
脚 tl ､ 再開 摘 p l

lO

棚 r) iスタと紛争と+ 大 槻 監修
『コ - ロ

.

) 卜 ツ
. ポップ ･ サ - イン』199 9 , 音楽之友杜 p

･113

ll
Thilk

,
F m nk

,
C bps e p ob p h o ni& et ch m 晦 20 0 1 I E D rrTO

N S D U L 肝 EtJ R p ･9
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まり妥当ではないだろう｡

しか し､ そ の起原を記録メディア以前に持つ これらの音の繋がりにつ い て確かな ことは何も分かっ ておらず､ 先に参照

した東琢磨も ｢ これ らの地中海が媒介するか のように広がりを見せる男声ポリフ ォ ニ
ー

がなんらかの歴史的な関連性を持

っ たものなのか､ 興味をひかれる問題ではある+
1 2

と述べ るに留まっ て い るo 音を聞いてみると, こ こ に ｢ 歴史的な関連

悼+ がな い, と考える方が遥かに不自然に思えるのだが､ 本論の目的も音楽の起原を探すことではない ので こ こで の考察

に時間をかける訳には いかないo 故に､ ｢なぜ､ 地中海地域に伝統的ボ
1) フ ォ ニ

ー

が多く見られるのか ? + という問いに

つ い ては長谷川による簡潔な要約を引用しておくに留めておきたいo

第
一 に､ 地中海沿岸および軸賠除地 哩的に峻厳であり､ コル シカと同様の牧畜 (ヤギカ 朝 地帯であっ たこと, そ

して第二に, この地帯が長らくキリス ト教とイスラム教の境界域であった こと､ である. (中田&) 柳文において牧童の ｢ か

け声+ は不可欠である｡ (中略) 同じ集落の牧童どうし､ あるいは違う集落の牧童に対して何らかの合図を発する際にも､

｢か け声+ およびその声調は重要であるo 異宗教問の戦線の地だった地中海沿岸､ あるいは島峡はヨ
ー ロ ッ パ大陸に比べ

てキリスト教の定着が不十分であっ た｡ (中略) キリスト教の教義を ｢聞き入れる性向+ がまだ身につ い てい なか っ た こ

れらの地域の人たちにいきなり教義を垂れるのでなく､ 歌によっ て教会に ｢ 誘い込む+ とい う方法がとられたo ( 中略)

こうした異なる二つ の音楽的要素が絡んでポリフ ォニ
ー が形成されたのではな いか､ という説が今有力である.

1 3

長谷川もこのすく後でヘ ロドトス によるコルシカの ｢かけ声間乳 の記述につ いて触れているように､ キ
t+ ス ト教布教

よりもかなり以前からコルシカには音楽文化があったことは間違いなく､ いきなり何世紀も飛まして布教の話にな っ てし

まうことに釈然としないものも感じるのではあるが, これはどうにもならない ことであろう｡ PI 血pp e
-J e an C h h d d t剖以下

のように言うo

全ての言語と同様､ ポリフ ォニ
- に唯

一

の 軸 ori gi n e 血q u e) を求めることは不可能である｡ ポリフ ォ ニ
ー

は混じり

あう複数 御 o n s c o 叩 血te s , pl u d e n es) ､ 横断する対ヒの十字路にあり､ 隣り合う文明間の糸給に奉仕し､ 地中海と

いう場における経験の今日における練持を説明する音楽の合流の エリアを示すのf=
e

.

1 4

私達もこれ以上起源の謎に拘泥するより, 話を先に進めた方が良さそうである｡

1 .2 コ ルシカ音楽の形成とキリスト教

前節の議論で重要なことの
一

つ は､ コ ルシカの音楽は決して ｢島噺9
- i n s 血+ なものではなく､ 近隣諸地域との絶え

ざる交流によっ て生まれ 育まれてきたに違いない対ヒであることを確認しておく
ことであっ た｡ 掛 物 質ではない晩

ある地域の音楽の要素と他地域のそれとが出会うためには､ その担い手である人間それ自体の旅なくしてはありえな
かっ

たo そ して､ コル シカには多くの人間が梅の向こうからやって来恕

ロ
ー

マ 支配の末期からコルシカにはヴァン列レ族､ 束ゴ
- ト族などが相次いで侵入してきた｡ 西口

-

マ帝国が滅亡した

後､ 島の支酉諸はロ
ー

マ教皇となり､ 5 珊 年からグレゴリウス1 世によるキリスト教の庇護と布教が行われるB しかし､

歴代の教皇は 8 世紀から始まるサラセンの侵略と略奪に悩み, 10 7 7 年にはピサ大司教に
コルシカを重ねることになる｡ ピ

12
東 ､ rJi スタと紛争と+ p .113
日

長税Ir . 前掲稀p3
14
触 叫 叫 e a n

, 柳 C b y3 6
,
19 99

,
C m D E L A M U S) Q U E / A C 一班 S U D p ･41



聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

サの統治に対する吉祥 は良かっ たが､ ｢ ジェ ノヴ ァ の野望に満ちた敵対行動のため､ 束の間の もの とな っ て しまっ た+ o
15
ジ

ェ ノヴァの支配は1284 年から176 8 年まで続き, ロ
ー マ共和国額となっ た前259 年から数えると, コ ルシカは2 ㈱ 年近

い時間イタリア半島勢力によっ て支配されて来た ことになるo 当然､ 文† 潤 ま大きく､ コル シカ言部 瀞 イタリア語

の基礎となっ たトスカ
- ナ方言に近いもので ある .

さて ､ これら島外からの旅人の中でもキリス ト教の布教につ とめた聖職者たちがコ ル シカ音楽の形成に与えた影響はと

りわけ重要である. コ ルシ カはブロ i
>

)レが ｢ 地中海の貧しい地方, 地中海のプロレタリア予備軍+
1 6
と呼ぶ山に土地の

大部分を覆われ ｢ 山の歴史､ それは諸文明をいささかも持たない ことであり, ほとんどいつ も文明普及の大きな流れの

周縁にある+
17

o そして ､ もちろん大陸カ､ 引ま隔絶した島でもある｡ そうい うわけで､ ロ
ー

マ へ の岸巨離の近さにも関わら

溌 大陸およぴ平地に比べ てキリスト教の布教はかなり遅くなっ たD 既に述べたよう に､ イス ラム教徒のサラセン人が度々

侵略に来たこともキリスト教にとっ ては頭痛の種であっ た｡

｢アルカイスムと物の不足という性格を帯訊 て いる T生温 い不完全な文明+
18
の中で 生きて いたコ ル シカの島民 へ の

キリスト教の伝導方法につ い て, ブロ i
I

)レをま以下のように書いて い る｡

イエ ズス会が島に接近し, イエズス会の福音の教えとロ
ー

マの秩序を押しつ けるときに, 島の住民の精神生活は驚く べ

き ことになっ た｡ 司祭は, 読み書きができても､ ラテ ン語も文法も知らず､ またもっ と重大なのは､ 一祭壇の聖礼典の形式

を知らない ことである｡ 多くの場合､ 司祭は俗人と同じ服を着ていて , 畑や山で働き､ 子供を万人の面前で育てる農民で

あるo こう した司祭を持つ侶者が考えるキリスト教はひどく変わ っ て いるo 信者はクレド[信仰箇条] も主の祈りも知ら

ない｡ ある新訂卜字の切り方を知らな い｡ 妄信より前に迷信が立派なキャリアを持っ て い る｡ 島噛掲像崇拝的であり､ 野

蛮であり､ 斡 ざキリスト教牡界と文明の外にある｡
19

このように野蛮な土地で聖書のありがたい教義を説くため､ また とにかく教会に来てもらうために伝道者たちは音楽を

利用しする｡ キリス ト教にとっ て､ 音楽の役割とは

字の読めない信徒たちにとっ て , この伝承は口頭伝承でなけすばなりませんo 長大な福音伝承を覚える の には
r
/Sh し+

をつ けて覚えるほかありませんo ( 中略 キリスト教が聖書の宗教である ことが教会を ｢ 歌う教会+ にしたのです｡
2 0

というようにほとんど本質的なもの で ある｡

そ して､ コ ルシカにキリス ト教が根付いていくにつれて, 島の音楽文化も発展して いく｡ C h 血血i が言うところの
｢ 未

開の国に淑ナる任務の 楓
21
で あるo しか し､ その過程とiま見方を変えれぎブロ ザ レの言う､ 島に土着の ｢偶像崇拝

的であり､ 野蛮であ+ る文化を弓軸‡する過程とも言えるので はないか｡ そ こには ｢キリス ト教神学が絶対の力を持っ て君

臨し, その下に人間性が大きくゆがめられて い た中世ヨ
ー ロ ッパ で､ そう した邪教的要素は強力に抑えつ けられて いっ た+

2 1

もう
一

つ の歴史があり､ そ こで惹いて い た名のない音が現在私達に知る ことが出来る コ ルシカ音楽史の下方に存在して

いるのだが､ その歴史を掘り起こすこと8 弼 巨である . 私達は常に最打の前提に戻らなくてはいけない
1

.
｢メディア以

前の音楽は記録されない､ 故にそれを知る手段はない+ のだゝ

15
レヌツチ､ 前掲春 p .19

16

ブロ i
'

) k フ エルナン 『地中海Ⅰ 環境の役馳 浜名優美訳､ 199 1 ､ 藤原毒店 p ･42

17
プロ 7

J

) h 前掲番 p .48
18

ブロ
ー

デル､ 前掲春 p A 5
19

プロ十 丹h 前掲春 p p .5 0 ･5 l
E}
川 卿 持『キリスト教音楽の歴史』 199 3 ､ 日本基瞥教団出版局 p 27

21
< k 血itd

'

tJr X; mi s si 皿 e n 阿 S ir n dte > C a 血 cht R ld p .46
22

江波戸昭 『世界の晋 民族の音』1992 , 青土社 p p .120 - 121

10



フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ン ス語圏) 研究

そ のため､ 非常に残念ではあるのだが ｢宗教権力と野蛮な共同体の間+
23

の 緊飽 こあっ たはずの音それ自体につ い ては

こ れ以上追求することは出来ないo こ こで私達カミ確認しておかなくてはならな いの は, これから議論していく ｢ コ ルシカ

の伝統音楽+ それ自身も手を汚していない清潔な音などでは全くない ､ ｢ 邪教的要素は強力に抑えつ け+ 勝利した側の文

化である, とい う ことだこ

そ の 唱拝fJL ,た側の文化+ であるが､ こちらの成立過程もほとんどの所はよく分からな いo TTe n ai 11 e を似 下のように言

うo

コ ルシカの歌とグレゴリオ聖歌のポリフ ォ ニ
ー

の構成の近さは､ 和声において明らかである.

( 中略) アルバ ニ アやアナトリアなどの, より東洋的な傾向のある歌に比べてグレゴリオ聖歌との共通点の方が多いo

2 4

ユ ダヤ音楽や古代ギリシアのム
ー

シ ケ
一 に影響を受けていると言われるグレゴリオ聖歌は､ ｢ フラ ンク王国 の国定の典

礼歌として確立し､ それが ロ
ー

マ に逆輸入さわて ロ
ー

マ教会の公式妬礼歌とされ+ るこ とになり､ それ によ っ て ｢それま

で､ 各地域で自由に発達して い 鯛 性的な聖歌は禁止されて､ しだいに姿を消してしま+
2 5

ぅ o コルシカで ｢自由に発達

していた+ かもしれない音が ｢ しだいに姿を消して+ しまっ た点につ い ては既に議論した｡

グレゴリオ聖歌は西洋音楽の基礎となり, ｢ ヨ
ー

ロ ッ パ の 『音楽語』 は単旋律聖歌からストラヴィンスキ
- までひと続

きの歴史を持っ て い る+
2 6

というの が西洋音楽の正史であるo 12 世紀にグレゴリオ聖歌は単旋律から多声合唱 - ポリフ ォ

ニ
-

へ と発展し､ リズムや和声の研究が進むようになるo

となると､ コルシカにキリス ト教の音楽がもたらされた時それは既にポリフ ォニ
ー であったのか単旋律であっ た のか､

キリス ト教以前の コルシカの土着の音楽対ヒに和声の技術はあったのかなかっ た のか, という疑問が挽くのだが､ これも

検証の仕様がない のである｡

今日の こ されているヨ
ー ロ ツJ 朋 多声音楽の資料は数がきわめて少なく､ しか も時代抑こも地味均にもちらばっ て い

て, 十賞した流れを見いだして いくことは至難の某である｡ ( 中略) 多声音楽の場合おそらく教会外で, 民俗的なものと

して即興的に行われていたであろう多声音楽の場合には, 探求の方法はほとんど閉ざされてしまっ て いるの である｡
2 7

こう述べ る音楽学者は ｢ 民俗的多声音楽は, おそらく体系的多声音楽の成立よりはるか以前から存在して いただろラ+

とこのすく徽で推掛けるのだが､ しか し ｢それは歴史学の対象ではありえ+
2 B

ない と言うo では歴史学, あるいtま膏楽学

の対象となるのは何かと言えば､ それ は ｢修道院､ 教会､ すこ し後には宮廷などで発展してい っ た棚財ヒされ 秩序づけ

らゎた､ いわま芸術的な ( もしその表現が不適切なら< 体系的> という表現が可能であろうか) 多声音楽+
29

なのであるo

こう して､ 今日極東の小学校でも教えられる ｢ 芸術的+ あるい は ｢体系的+ な, い わゆる ｢クラシ ック音楽+ の歴史は

成立していくのであるo しか し､ 本論の吉掛 対象とするコルシカの伝統音楽も ｢修道院､ 教会+ で発展し ｢体系+ を整

えて いくのであるが, 西洋音楽のメインストリ
ー ムか らは大きく外れた歴史を辿ることになるの怒 グレゴリオ聖歌から

始まる所は同じなのだが, その後の足取りは ｢ ストラヴィンスキ
ー までひと続きの歴軌 とは相当違ったもの になるので

23
c 姐 ∝蝿ibkl p 5 0
2 4
T h n m e

,
ibhi p ･9

25
川端､ 前掲事 p3 5

26
ディヴィス､ ノ

ー

マ ン 『ヨ
ー ロ ッパⅠ 純 男l慣貞徳訳､ 2CKX) ､ 共同通信社 p .4 72

27
皆川達夫 曜群青楽史 中世 ･ ルネッサンス』 1986 ､ 音楽之友社 p .1(汐

28

皆川､ 前掲審 p .112
29
働(F､ 前掲書 p .1 12
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ある｡

それは何故か ?

しかし, 先を急ぎ過ぎる前に, 音楽民俗学者フ ェ リ ッ クス ･ キリチによる 194 9 年か らの 調査が明らかにしたコ ル シ カ

音楽の ｢体系+ をま酌ま簡単に見ておく ことにしたい ｡

且･3 コルシカ音楽の体系

V oi si ete 由oi a e d s o D i tD td i s c o n s Ql ad m ttltd i 血 1 ad U hi c a 甲 e m e

あなたは喜んで微笑みかけられる 苦難を受けているあらゆる人たちに 問題を抱えてい るあらゆる人たちに たっ た

一 つ 希望をもっ て

Di o vi s al vi
,
R egi n a コ ル シカ国歌

且-3 - 且 聖歌

すでに見てきた様に､ 軸如与今日知る ことの出来るコルシカ音楽の成立にはキリス ト教が決定的な役割を果たしており,

コ ルシカの音楽財ヒは教会の存在を抜きには語る ことが出来ないo 教会で歌われたq dh a n t) を聖歌d w lt S a C r6) , それ臥外

を世俗弼d 血tp r o 血I e) と大きく分けることが出来るb

聖歌は, さらに賛美歌と教会執申威 chj es a tl)8こ分けられるo 賛美歌蛸嗣頂巨囲はヨ
ー

ロ ッ パ大陸のそれと大きく変わら

ない｡ コル シカではマリア信仰が篤い ので , 聖母を讃えた歌の
-

つ
'
L b vi s a lLi & g k za

m
は , 次章で触れるパ スカル ･ パ オ

リ独立政卿時代に ｢国歌 bz n u TZa Z hL W l e+ となり, 今日もコルシカ島民にとっ てその機能を象徴的に持っ ているo

教会歌とは､ プロ 十デルを引いてすでに述べたように rl 脚 勺であり, 野蛮であり､ 半ばキリスト教世界と文明の

外にある+ コル シカで､ 島民を教会に引き入れるために使われた歌であるo 長谷川秀噺ま ｢カテキスムに近いものであろ

ラ+
31
と述べ てい るo T i n ain e によるとこれらの歌は

一

行8 音節､ 6 行詩の形態を基本的に取って いて , トスカ - ナ文化の

影響が見られるということである｡

後でみる世俗歌に比べると, 聖歌の方I出ニヒ較的良く保存されていて､ 今日でもコルシカの祭りで歌われたり, プロの ミ

ュ
ー ジシャ ンの レパ

ー

トリ
ー になることも多いo 中世は勿論､ 近代化の遅れた コ ルシカにおいては 19 世紀までカトリ ッ

クの影響力が強かっ たため, 音楽活動においても唯
一

の 権威であっ たことがその こ とを助けた要因ではな いかと思われるo

1 ･3 ･2 世俗歌l : 女声独唱

独唱歌はイタリア文化の延長と考えられてきたo イタリアの ｢ ラメント+ ｢ヴォチェ ロ+ ｢セ レナ
一

夕+ が コルシカでは

kz m m 2血J 哀歌､ 一 血 弔歌､ s b h a kz 恋歌と ｢方言+ で呼ばれているだけ､ とい うこ とである｡ こ こでは これらの歌唱形

態がイタリアから伝わっ てきた過程, また地中海他地域との音楽人類学的差異を議論することはできない ｡

k z m e n kL と t m e hL は共に死者のための歌であるが､ 前者は自然死の場合､ 後者は殺害された場合という違いがある｡ こ

れらの ｢死の歌+ は後にフランス人が コ ルシカの音楽を ｢発見+ した時､ 島と島民の ｢野蛮さ+ を際立たせる因習として

殊更に強調され ｢19 世紀から戦前の フランスにおいて ｢ コル シカ音楽+ としてイメ
ー ジするのはこれらのソロであった+

3 ?-

o しか し､ 女性のソロという形態を取るこの歌唱形皆は, 男性中心で ｢女性は習慣的にほとんど歌わない+
3 3
コル シカの

3)

本節エ ピグラフ参照 訳は長斜Il､ 前掲稿 p3
31
長税rl ､ 前掲稿 p .4

3 2

長税Il ､ 前掲稿 p5

1 2



フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ンス語圏) 研究

音楽文化においてはむしろ局線拘なもの で あるo

｢ 死の歌 dh a n ts d e m o rtJ は､ ｢唄い女 t w a かi d
'

+ とい うしばしばプロ の場合もある女の歌い手によっ て葬儀の際に

即興でうたわれるo 彼女たちは ｢死者が横たわるテ ー ブル(b a z)の 周りで､ あるいIま儀式の間に+ 即興で ｢ 伝統的なメロ

デ ィ ー を使っ たりそ の場から想像して+
34

歌うo ｢ 唄い女+ が登場すると葬儀の悲しみは 一 層強調され また ｢泣き女

p
l e m + とい う死者の周りで泣く ことで､ より憩豪雌を埼幅させる女たちが居合わせることもある｡ 1 ∝ ek L の場合, 敬

人 の仇ヘ の憎しみが歌に込められ 復啓が誓われるo G 血 血 はそ の様子を ｢涙にくれた女たちは髪の毛をかきむしり,

顔を爪で引っ かき､ 身にしみる調子で呪い の歌を発する+
3 5
と描写して い る｡ こ こ にを訂i)レザッ クの 『人間垂線rLE の 一 遍

にもなっ て いる ｢仇討ち v e n d e 他+
3 6
の習慣が関わっ ており, こ の野蛮な前波佃勺人間関係と 俄の歌+ は共に ｢ コルシ

カに対する ｢偏見+ を助長することに+
3 7

な っ たの であるQ

1 ･3 J 世俗歌l[ : バディ エ
ー

ツラ 脚 血)

｢高音 h te7 m J ｢中音 h s e c zD Zd a+ ｢ 低音Ie b a s 5 u + の三人の男性ソリストによる合唱であるバディ エ
ー

ツ ラは, 歌によ

る文学テキストの最も重要な 離 を持っ て い ると認められるo バディエ
ー

ツ ラは いかなる吏岡的な目的も持たず､ あらゆ

る素材を歌にする｡
3 8

と Ch 血chi が 言う､ 特定の儀礼や儀式に結びつかないバディ エ
ー

ツ ラは コルシカ音楽の最も重要な形態であり(1) 即興伸

男声P)韻文糾合唱 ( - ポリフ ォ ニ
ー

) というコ ルシカ音楽の主な特徴を全て備えて いる記号的なジャ ンルでもあるo 歌う

時の隣同士で窟を組んだり, 片手を耳に当てるという瑚Ⅰ陳みのポ ー ズも極めて ｢ コ ルシカ的+ な絵として, よく表象に

使用されている｡

バディエ
ー

ツ ラの範囲に含まれる歌唱形態牡上記 4 つ の特徴に加え詩の形態粥1) 二句づ坪)三連で
一

つ の言辞)
一

句 8

音釈明絹張後は荊頓､ とい う条件を満たすものであり､ 例えばこのような作品となる.

｢夕 - リュ 村のバディ エ
ー

ツ ラ P z2g hj elk z d f u 喝 血+

N L D Z h
'

s c z m Li di Ta g Bh /S b hL d zi
t

a

'

ai L Ln a m a 如 (
一

句8 音節､ 二句
-

a

c n h
'

k ) cb 7q u e P a ieHi /E k わ sELT e 鮎 a 7'Z a 虎 (各連最掛 澗

E d u v e s m u d di u d e / L e c e' m e r e dl u k ' p a h e E 連で
一

つ の詩)
39

句や連の構成が比物的自由な形態の ものは ｢ テル ツ エ ー

ツ ティ ぬ 2 e atJ となる. バディ エ
ー

ツ 剖ま上記の通り極めて厳

しい制約がある詩作で, これ を即興で行うのは誰でもできるという訳ではなく､ 長餅r は ｢ これを村の祭りや村人が集う

ところで成し遂げたものは ｢名誉ある者+ としての扱いを受ける｡ しか し rJてデイェ
ー

ツ ラ+ を生み出すのは至難の業で

ある+
4 0

と言うo こういっ た状況を思い浮か べ ると今日の ｢ ラ ップ
･ バトル+ を連想せヂにはいられないo

泡 血1k は ｢コルシカ語には pqB7y
'

eL h という言葉は存在しないo 伝統的な世俗合唱を描写した音楽学着から生まれた新

33

長谷‖r ､ 前掲稿 p .8
34
叫 あぉ p .13

35
c a dr x hL 伽ブ p .7 6

36

殺春着の
一

族に対して被穿賢
一

勧 告行う復断〒私 本章5 節で メリメの 『コ ロ ンノ匂 を琶材に詳しく見て いく｡
37
田野余稔 喝 しき島 コ ルシカ貯勃 199 9 , 集英杜 p .2 3

38
c h 血塊 比 p55
39

出典はC b z b U 714 x LhL 伽 公式ウェ ブサイト 蜘 (llJO IJ n B) より｡ 訳は分か

らないので 却&
JX'

長谷‖l , 前掲稿 p .6

1 3



聴覚人 間 の 編制 ( 佐 々 木)

語である+
4 1
と指摘する｡ これはつ まり, 名前を付ける必要もない程島民の間では本当に生活に根付いた習慣として営ま

れてきた音楽文化である､ というこ とを意味するの ではな いだろうかo

1 -3 4 世俗歌Ⅲ : 散文詩歌(t m )

制約が厳しく高度な技術を必要とされるバディ エ
ー

ツ ラと遠い､ 特に腕に覚えのない者でも気楽に歌えたのが v e rj u で

あるB Q h c hi は ｢ 島で最も素餐自勺才昏邑のある者を要請する形態であるバディ エ
-

ツ 別 物 l に太刀打ちできない ので ､

真の アイデンティティ の印となるのは w ' 3 u で あるかもしれない+
42

と言う｡ 韻文詩歌もバディ エ
ー

ツ ラ同様特定の儀式な

どに結びつ い て歌われるもの ではない｡ その歌い手はほとんどが男性で､ やはり合唱形態が多いようだがその条件に当て

はまらない歌もある｡ 歌の題材にはあらゆるものがなり､ 蜘 ti di p uli h
'

c a) ､ 選挙秋 m n iz
'

d
'

el b b n l) ､ 労働執Tr7
-

b bie Tla) ,

耐 願(s ch el m ) ､ 乾杯の 納 ､ 子守唄如邪n e) ､ 旅立ちの 帥 ､ 栗を打つ 鞄 ist w a) など様々 である｡ ｢ コル シカ

では全て の人間が音楽家として生まれる+
43
と18 世紀にゴ

ー ダン司祭という聖職者は言ったそうである｡ 子守唄や家事労

働につ いての歌など主に女性が歌ったと思われる歌もある のだが､ コ ルシカの歌い手はやはり圧倒的に男性で占められて

いたようf=
＋

o
コル シカの音楽文化における(I)男性中,L(2)即興という特徴を示す､ バディ エ

ー

ツ ラと並ぶ重要なジャンルが

｢かけ声問答 - ティヤ
ー マ ･ エ ･ リスボンディ(chj m a 占 師 姐 a n d r e sp or u x!)+ で ある｡ 映画 『僕の ス ウィング』 で知

られるトニ ー ･ ガトリフ監瞥の 『イ ･ ムヴリ
ー

ニ : テラ』 とい うドキ ュ メ ンタリ
ー で

､ 酒場で誰からともなく始められ即

興で延々と続くテ ィヤ
ー

マ
･ エ ･ リスボンディ の様子を見ることができる｡ コ ルシカの ｢ 名士+ であるイ

･

ム ヴリ ー ニ の

メンノト ､
”)レナルディ

- ニ兄弟が潜場に行くとティヤ
ー

マ ･ エ
･ リスボンディが始まり彼らも飛び入りで参加するのだ

が青からこの習慣を続けてきた老人たちにはプロ の ミ ュ
ー ジシ ャン も歯が立たない ､ とい うオチである｡ ｢今日で もバ

ー

な どで 即興として島民に歌われて いる. これは
一 種の ｢ ゲ

ー

ム+ で あっ て､ 二人でティヤ
ー マ ･ エ ･ リス ボンディを始め

た場合､ どちらか
- 一 方が返答に行き詰まるまでかけ声問答が続けられる+

44

と長若洲Fが描写する通りの映像である.

こ こまで見てきたように､ コ ルシ カの音楽文化は生活に密着したものとして営まれてきた｡ しかし､ もちろん これはコ

ル シカだけの話ではなくどこの土地にもそ こでの 生活形態から生まれた音楽があり､ それは ｢民謡+ ｢ フ ォ
ー クロ ア+ と

喝年怠れて いるo

だが ｢ フォ ー クロ ア+ とい う概念は実際にそう研まれる歌を歌 っ て きた側による自称ではなくヾ 近憎肖費社会の成立に

伴っ て発生した音楽における権力関係が成立させたカテゴリ
ー

で あるo 以下でどのようにそういっ た権力関係が形成され

て いっ たのかを考察して いきたい｡

1 A グ ー

テ ンベルクと五線譜の銀河系

印刷､ 複製の手段は､ 新しし噸覚的なス トレスをさらに確認させ , 拡大した｡ それは､ 等質的な反復し得る
”

商FD
”

をはじ

めて提供しfc . それは, 最紛の流れ作栄
一

大量生産であっ た｡

マ
-

シ ヤル ･ マ クル
ー

ハ ン

キリ刑 弧 上のようにコ ルシカの音楽を記録
･

分類し, その仕事は後の コ ルシ カ音楽の歴史にとっ て極めて重要な役割

41
触 I k

,
lb id ･ p ･14

招
伽 蛾 ibkL p .63

43
触 】k

,
めkl . p .10

44
長掛l ､ 前掲稿 p .8
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラン ス語圏) 研究

を果たすことになるのだが ､
こ こでまた本章冒頭の問題提起に立ち返る必要がある｡ ｢ すなわち､ 『メディア - 媒介手段』

の誕生が人々 の音楽経験をいかに変容させたかを私達はこ こで議論していくことになるのだが, メディア以前の音楽は記

録されない , 故にそれを知る手段はない ､ とい う ことで ある.+ 1 9 4 9 年､ キリチにコ ル シカの苦楽を記録
･ 採集する こと

を可能にしたのはテ
ー プレコ ー ダ

ー

とい う新しいメディアであるo キリチがテ
ー プレコ ー ダ ー と共に登場する以前､ コル

シカの音楽は 十部を除いて専ら口承というアナログな媒介手段しか持たなか ったので､ 長い歴史の間に数多くの音が生ま

れそして消えてい っ たであろう ことは想像に難くない｡ であるから､ 現在私達が接することの出来る ｢ コルシカの伝統音

楽+ とは過去の音楽そのものでは全くない のであるo それ は
一 人の音楽学者の事によっ て採集された音のリストに過ぎな

い
o
｢ つ まり過去のI

-

部だけがメディア化されて+
45

今日コルシカの伝統音楽として認識されているのである｡

しか し､ 音楽が消えてしまう ことそれ自体は､ 実はそんなに重大な問題ではないo む しろそれは音楽という営みの相原

的な宿命であるo エリ ッ ク ･ ドル フ ィ
ー

が彼の最後の レコ
ー

ド
4 6
の最後の曲 ｢ ミス

･ アン+ の後にリロイ ･ ジ ョ
- ンズそ

っ くりの声で語った通り Wh e n y o u h e u m 由ら aB er it
'

s o v e r,it
'

s p n e i n th e ai r . Y o tl C a n n e
V e r C ap tu r e it ag ai n しか し実際払 私

達は何度でもドル フ ィ
-

の演奏を聴く ことが出来る｡ 一 機 唄わ っ て空中に消えた複でも､ レコ
ー ドに針を落と噛ゴ

スピ
-

カ
-

から ドル フィ
ー

の アルト
･ サ ッ クス は何度でも流れて< る｡

問題なのは､ ある音楽は ｢ 終わっ て しまっ たら､ 空中に消えて しまい, もう
一 度取り戻すことは出来ない+ ままである

のに対し､
- ･方にはそうでない苦楽があり､ そ して後者の

一

群によっ て音楽史が形成さ才T ⊂いる, という こ とである｡

私達がこ こで議論して いるコ ルシカ音楽の歴史も, ｢半ばキリス ト教世界と文明の外にある+ 土着の文化を弾圧して形

成された点につ い ては既に述べたが､ キリチが仕事に着手する以前は ｢ コル シカの 僻 軌 それ自体が音楽の歴史から

落ち こぼれていた｡ あるい は､ 空中に消えたまま, に留まっ てい た その理由として ｢ 舶財ヒされ 秩序づけられた､ い
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

柑ま芸術的+ な音楽ではないから､ と言うことは出来ない｡ 芸術的であろうが非芸術的であろうが, 音楽は終わっ たらも

う 一

度取り戻すことは出来ないのだが､ 音を記録するメディアが誕生した時, 記録される音楽と記録されない音楽とがあ

っ たの であり, そ して歴史を形成することが出来るのば己録された音楽恐ナなの である｡ 別の言い方をすれゴ, メデ ィア

が記録されるべき正当な ｢ 封軌 音楽とそれに値しない音楽とを分けたということになるo とな ると記録されなかっ た音

楽､ であるコ ルシカの音楽を中心に捉えて議論を展開しても仕方がない｡ 問題は､ 口承以外のメディアによっ て媒介され

歴史を形成して いく音楽の方にある｡

音楽が音それ自体を記録する手段を事にいれるのは早く考えて 19 世紀終わりの ことである｡ しか し, 無論音楽史はレ

コ ー ドの誕生以前から成立して いたo それ までの長い期間音楽史を形成するためのメディアとして機能して いたのは音を

二次元に写す手段であっ た楽譜である｡ リレネッサ ンス時代までは､ 音楽を書き記す方法や様式は国や地方によっ
て まち

まちだっ た+
47

記譜法はグレゴリオ聖歌が単旋律カ
ゝらポリフ ォ ニ ー ヘ と発展し､ 楽署紺墳が伴われるようになる過程で徐々

に現在の形に近い もの へ とな っ ていく｡

五線譜は大体17 世紀始めに確立する. それ以前､ ヨ
ー

ロ ッ パに劫ナる専制的な音楽機関は教会であったが､ 1 6 世紀に

淑ナる ｢ 宮廷
･ 城暗における貴蜘均封舌におけるプライベ

- ト音楽の成立+
4 8

が略記譜を許容した
一

つ の要因と考えるこ

とが出来るo ここで､ 後にグレン
･ グ ー ル ドが夢見ることになる ｢演奏者､ 作曲家､ 聴衆が分かれていない黄封寺他

49
は

終雷を迎えるo 音楽における ｢ プロ+ の 誕生である｡

プロ の音楽家の雇い主である王侯貴族は旺盛に音楽を消費することになるのだが､ 彼らにその消費を許すのが楽譜出版

という新しいメディアである｡ どれ 岱ナ金と権力があろうと､ ヨ
ー

ロ ッ パ中の音楽家を全て雇うわけにはいかな いo 音を

記録､ および運搬を可能にする新しいメディアの成立が ､ 生身の音楽家その ものが旅をしなくても不特定多数の音楽に接

45
力噸滋生 『音楽史の形成とメディア』2 M ､ 平凡社p ･4 7
舶
r h 恥 E rk ,

`

q _a st D 加古
'

196 4 - 197 3
,
F o nta m - 日本フォ ノグラム r!N

-5 0 2

47

ミラ
ー

,
R M 『新 触 手♯横坑 / 松前常男// 胸羽針働伺陽訳､ 2 M ､ 東海大学脚坂会 p ･103

48
購 前掲書 p .12 7

49
シ ュ ネデ

ー

ル ､ ミシェ ル 『グレン ･ グ ー ル ド 孤独のアリア』 千葉丈夫訳､ 199 5 , ちくま学芸刃車 p ･19 5
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聴覚 人間の 編制 ( 佐 々 木)

する ことを可能にしたので ある｡

しかし, 五線譜はあくまで音の記録と保存を可能にしたメディ アで あっ て , それは音楽が伝搬 ･ 流通した ことの原因と

はならない｡ 手書きは､ 勿論非常に手間がかかる｡ 五線譜が成立するよりも前, 1 4 50 年にグ
ー

テ ンペ ルグが マインツ で発

明した活版印刷の存在が､ 楽譜の普及を可能にした前提にある｡ しかし楽譜の印刷Iガ古宇だけの書物よりも+ 冒高度なテ

クノロ ジ ー を要求するo その ため楽譜はその後も長い間､ 誰にで も接する ことが出来る, というもの では全くなかっ たo

吉見俊哉は

グ
ー

テ ンペルグによるE 珊fJ術の発明後､ 1 6 世紀からす でに宗教的な文書や学術出版と同じように楽譜出版が普及して い

たと考えなi 対1ばならない理由はないo む しろ1 8 世紀半ばになっ て も､ 音楽家たちに流通した楽譜の主流は筆写楽譜で

あ っ てE 閥巧楽譜ではなか っ た.
5 0

と述べ て いる｡ 技術水準と消費の要求は非常に高い所で上手くバランスが取れて い たの で あり､ 例えば車大工であっ たハ

イドンの父親が ｢竪琴を爪弾きつ つ自慢の喉を聞かせた+
5 1
とい っ た音楽生活は, 寛族社会の文化とは全く関係のない娯

楽として成立して いた｡ そ して ｢ 一 般的+ で あっ たの はむしろ後者の方であっ た ことを忘れてはならないだろうo しかし,

ハイ ドンの父親の音巣は記譜されなか っ たので , それが音楽史の 1 ペ
- ジを担う ことにはならなか っ た｡ 十方次々と貴族

の城館に召し使えた息子は多数の作品を五線譜に残し, 西洋音楽史の偉大な巨人として足跡を残す ことになる ので あるo

しかし､ 五線譜に残されそれが印刷されたという ことだけを､ 例え揺/ ＼イドンの ような音楽家が ｢偉大な巨人+ と見な

されるような音楽史成立の理由にすることはできない｡ 今日では誰もがすっ かり忘れて しまっ て いる ような音楽も五線譜

に記録され保存されてい るの で あるo コ ル シカの教会音楽も､ そのい くつ かは楽譜になっ て いたの であるが､ それらは西

洋管楽史の中に足跡を残してはいないD

五線譜によっ て記録された音楽にも､ 十 方に ｢単旋律聖歌からストラヴィ ンスキ
ー までひと続きの歴史+ があり他方に

はそ こから落ちこぼれて いる音楽があるのだ+ その逢いとは ｢芸術+ として認識されるか否か､ とい うこ となのだがバッ

ハや ヘ ンデル､ ハ イドン とい っ た巨匠達の音楽が, コ ルシカの聖歌や世俗歌に比 べ て如何に高度な技法､ 美学､ 精神性を

備えて いるかといっ た上働ま本論の関心の喝外にあるo 三郎善が ここで確認しなくてはならない のは､ コ ル シカの音楽を｢民

謡+ とし,
一

方で 先に≦掛ヂた巨匠たちの作品を ｢芸術+ として成立させるそのメカニズムであるo 今日 ｢芸術+ とみ なさ

れて い る音楽が貴族文†ヒの中で成立して い っ た ことは既に見たが､
一

方宮廷の中でどのような音が鳴っ て いようがそんな

ことには関係なく民衆は自分連で気ままに音楽を楽しんで いた こともハイドン父子を例に見た｡ 宮廷の音楽が大衆にも芸

術として見なされるためには､ まずその苦楽が宮廷の外に出る こと, そしてその音楽を ｢ 民言乳 よりも高尚なものとみな

V 'LI
J

性が形成される過程がなくてはならない｡

巨偶u楽譜は当初は汎ヨ ー ロ ッパ規模で､ しか しあくまで寅族社会で満員して いたのだが､ 産業として成り立ち始めると

その規模i;油左大して いくo

楽譜印刷業カ職 叫こ成立してくるにつれて､ 日脚l楽譜の生産地は商業FP J 山地に､ すなわちヴェ ネチア､ パ 1J , アントワ

ー

プとい っ た限られた地域に､ 限定され てい くようになる｡ しか し17 世紀跳琴になっ て ､ 大都市に人口が集中し始めて､

都市 軸 官印則楽譜の主たる購入者となると, 印刷楽譜はその都市において ､ そ の都市内の需要のためだけに生産さ

れるようになる｡
5 2

E)
ま見俊哉 『声の資本 塊 1 995 ､ 謙筑社選審メチ エ p .88

5J

大崎､ 前掲書 p .13 1
52

大崎､ 前掲事 p .150
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラン ス語圏) 研究

印静l技術力号発達することで楽譜の複製は容易になり､ またそ の消費を欲望する新しい階級力牡i現することで､ 需要と供

給は次第にマ スなものになっ てい き, ｢ 18 世紀後半から印届鵬普の商業的な出版が 樹 ヒし, 次の世紀までにi 僻 普

を圧倒していく+
5 3

こ とになるo 印刷楽譜が大量に流通するようになると ｢貴族階級の少なくとも
一

増汚に､ 印刷楽譜を見

下す傾向が､ い つ の時点かははっ きりつかめないが出てくる+
54

ことになるが､ その後の音楽史を発展させていく ことに

なるのはそのようなスノ ッブな態度ではなく､ 台頭するブルジ ョ ワ階級の欲望の方になるのは論を待たない o

そ して､ ブルジ ョワ ジ - が貴族階級の音楽を受容する際に, ある種の音楽が ｢芸術+ とみなされる事態が起こ っ てくる

のである｡ 渡辺裕は18 世紀から19 世紀にかけて音楽に起こっ た変化につ いて以下のように述べ てい る｡

バ ッ ハ の音楽が彼の死後間もなく忘れられてしまっ たというのは､ 別にバ ッ ハ がこ とさら評価されていなか っ たからで

はなくて , そういうものだっ たの であるo (中略) 18 2 9 年にメンデルスゾ
ー

ンが< マ タイ受難曲> の復活演奏を行うまで,

彼の作品が
一

般の 人にとっ ては｢懐メロ+ ほどの意味しかもっ てい なか ったであろうことは十分推測できるところであり､

( 中略) それを劫 官巨匠として評価されていなかっ たからではなく､ その後の時代に 淵 ヒするような意味での ｢ 巨匠+

とい う概念自体がそもそも存圧して いなか っ たのであるo
55

教会から宮廷 へ と音楽の場が移行する過程において､ 突然音楽が ｢芸柿+ としてもてはやされるようになっ た訳ではな

さそうである｡ 教会では音楽は儀式であったし, 宮廷での演奏会は, 渡辺によればそれは ｢ 社交の場+ であった｡ 絡まく

かの スカトロ趣味も持ち合わせていて ｢18 世紀のパ ンク
･ ア ー ティ スト+ とも言われる ことのあるウオル フガング ･ アマ

デウス ･ モ
ー

ツ アルトが､ 彼自身の芸術に対する確信とは無関係に ｢普段お世話にはなっ てい るが音楽につ いては無知な+

｢ ドシロ ー ト+
5 6

に仕えて創作を行わねばならなか っ た悲劇を思い出すべ きだろうら

その ような事態が音楽文化の担い手が鮎 如､ らブルジ ョ ワ ジ
ー へ と移行したことによっ て変化していく｡ 1 9 世紀になる

と静まり返っ たホ
-

ルで､
一

昔も聞き洩らすまいと耳を傾ける演奏会が成立するo ｢ リトグラフの技術が向上し, 質の よ

い楽譜を大量にかつ安価で販売できるようにな った+
5 7
こ とで印刷楽譜は普及し始め､ その時 ｢巨匠+ という概念が成立

し､ 彼らの ｢全集+ が発刊されるようになるo ブルジョ ワ ジ
ー にとっ て楽譜が読める こと､ ピアノが演奏できることは重

要な教養となる. 19 世紀の音楽家は気の毒なモ
- ツ アル トとは違い ｢ どこのだれだかわからないけれども

一

生懸命自分の

音楽を聴いてくれる不特定多数の聴衆の顔を思 い浮か べ ながら音楽を書く+
5 S
ようになる. さらに吉見が御宙する r;E

･

う

した産業化された聴取のシステムは著御厨こよっ て法的に保証され ､ 同時にさらなる大衆的な拡がりをみせて い くように

なる+
59

点につ いても忘れてはならないだろう｡ もしこの ような事蜘 実売に入らない の なら､ ｢ 音楽活動の中 山
ミ教会から

劇場に移り, 神との出会いに代わっ て自己との コミ ュ ニケ
ー シ ョ ンにつ いて の鹿熟こ重点が移っ たとはなおも認めきれヂ

にいる+
a )
ならば 変人と怖 翻 孤独に北の国 ヘ と引こもるより他なくな っ てしまうことになるのだこ

この過程で, 音楽における高級/ 低級の区別が成立していく ことになるのである｡ 高級とカテゴライズされる音楽は､

当時音楽の持ち得る唯
一

の 複製技術であった印刷楽譜が ｢叢書
･ 全集+ という体系を生み出すことで､ ｢芸術+ として認

知され ｢西洋音楽正史+ を形成することになる｡ その運命につ いてアタリ‡:蛇rF の ように悲観するo

商品に物象化され 消費に変形され 音楽はわれわれのあらゆる社会的進†との見本となった｡ 社会的形態を非儀礼化し,

53
吉見 前掲審 p .88

54
大崎､ 前掲書 p .13 0

55

渡辺裕 『聴衆の誕生 (新装増補)』 19 % ､ 春色雌: p .14
56

敵 前掲書
57
i彪弘 前掲書
58

渡辺､ 前掲書
59
吉臥 繭葛書
a)
シュ ネデづ h

pユ8

p .16

p .1 8

r p .88 J 9

前掲書 p .213

1 7



聴覚人間の 編制 ( 佐 々 木)

身体の活動を対象のなかに押し込め, その行為を専門化し､ 見せ物としてそれを売り, つ い にはそれをス トッ クし､ その

消費を 淵 ヒすることによっ て､ そ の意味の喪失にまで至るの で ある｡
61

｢ 商品に物象化され 消費に変形され+ る ことを免れた音楽､ つ まり低級とカテゴライズされる名拳にあずかっ た晋楽

のうちのあるものはしぶとく生き残り､ ｢ ピラミッ ドの上で重労働に息もたえだえになっ て死んでい っ たエ ジプトの奴隷

人夫たちにしてすでに, あえぎながらも+
6 2

歌っ てい た反逆の歌の輝かしい歴史の 1 ペ
ー ジを飾る ことになる ｡ しかし,

持たざる者の音楽が力を強めた時に消費社会に回収され ｢その意味の喪失に至っ た+ 例 は枚挙にいとまがないo 十 方､ あ

るもの は ｢見せ物としてそれを売り､ つ い にはそれをストッ クし､ その消費を 瑠 ヒする+ 正にその手段を欠いたことに

よっ て消滅の危機を迎える こ とになる｡

コ ル シカの音楽はどうであ っ たかと言えぼ ｢ 民謡+ という低級音楽にカテゴライズされ 貨幣を媒介としたコ ミ ュ ニ

ケ ー

シ ョ ンの手段を長らく欠く ことになる｡ 音楽が貨幣と結びつかなかっ た悲劇と､ 結び つく悲劇につ いて は次章以降で

議論する ことになるo

しか し､ ｢ 複鮎対陣車代以前の コ ルシ カ音楽+ を扱う本章を終わらせる前に､ まだ議論しなくてはならない ことが残っ

てい る｡ それは ｢西洋音楽正史+ を成立させた近代ヨ
ー

ロ ッ パ のブルジョ ワ文明がコ ル シカの音楽と出会っ た時にどのよ

うな耳でそれを聞いたか､ という問題であるo コ ルシカの苦難まそれ自体が西洋音楽の体系からははみ射した ｢民謡+ と

いう低級なものとしてみなされただけではなく､ コル シカという地域の後進性と結びつ い て､ 野蛮な風俗として ｢文明人+

に ｢ 発見+ される ことになるの患

1 _5 マ ー ジナルな文化としての コ ルシカ音楽 - メ リメの 『コ ロ ン/ Ⅶ における表象

シヤ)L)レエ バチス トよ ! 主キリス ト汝の魂を受け容れ給わんことを!
- 一 生 きる とは苦しむ ことなのた

-

汝力号向かわ

んとする場所政
一

+ 湯の光も寒さもない国｡ ｢
- もはや汝の純弛まいらず

-

｢ 重き砂黄もいらないニ ー づ如こもトか声仕事

はない｡ 一 今ははや毎日が憩いの日｡

メリメ

｢私コ ルシカっ て大欺いo あいつ らみんな野蛮人だわ+ と女は育っ たD

｢ 君は野蛮人じゃないよ+

｢私はコ ルシカ人じゃないもの+ と女は言っ た｡

ポ - ル ･ セ ロ -

ビゼ ー

のオペ ラ 『カルメン』 の原作者として有名なプロ ス ペル
･ メリメが文名を確立したのは182 9 年､ 2 6 歳の時に発

表した短編′J 儲 『マテオ
･ フ ァル コ

-

ネ』 によっ て で ある. 『マ テオ
-

』 はただコ ル シカを舞台にした話というだけでは

なく､ その内容も当時の読者にコ ルシカのス テレオタイプを植付け, 好奇むを煽るのに十分な粛情的なもの であっ た｡

ス ト -

リ
ー はこうで ある｡ 名高い ｢ 山賊t w ldit+ であるマテオ

･

フ ァ ルコ - ネの息子 フ ォルトウナ
- ト フ ァ ルコ -

ネはある日傷付いた男に出会い､ かく まっ て くれないか､ と頼まれ る. フ ォル トウナ
- トは父の名にかけて引受けるが､

その男を追っ て来た軍曹が銀の脚寺計をちらつ かせて居場所を教えるよう要求し､ 幼いフ ォルトウナ
- ト棚勿欲に負けて

約束を破り､ 男の身柄を引き渡してしまうo その
一

書隙終を聞かされた父マテオは､ フ ァル コ
-

ネ
ー

族の名誉を裏切っ た

61
アタリ､ ジャ ック 『寮監/ 貨幣/

/ 簡 勤 金像貞文訳､ 198 5 , 胡 ず書房 p p ･4 T 5

6 2

グロイル､ ハインツ 『キャバ レ
ー

の文化史Ⅰ 道化 ･

讃姉IJ ･ シャ ンソン』 平井正/ 田辺 対蛎札 1983 ､ ありな書房 p ･9

18



フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ン ス語圏) 研究

罪を償わせるために, その手で息子を射殺する｡

こ の作品の文学史における重要性を本論で連求することは出来ないo 私達が こ こで確かめておかなけれゴならない の は

当時の フランス 人の読者に この′帽 払ミどの ように受容されたか ､ またそれ によっ て形成されたコ ル シカにつ いての
一

般的

なイメ ー ジである｡

｢ ボル ト ヴェ ッキオを出て北西に進路を取り, 島の内部に入っ ていくと (中m&) 広大なマキ の縁に辿り着く+
6 3
とい

う有名な書き出しによる導入熱ま､ 読者の眼差しを外部からコ ルシカという辺境の地の珍しい習俗を見物する位置に定め

る｡ 言如領白まるその隠点で､ 表象されるコルシカとそこに住む登場人物たちはあらかじめ他者化されているのであるo そ

の 上 でメリメは コ ルシ カの風俗を多くの注を付けながら盛り込んで ｢文明人+ であるフランス語の読者の好奇むをそそ っ

てい くo まず､ 冒頭に出てくる ｢マ キ+ であるが､ これはコルシカだけでなくサルディ
- ニ ヤなどの地中海沿岸部にも生

息する芳昏性の低斐木カ官密集して械塩のように地表を覆う草原と森の中間のようなものである. マ キは強い臭い を放つ の

で犬を使っ た捜索もできないため､ 犯罪者が身を隠すのに格好の場所となる. ｢マ キに入る p r e n d r e l e ∬迫q td s+
61

とは 唱

憲の追跡を逃れて潅木地帯に逃込む+ という意味となる｡ その ｢ マキ に入る+ 人間のス テレオタイプがマテオのような
｢ 山

賊+ である｡ そ してマ テオが10 歳の息子を殺す理由は 憾 の捷 1a l oi d u s皿e n c e J を破り ｢血 r a c eJ の ｢名誉 ho r m 弧 +

を汚したからである｡

メリメは非常に矢軌 僻晶でこれだけの要素を盛り込みながらまとまりのある物語世界を構瞥㌻ることに成功し､ 小説家

としての輝かしいキャリアを開始することになる｡ そ してこの 鰍 拡く読まれる ことによっ て多くの フランス人が､ 上

で斡ヂたような 地中海ノワ
ー ル+

65

的記号をコル シカ人の属性として考えるようになるのである｡ また, この作品が発

表された 182 9 年という時代も考慮に入れる必要がある｡ 長馴l秀樹によれざこの頃フランス皇帝ナポレオン, ある
いは

コルシカ人ナボレオ
- ネ ･ プオナパルテは ｢復古王政が始まると, 彼は フ ランスで ｢纂奪者¢

'

U s u q d e w )+ と瞬まれるよ

うにな+
`誠

り , また

フ ランス人ではない こ とを強調するため, ｢ チビの コ ルシカ人 伊ed t b rs e)+ とか
｢痩せっぽちの外人( mi n c e 6 b n g p r)+

とか怖労れるようになっ たo 同時にコ ルシカは ｢纂奪者の国+ として扱われ 復啓の習慣と併せて極めてマイナスのイメ

ー ジを与えられてしまった｡
67

の である｡

｢ マキ+ ｢山軌 ｢沈黙の提+ ｢ 血の名乳 は今日でもコルシカ人のステレオタイプとして強力に機能し
ており､ 浸画 『ア

ステリ ッ クス』
68

における表象他ジャ
ー

ナリズムの報道の例なども多数あるo 『カルメン』 でふしだらなジプシ
ー

女のイメ

ー ジを流通させたように, メリメを劫蛸表象において ｢キャ ッチ
ー

+ なイメ - ジを抽出する天才なのであるo

しか し､ メリメは 『マテオ -

』 を執筆した時にはまだコルシカの地を踏んだことはなか った｡ 長税( 忙 よれざ
｢ メリメ

は幾つか の術古の中から却告かつ模範となるもの をあえて選択し､ 修正し､ 組み合わit J
6 9

るこ とによっ て､ こ の作品を

書き出ヂたのであり､ メリメ自身作品の出来に満足してはいなか ったともいわれている｡ しか し彼は
183 4 年に歴史記念

物視察官に就任し､ 18 3 9 年にニ ケ月間 この任務で島の南部を視察することになるo そ
こでコ ロ ンバ ･ バルト

- リに出会っ

o
M iri m 色 坤

･ ･

M a 加 地
･ ･

血 旭
"

C b ' 5 e 7 血 管
''

a n b h gi e p 血 氾ti e p ar R o g e r M a r6 n , 20 01 , 旭 血 p ･1 3 ゴシック太弔 鰯 は原文ではイタ

リック
64

策 コ 棚 状戦中にコル シカの レジスタンスの障虻が ｢ マキに入っ て+ 抗敬した
ことから r レジスタンスに力恥 る+ という意味も持つ｡

6

前掲R og g M a 血 の ｢ コル シか ノワT ) Lj という概念に想を得た筆者
による造艶 ｢ノワ

-

) LJ 的ステレオタイプはコル シカに限定さ

れずシチリア､ iT)レディ ニア他の地中海 脚 城にもあるので､ こう言っ た方カ噴町ごはないか､ と思われる｡
銘

長谷‖l秀樹 『｢コル シカ人民- 民軌 の勤勉 1999 ､ 抑 牡臓会 p ･6 8

6 7
長餅Fl 『｢ コルシカ人民- 民族+ の生成』 p ･68
用 `

肋 e n a r s e
''

Tb xte d e R e ni G O S C X N N Y D 由 d
'

A lt x TttJD E R Z O
,
197 0 = 1 卿

,
H 地 政

a'

長捌IF 『｢ コル シカ人民- 民軌 の 地 p .69
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聴覚人間の 編制 ( 佐 々木)

て ｢仇討ち h v e n d etta + の物語を聞き ｢彼女の勝気で闘争的な性格とそ の娘の美貌とを敵合して+
7 D
コル シカを舞台にし

た第二作 『コ ロ ン/匂 が書き上げられ る ことになる ので あるo

『コ ロ ン/ 匂 のス ト
ー リ ー はこうで あるo イギリス陸軍の可部受サ

ー ･ トマ ス ･ ネヴ ィル大佐とその 一 人娘ミス ･ リディ

アは ヨ ー

ロ ッ パ旅行の途中で立ち寄っ たマ ルセイ ユ で コ ルシカ島の ｢奇匡な間接的復讐の物語+ ｢ その地方の異様で野

蛮な外凱 r原始的な風俗+
71

を聞い て魅了され 島へ の訪問を決意する｡ 出航の際､ 故郷こ帰りたいが乗せてくれる船が

見つ からず因っ て いた､ コ ルシカの由緒ある家柄出身の予備役陸軍中尉オルソ
･ デラ ･ レビアに出会い､ 彼を旅の道連れ

にするo ア ジヤクシオに滞在して いた 一 行の もとに､ ある日 ｢ メロ ドラマ の山賊というか､ ある いを劫寵の コ ルシ カ町人の

完全ないでたち+
72
をした農民風の男を従えた美貌の若い女が訪れる｡ 黒服に身を包んだその女はオルソの妹コ ロ ンバで

あっ た｡ コ ロ ンバは殺された兄妹の文､ デラ ｡ レビア大佐の仇討ちを果たすよう兄を説得するの であるが, 長く大陸で暮

らし ｢教育もあり, 若干社交界にも慣れて い る+
7 3
ォルソ はコ ル シカの野蛮な風習には嫌悪感を持っ て い るo また､ 旅の

間にオル ソは ｢垢抜けした外国の+
74

淑女ミス ･ リディ ア に恋をして いた｡ 復啓という因習に取り付かれたコ ロ ンバ を非

難する兄に対して､ 妹は ｢ あなたは故郷を忘れて しまわれたんですわ+
75

となじる｡ それで もオルソは ミス ･ リディア の

こともありなかなか復啓を実行にうつす気にはなれないのだが兄妹の実家ピエ トラネ
- ラに帰るとオルソ の思い とは無

関係にきな臭い空気が立ちこめ､ 彼も戦いに巻き込まれて いく｡ 結局コ ロ ンバ の意劫 溺師T) L , , 兄はマキの中で の決闘で

片腕を負傷しながら ｢ 度に 二人の敵を射殺しする
76

という離れ業で ｢ ヴエ ンデッ タ+ を果たす. 最後の場面､ オルソは ミ

ス
･ リディアと覇軸昏しコ ルシカ人兄妹とイギリス人親娘はイタリアにい る｡ ス ケッチ に出かけた頚弼昏夫婦におい てきぼり

を食らっ た大佐とコ ロ ンバはワイ ンと荏を求めて農家に入ると､ オル ソに二 人の息子を殺された老人 デラ
･ レビア大佐

のかたきがいた｡ 老人はコ ロ ンバに ｢ もう勘弁してくれ !+ と叫び気を央う｡ その様子を見ていた農婦が コ ロ ンバの後ろ

姿を見送り ｢あんなにきれ いなあのお嬢さんが､ どうだろう､ 限で魔法をかけるんだよ+ とつぶやいて 牌 ま終わる｡

この小説では 『マ テオ - 』 以上にコ ルシカの野蛮さが強調されて い るo まず, 上流 轍 のイギリス人が最抑こ登場し狂

言まわしに近い役目を担うことで､ 読者は彼らの眼差しで この物語を読み進めるようになっ てい る｡ 1 8 1 9 世紀にかけて

イギリス人は最も旺盛に観氾衆行を楽しむ国民であり
7 7

､
コ ル シカとコ ル シカ人は彼ら文明人である観光村亨客の目に映

る 慨 + として描写されるので あるo フランス軍の軍人であるオル ソは半ば文明化された人間として表象される｡ 彼は

ミス ･ リディ アにこう言われる｡

だっ て彼女は本物の コルシカ人恐ナど､ あなたは開花されすぎた野蛮人ですもの .
78

コ ロ ンバが兄オルソ以上にミス ･ リディアに ｢ 気に入+ られるのは､ ｢生まれてはじめて､ 垢抜けした外国の紳士淑女

の前に出た+ ことで怖じ気づい てい た ｢本物の コ ルシカ人+ がイギリス人旅行者の エキゾティス ムの欲望を満たすからで

ある｡ ミス ･ リディ アは こう想像する｡

和
平同席頼 ｢解軌 メリメ 『カルメン/ コ ロ ン佃 平岡薦頼訳､ 2 ㈱ ､ 講 料土文芸文庫 p 35 8

7)

メリメ 『カルメン/ コロ ンJi
＋

A 平岡篤頼訳､ 2 似) ､ 諦完納:文芸刃車 p .Ilo
72

メリメ､ 前掲番 p .143 この男につ いての 附に穴があいた更紗の 上着を着て､ 敵う､ ら斜めに水痘をさ状 短銃をベ ルトに挟ん放 と

いう描顎ま､ 19 職 ､ ら2 0 慨敵こかけて大乱こ流捜したコル シカのポストカ
ー

ドによく使われたモ チ ー

フである山賊の 出で立ちを良く表

している｡
73
メリメ, 前掲書 p .13 2

74

メリメ, 前掲事 p .1 46
7 5
メリメ, 前掲事 p .18 2

76
この オルソの武勢鯨ま｢ メリメ自身が注に記してい る通り､ 当時爽際に起こつ た事件で この旅行中､ メリ メiまその 人物にも会っ て話を

聞いている｡ + 平岡, 憾税+ p 3 5 8
77
｢ コルシカではイギリス人の 柵 号けっ こう目立っ たらしい . 18 世紀なが 針 ギリス人の好奇山ま見知らぬ土地へ と向けられ それ

が ｢グランド･ ツア∵+ とい う現象を作り上げた｡ + 田野倉､ 前掲書 p ･62
78
メリメ , 前掲者 p .16 8
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ンス 語 圏) 研究

ライオ ン

コ ロ ンバが ロ ン ドンのアル マ ッ クス で踊るなんて い - 何とい う花 形になることやら､ ほん とに ! 大当たりだわ!
- ･

彼女はセ ンセ
ー

シ ョ ン を巻き起こすか知れないもの - ･
7 9

彼女がこ のようなイマジネ
ー シ ョ ン を膨らませるのは､ コル シカの野蛮の美を体現する役割を背負っ た若い女が ｢ピエ

r'
1 → プ = う 卜 -- ナ ヱ

トラネ
- ラとその 二里四方で

一

番の< 唱 い 女> + であり, コ ロ ンバの朗唱したセレナ
一

夕に感心したからであるo しか
I
?
･ ザ
J
7 ト ･- ＋ ェ

し, ミス ･ t+ ディアは< 喝 い 女> に魅了される
一 方, オル ソ へ の慈しが芽生えた時にこう葛藤する｡

I

.
- あら､ 彼の ことなんか愛しては いないわ - ･ そう､ 全艶 だいいち､ そ んな ことできっ こないわ

･ - お まけ

-T
l
手
.

.

フ ト '- ヰ ニ
にコ ロ ンバときたら

- ･

このあたしが< 唱 い 女> の義理の姉さんになるなんて !
- ･ ヒ首を身につけている女の !

つ まり, ミス ･ リディ アが コ ロ ンバに ｢ あなたの歌はすてきだわ+ とい う時､ イギリス の紋如 ミ属するヨ
ー ロ ッパ文明

の価値基準の内部でコ ロ ンバの芸術性を評価して いるの ではなく､ その歌の魅力は コ ロ ンバが服の中に隠して い るヒ首の

｢異様さ+ と同じ観光客好みの野変性の魅力でしかない のである｡

コ ロ ンバがセレナ
-

夕を歌う場面に, コ ル シカの フ ォ
- クロアと西洋文明のヒエラルキ

ー

はすでに明らかにされているo

イギリス人親娘とコルシカ人兄妹が夕食の後でくつろいでいる時､ ミス
･ リディアはオルソにダンテの詩を朗読するよう

頼む｡ そ の時生まれて裾めてダンテの詩を知ったコ ロンバは, 兄が狼択する程深く感動するo そ の様子を見てミス
･ リデ

ィアは ｢ダンテを新しい書物としてお読みになる幸運が､ はん とに羨ましくっ てよ ! + と言うo そ こでオルソは妹が詩を

解する ｢そ の道の玄人+ である唄い女であることを説明すると ｢コル シカ島の即興的な唄い女たちの話を耳にした ことが

あり, ｢ 度その菊寅を聞いてみたくてならなかっ た+ イギリス人は ｢その才能の見本をちょ っ と見せてくれないかと頼+

むo すると､ ｢ 開花されすぎた野蛮人+ オルソは反対する｡

お よそ コルシカのバラ ッ夕ほどつまらないものはない と断言したり, ダンテの後でコ ルシカ産の静句を朗唱するのは､

む しろコルシカを秦切ることだと抗議しても無駄で､ 彼はますますミス
･ ネヴィル の気紛れを刺戟するだ桝こ終わり, そ

こで結局､ 妹にこう言わざるを得ない羽目になっ たo ｢仕方がない ! なにか即興でやっ てみなさいo ただし短いや つだよ｡+

節

オル ソは この後もコ ロ ンバが歌うこと, あるい はコ ロ ンバが作っ た歌が歌われる度に強く反発する｡ 兄妹がピエトラネ

- ラに到着して間もなく､ オルソは ｢ マ キの ほとりの小道で歌をうた っ てい る小さな女の子の声+ を聞( a

｢わが子､ はるかな国にあるわが息子のため この十字架と血まみれのシャツ をとっ ておけ
-

･

+

こらっ , なん とい う歌をうたっ て い る! と､ オルソは不意に封綻ぶ出し､ 怒気をふくんだ口調で言っ た

あっ ､ 若旦那様, オル ･ サントン! と､ 少女は少レ法えて叫んだ
- ･

コ ロ ンバお嬢様の歌なんで 1 o

r % の歌をうたうことはならん+ と､ a)レソは恐ろしい声で言っ た
81

これはコ ロ ンバが ｢父の遺体を前にして､ 居並ぶ づ統の面前で+ 即興したバラ
一 夕で､ ｢バリチ - ニ ー

家にたいする憎

しみのありっ たけをぶちまけ､ 彼らを暗殺の下手人ときめつけ､ また､ 兄がきっ と復聾してくれるだろうと脅迫した+ こ

の歌は後に人口に胎灸したo 物語の冒頭､ マルセイユからアジヤクシオヘ と渡る船上でミス
･ リディアI 地 敬うこの

79
メリメ, 前掲書 p .17 8
即
メリメ､ 前掲書 p .150

8 1

メリ メ, 前掲書 p . 加
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聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

歌をすでに聞い て いる｡ しか し､ イギリス人にとっ てその ｢ 下手人たちに対する呪阻とか､ 復讐のおどしとか､ 故人に対

する賛辞とか､ そういっ たすべ てが雑然と入り混じっ て いた+ 歌は ｢ いか にも魅力があ+ り､ 不意に歌うのをやめた水夫

に ｢ とても楽しく聞いて い た+ 彼女は続けるよう要求する｡

その水夫は野性的で単調な曲調を持 っ た哀歌のようなものを､ コ ルシカ方言で歌っ てい た｡ 夜の しじまの中で ､ その異

様な調 べはいかにも魅力があっ た｡ (中田5) 多くの 月並みな文句が つ づいた後で ､ ある激越な詩句がはげしく彼女の好奇

心をそそっ た｡ (中略) 水夫は不意に歌うのをやめたo ｢ どう して つ づけないの ､ あなた? + と､ ミス
･ ネヴィルがたずね

た｡
82

ミス ･ リディアは ｢野性的+ で ｢異様な調 べ+ を持つ コ ルシカの歌を､ エキゾティ ッ クな音楽として楽しむことがで普

るが､ ｢開花されすぎた野蛮人+ で あり自分だけでなく妹の文明イe
3

にも心を砕くオル ソにとっ て は､ それは忌むベ き風習

であり､ 例えばダンテ の様な ヨ
ー

ロ ッ パ の正当な芸術の教養を身に つ ける上で邪魔になるだけの野蛮な文化なの である｡

コ ロ ン/ 切 唄 い女として通夜で歌うよう頼まれた暗も､ オルソは rRロ興詩をうたうのだけはやめてくれないか. お前の年

になっ てそんな真似をするのはみっ ともない ､ それ に
- ･ お願 いだ コ ロ ンバ+ と説得にかか る｡ それに対して コ ロ ン

バは ｢ この国の古い習慣勧 劫､ にして いるあのイギリス人のお嬢さんを面白がらせるために､ あたしに即興でうたうよう

言いつけた+ の に, ｢悲しみを耐える助けになるに違いない人たちのために, 即吟してはいけないんでしょうか? + と兄

を手繰医し､ 唄い女として死者のもとに赴き ｢野蛮な詩+
8 4

を ｢古代の蛋女さながらに+ 詰んじるo こ こで､ メリ刈胡ら達

が本章3 節で見たコ ルシ カの女飛脚昌歌の知識を披露する ので ある｡

この 小祝で コ ルシカの野蛮さを際立たせるエ ッセ ンス として音楽が効果的に使用された例をここ まで見て来た｡ メリメ

はコルシカの フ ォ
ー クロ アをヨ ー ロ ッパ の芸術音楽と対比させて いるわけではないが､ 読者として想定され る人々にコ ル

シカの音楽を 胤 と疑わせない 十方､ 何某かの音楽を ｢高級+ とさせる音楽美学の価値基準が備わっ て いる ことが前

提になっ て い るこ とは､ 例刻ゴロ ツ シ
ー

ニ の 『オセ ロ』 を何ボなく引用している所などから推測できる｡ この小説が発表

された19 世紀鞘ゴ 七月王政期の フランス では, 前節で概観した音楽の ｢近付h はすでに成し遂げられて い る｡ ｢私人

p e p ard c uB e r]カ嘩史に登場する+
85
ルイ ･ フィリ ップの治世であり､ 新興 舶蜘守れまでは貴族の消費物であっ た楽譜を購

入し, 印席臓普が大量出版され る ことで ｢巨匠+ という ｢ 概念+ が生まれ ピアノを弾ける余暇とその巨大な楽器を自宅

に所有できる
8 6
こ とが重要な富の誇示となり､ コ ンサ

ー トホ - ル での演奏会が成立する中で音楽が ｢芸術+ と ｢それ以外+

になっ た経過につ いて はすでに見てきた｡ フ ランス という国民習家内部に限定した音楽の ｢ 鮒 h および ｢ 国民化+ に

つ い ては次章で議論する｡

この章を終えるにあたっ て もう
一

つ言及しておかなけれまならない ことがある｡ 本章3 節で確認したように, 『コ ロ ン

ノ匂 で描写されたような女のソロによる歌はコ ル シカの音楽釘ヒにおいて決して
FP , M 勺なもの で はなく､ メリメが穿きた

いと思 っ た野蛮な土地としての コル シカを際立たせるため､ 極めて悉意的に瀞怒れた要素であるのf=
＋

o
この小説では, 聖

歌や男声のポリフ ォニ
ー といっ たコ ルシ カの 民衆の生活に強く根ざした青紫告

一

切出て こな いc さらに, より重要なこと

杜メリメが こ こで表象したコ ル シカおよびその音楽のイメ
ー ジが強力なステレオタイプとして定着してしまう ことであ

る. この後 ｢ヴエ ンデッ夕+ は､ すで に少し恐ナ触れたJi)レザッ クの 加 地
'

､
モ

ー

パ ッサ ンの 『女の
一 生』 といっ

82
メリメ､ 前掲昏 pp .125

- 126
田
｢ - ･ 妹に向かっ て ､ 自分の トランクにいくらかの書物がはい っ てい るというこ と､ 自分の つ もりとしてはこれか らもフ ランスとイタ

リアから本を取り寄せて, 彼女にうんと勉強させたいのだとい うこ とを話した｡+ メリメ, 前掲春 p ･198
84

本節エピグラフ参照 メリメ, 前掲番 p 2 20
B5
ベ ンヤミン､ ヴァルタ - F/ てサ

ー

ジュ論 第一づ勤 今村仁司/ 三島憲
一

ほか訳､ 2 00 3 , 岩波現代効輩 p ･46
B6
｢私人の生活の 静まここで初めて労働の場所と切り離され 生活はまず塾勾で為されるようになる｡ (中略 私人にとっ ¶ まこれが宇宙

なのであっ て ､ 彼はそこに異郷と過去を蒐終する｡ 彼のサロ ンは, 世界慮臓 の桟敷滞なのである｡ + ベンヤミン, 前掲書 pp 18
- 19
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たフランス文学史上の重要作にも出てくる ことで ､ 因習的なコ ルシカ人のイメ
ー ジはより強化される ことになる｡ しかし､

この 二 作において はコ ル シカの音楽はほとんど出て こない｡ ド - デ ー の 『風車小屋だより』 に ｢ 執;飴1 りうたっ て いた+

8 7
バ ロ ンボという コルシ カ人の欄謁水夫が

一

瞬登場するがそれ程の印象を与える役所ではないo そういうわけで ､
一

般的

なフランス 人にとっ て コ ル シカの音楽というとメリメの 『コ ロ ン/ iB の他に情報がないという状況が長い間続き､ r 多く

の コ ルシカ人はフランス人のぬ きがたい､ この文学的イメ
ー ジを消去しようと+

8B

苦労を重ねる ことになる ので あるo

g7

ド十デー 一 概 糾＼屋だより』桜田佐訳, 1932 - 199 9 , 岩波文庫 p ･85
出
田野息 前掲書 pp B r12 4
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第二章 国民国家と複製技術時代の音楽

2 一且
一

にして不可分のフランス共和国と国民の創世

この耶ゴらしい夜が明榔佃£ 以後､ もをまや階級iまない｡ フランス人がいる｡ もはや諸地方iまないo
一

つ の フランスがあ

る !

フランス万歳!

ミシ ュ レ

ルソ ー は 曙全契約論』 に

ヨ
ー

ロ ッパ には､ 立法可能な国がまだ
一

つ ある｡ それは､ コ ルシカの島である｡ この 人民が彼らの自由を取り戻し守り

えた､ 勇敢不屈さは､ 賢者が彼らにこの自由をながく維持する道を示すに催するだろう｡ わたしは何となく､ いつ か この

小島がヨ ー ロ ッ パ を驚かすであろうという予感がする ｡
1

と書い たがこの ｢ 罰惑+ は結局外れる ことになる.

ルソ
ー

がこう書いた頃､ コ ル シカはジェ ノヴァ に対して独立戦争を戦っ た後の束の間の､ そ して長い コ ルシカ史におい

て唯
一

の独立期間を詣歌して いた｡ 実際にコルシカが独立して いたのは175 5 年から1769 年まで の僅かな間であり, ジ ェ

ノヴァ に対して蜂挺した 172 9 年からブルボン家フランス に併合される176 9 年まで を指して40 年戦争とも言う｡

ジェノヴァ に対する反乱は ｢最臥 庶民､ 羊飼い ､ ならず者たちの反抗に過ぎなか っ たが､ すぐに有力者たちの手に移

り､ 彼らカ鞘尊することになっ た+ ｡
ヱ

その ためジェ ノヴァ が反乱を鎮圧することは困難になり, フランス王の援助を要請

したため､ コ ル シカの敵姓以後フランス となるQ 当時ヨ
ー ロッ パ有数の軍事力を誇っ ていたフランス軍を相手にコ ル シカ

人がまともに戦えるぼ節まなく, 現在もコ ル シカ人の記憶から消える こ とのないボンテ
･ ヌオヴォの戦い

3
で撃披された

後､ 独立戦争を指導したパ ス カル ･ ^
c

オリはイギリスに亡免 以後現在に至るまで コ ルシ カはフランス領となる｡

パ オリは現在の コルシカで ｢国父+ と崇められ 198 1 年に開設されたコ ルシカ大学むま彼の名を冠して い る｡ 彼の偉業の

一

つはモ ンテス キ ュ ー の原理によっ た, 世三和虹上初の主梅圧民憲法であるコ ルシ カ憲法を公布したことであろう｡ ルソ
-

がコ ルシカに阻むを持っ てい たのは､ この指導者による所が多い｡ パオリIおレソ
-

を尊敬しており, コ ルシカ粛去もルソ

ー に番いて もらう ことを切望してい たのだが, この頃健康状鮭の良くなか っ たルソ
- にその望みを叶えることは出来なか

っ た｡ 今日 『コルシカ藩法革泉8 と棉£れてい る､ 未完成の草稿が残されたのみである｡

そういう ことで , ルソ ー はこの島に自身の理想が反映された社会の実現の夢を見ていた訳なのだが整史はそういう風に

I:蛸肋吠 その代わりにコ ルシ カを軍事的に征服したフランス こそが ｢ ヨ
ー ロ ッパを驚かす+ ことになっ た｡

パス カル ･ パオリはフランス革命を希望と考えた｡ コ ル シカを征服したのはブルボン王朝であっ て､ 革命を ｢ 旧体制に

ょっ て奪われた自由を取り戻し, 独立を達成するチ ャンスだっ た+
4

とパオリが考えた､ とい うことはあり得る話であるo

先に結果 掛 てしまうと､ 私たちは彼の望みが叶わなかっ た ことを知っ てい る｡ 1 7 8 9 年､ ロン ドン で亡命生活を送っ

1

ルソ
-

､ ジャ ン
- ジャ ック 暇 翻 桑原武夫 ･ 前川貞次郎訳､ 19 54 - 2 00 2 ､ 岩波文庫

2

レヌ ツチ 『コルシカ島』 p 2 6
3
｢176 9 年4 月13 日､ パオリ主催の下に行われた脚寺長老議会i;捕臆抗戦を決議した (中略 コルシカ軍- ポ ンチ

･

ノヴォ に向かっ て敗

走した｡ ところが 簡の対岸畑己直されていた ドイツ人の脱走兵が楠を渡ろうとするコルシカ人に発砲したの 儒 u ま大きくなっ f L 多くの

者が川を泳いで渡ろう とし､ 水か さを増したゴロ川で溺れ た 左岸にあっ たコル シカ兵2 CXX) のうち､ 6 0) 名が池上で 25 0 名が河中で死ん

た コルシカ独立軍はこの 打晩さ､ ら立ち直ることが できず, 6 月 13 日コルチの降伏まで, フランス軍は殆ど抵抗を受けない ｡ + 大岡昇平

『コルシカ紺刊 1972 ､ 中公新春 p .66
4

田野魚 前掲昏 p .162
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ていたパオリに立法議会は恩赦を与え､ パ リに到着した彼は英雄として迎えられたo ミラボ
ー は ｢コ ルシカ征月臥 に将校

として参戦した若き日の ｢過ち+ をパ オリに詫びる.
5
ロ ベ ス ピエ ー ルの招待も受けた, とい う説もあるo しか し､ 彼は

｢コ ルシカ独立のために戦っ た英雄+ として迎えられたの ではなく､ ｢ アンシア ン ･ レジ ー ムの ために戦っ たとされた｡

独立の理念は無視されてしまっ た+
6

の で ある. 英雄パオリはコルシカをフラ ンス に回収するため革命家に利用されたと

言える｡

そう いう訳で ､ その後のパオリと革命政府の関係は次第に険悪なものになっ てい く｡ 王の処刑､ サルディニ ア出兵など

で意見が対立し, また ジロ ン ド派と見なされたことで , ヘ ゲモ ニ
ー

を固めて いくジャ コバ ン派に呪まれる｡ しか し, この

頃すでにコ ル シカの運命は この老人の手にはなかっ た アジヤクシオで生まれた後の フランス皇帝が､ フ ランス とジャ コ

バン派に忠誠を誓っ たことがコルシカの将来を決定的なものとする｡

｢ 半分アフリカ人､ 半分ヨ
ー ロ ッパ人という分類不能な地中海の混血児+

7
と蔑まれたナボレオ

ー

ネ
･ プオナパルテが

コ ルシ カという辺境出身である ことで味わ った苦悩は良く知られている｡ 彼の ような人間の心哩を考えると､ コ ル シカの

ような′ト国が独立国家となるよりも, 出自に関わらず自由で平等な市民- フ ランス人として生きられる共和国に併合され
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

る方を支持することは納得がいく｡ ジャ コ バン共和国はあなたがどこから来たのかは問わない､ こ とになっ てい るのだか

ら
o あなたはあなたの肌や髪の免 停格 (ナポレオ ンの小柄な体躯は良く称愉された) , 証り, 名前に関わらずフランス

市民であるo 勿論そうは思わない人は大勢いるだろうが､ 彼らはその意味では共和主義者ではな いのだこ

権力の座につ いたナポレオンtむてオリの影響下にあっ たコルシカの独立支持者を徹底泊に弾圧するo そ して自分の支持

者 - ボナパルテイ ス トを優遇し､ 彼らは島の有力者となっ てい く｡ この時期に ｢ ジャ コバン主義者ナポレオン+ がとりわ

け熟Llにコル シカの フ ランス化に心を砕いたことはコルシカ人の ｢ 同化 a s d m h 6 o n + にとっ て決恵均な要因であるだろ

うo コル シ カが フランス に併合されたのは革命勃発のわずか20 年前, さらにフ ランス本国の領土で唯十軍事的に征服さ

れた地域であるという重みを考えると, ナポレオンの ｢ 業績+ はかなりの重要性を持って いると思われる｡

しか し､ コルシカの出身者がフランスの皇帝になっ たから, と言っ ただけでは無論 ｢ いかにして コルシカの島民がフラ

ンス人としてのアイデンテ ィティを持つに至っ たか+ という問い の答えにはならない o より本質的な問題は, 共和国 (A

よびその後を継くナポレオン帝国) が民衆を国民に生成するイデオロギ
- をどのように実践したか､ ということであるo

革命はその初期から公教育の確立を大きな目標としていたQ 学校数育を通じて ｢ 人間, 市民､ 共和主義者を育て+
8

る

こ と, つ まり民衆を ｢国民 - フ ランス人+ に作り上げることは革命家にとっ て最庭先事項であった｡

国民を作るために, 学校はまず国民の言語を教える必要があるo さらに, 共和国にはミシ ュ レが言うように
｢ひ とつ の

人民! ひとつ の祖国! ひ とつ の フ ランス ! それが必要なの 泡
9
か ら ｢ひ とつ の 覇乱 が必要f=

＋

. とジャ コバン主義者は

考える｡ ト に して不可分の共和国+ には ト にして不可分の 語 + を. 田中寛彦によると ｢当時23 00 万人と推定されて

いるフランス の全人口 のうち､ 6 W 万人 はフ ランス語を全く理解 輔 他の 600 万人はよどみなく話すことができな+
1 0

か

っ た とい う ことf=
.

. 万富や地域語を反動思想の拠り所と見なしたバレ
- ルは 17 94 年に報告書の中で こう言ったo

われわれl 淋 慣習､ 習俗､ 服装､ 商業､ さらに思想の革命さえも行っ た それゆえ､ それらの日
々 の道具である言

語の革命を行おうo (中略 連邦主義と迷信tお†
- 7

>

) レトン語を計れ 亡命者と共和国を憎むもの とはドイツ語を話すB

反革命はイタリア語を話し､ 狂信者tまバスク語を許すo これらの災厄と誤謬の道を打ち砕こう｡
ll

5
A J 叫 Je a n ,L D uis C b p r e nd k kz C b r s e , 2CKX), 血Ib a d n d p .67 ｢+ つ きiま贋文でI2 < ' ギ ュ

- メつ き

6
田野魚 前掲春 p .16 5
7

両角良彦 『反ナポレオン考』 199 1 ､ 朝日連番 p .18 6
8
)L ^ )レティ エ ｢ 国民教育案+ コ ンドルセ他 『フランス革命期の公教育論』 阪 ㈲ 狐 岩波効輩 p 117 6
9
ミシ ュ レ, ジ ュ

ー

リレ『親 犬野づ重訳､ 19 77 ､ みすす篭房 p33
10

田中克夢 『ことばと国熟 1981 ､ 岩波新書 p .10 1
11
バL

-

)レr方言とフランス語にかんする報告と怯軌 『フランス草鯛 の公教帝鮎 p -7 n
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聴覚人間の編制 (佐 々 木)

｢ ドイツ軌 ｢イタリア軌 という 桝固執 が出てくる ことに注意したいo こ こでバレ ー ルが言っ てい るの は ｢ ドイツ

語を話すドイツ人+ ｢イタリア語を話すイタリア人+
u
が ｢災厄と吉男乳 を招くということではな い｡ バ レ ー

ルの念頭にあ

るのは､ フ ランス の額域内で ｢ ドイツ語の方乱 アルザス語を許す ｢亡命者と共和国を憎むもの+ であり, また ｢イタリ

ア語の方乱
13

コル シカ語を話す ｢反革軌 の ことである.

この報告書でバ レT ) Lは コル シカにつ い て ｢われわれの注目を惹くもう 一 つ の県はコルシカ県である+
1ヰ

と言及して い

る｡

コル シカ人たちはフランス市民であるo しか し革命から四年になるの に, 彼らはわが国の法律を知らない し, (中略

フランス の法律は コ ルシカ住民の理解しない 語 で書かれているために､ 彼らはその存在に気づきさえしていない のた

(中略 しかしコルシカに外国語の翻訳者を置くよりも､ われわれの言語の教員を置く方が望ましい のではないだろうか｡

市民諸君､ ヴァ ンデの反乱はこのようにして生まれたの怒
15

大革命初期からの こうい ったイデオロギ ー を基盤にして ｢共和国は革命以来, 地域語を抑圧 し禁止するために可能なす

べてを行った｡ 共和国の学校の ｢ 黒い軽騎兵たち+ (師範学校卒の小 職 市の こと) は ､ フ ランス語を母語としない地方

の子供たちにフランス語を叩き血
16

むこ とになるo 典型的な ｢ フ ランス語を母語としない地方+ コ ル シカ の子供たちは､

｢種族 r a c e+ 固有の言語を学際ご徹底的に ｢抑圧 し禁止+ された ことを通じて フランス 人へ と生成されていくことにな

るのであるo 皇帝ナポレオンやその息のかか ったボナパルテ イス ト､ お よび地中海軸尉吐会のタライ エンテリズム
1 7
とい

つ た ｢ 特殊コルシカ+ 的な要因も､ コ ルシカのフランス化を考察する上で看過することは出来ない のだが､ 国民国家の問

題を考える上でより本質的なイデオロギ ー

装置といえばそれはやはり学校教育, とりわけ国家語の教育となるだろう｡

アメリカ人の社会言語学者アレクサンドラ ･ ジャ ツ フ ィ
ー

も ｢(1 9 世紀から20 世紀へ の) 世紀の変わり目に地方に配属

された教師たちは､ 言語を通じてフランス とフランス 人を倉隠する最前線の鬼堺払 nt h e h n f X;)で あっ た+
18

と述べ て い

る｡

任務を道案内する光は言語, 合 離 , 文明, 文化､ 徳､ 市民棒等を結ぶつながりであっ た｡ 地方の フ ランス化は早かっ

たo フ ランス語の学習は議論の余地のない実用的な価値を持っ て いたため ､ 学校のねらいは親や子供たちに喜んで受け入

れられたo
1 9

ジ ャ ツ フ ィ ー

の ｢議論の余地のな い実同約な価値 in c o n te stabl e p r ag rr n d c v al u e+ とい う言葉に注意したい o フ ランス語の

習得をコルシカ人他 ｢フ ランス語を母語としない地方の子供たち+ が ｢喜んで受け入れた e m b r a c e d+ の は, 崇高な革命

12
もっ とも､ こ瑚寺には女脈拍る瀞殊にお いて も ｢ ドイツ+ ｢イタリア+ と呼び得る国家はない｡
u
アルザス薄青緒 にとっ て､ ア)L Q x 静ま｢ ドイツ語の方乱 ではないし､ コル シカ語も話者にとっ て ｢イタリア語の方乳 で はない独立
した言鋳である､ という見解が今日では主流であり, 本論もそ の立場を取っ て いる. ここでの貫改匡はあくまでバ レ ー

ルの考えに沿っ たもの

である｡
14
/ マレ

ー

) i, . 前掲稿 p .26 7
15
バ レ ー

)レ､ 前掲稿 FP .?J57 - 2 68
16

三浦信孝 ｢≠郷国の言瓢 フランスの緒 鞄 三浦信孝編 曙薄物 1差異か』 犯)1 ､ 藤原書店 p .2 2 7
17

闇終基熟 と訳されることが多い｡ ㈹ 赴ヒと有権者鯛甜 緋 傾城において 珊 的関係によっ て輪 凱 その結果として 帽義士は

有権者の栗をぺ 宿する特定の ｢地域ボス+ に何らかの形で利益を供与する ことで, 帽義士と有権者との ｢ 忠 軌 を固定rヒし､ さらにこ
の関係を子々孫々 にまで雑持する政治形態である｡+ 長谷‖l秀樹 『コルシカの形成と変貌 2C m _ ､ 三元杜 p .63 コ ルシカのように経済の弱
い周縁地味でこのようなシステムが出来上カ官るのは､ どこか の国の､ 支持基盤を主に農村とする万年与党の 挿順政治+ を思い浮かべれゴ

直ちを ㈱ 言いく｡
18
血晦ju e x az d r a , 棚 b 7 A cdb rz: L u 7g uq g e 肋 仇 C b y 3 k xz

,
1 99 9

,
M 仇血氾 d e G nl yte r P .80

】9
J 鵡 aM . p .釦
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ンス 語圏) 研 究

の現念- 共和国イデオ ロギ ー

のため､ とい うよりは ｢彼らが欲するより良い生活+
3 ]
の ためであるo 義務教育の無償化,

世俗化を定めた ｢ フ ェ リ
ー

法+ の施行は 188 0 年代の ことであるが , 北山晴
-

は ｢ フ ランス革命以来､ パ リにおける初等

鞍育の普及にはめざましいものがあり､ た とえをi
t
)

)レ ･ プレイ調査に出てくる 185 0 年代末の ､ 年収わずか 65 1 フ ランの パ

リの屑屋でさえ､ 娘を学校に行かせている+
21

と指摘する. こうい っ た事情は コ ルシ カにお いてもそれ程変わらないd と

いうより コ ルシ カのような辺境の方が顕著であっ た､
2 2
とも言えるくらいである｡

結論から先に言えぼ コ ルシカは ｢ より良い生活+ を送るために共和国をもっ とも積極均に受け入れた地域であり､ そ

れはその貧しさと周縁牲のためであるo コ ルシカは産業革命の恩恵を全く受けなかっ た｡ 土地は痩せてい るし､ 峻厳な山

がそのほとんどを占めるので農業にも向い ていない｡ そうい うこ とで ｢税官更, 軍人､ 看守+ が コルシカ人のお決まりの

蹄鉄先で､ 十 方 ｢公務員でな い コ ル シカ人はギャ ングかカジノの支配人+
2 3
というメリメ以来の伝統であるノワ

ー ル的な

ステレオタイプが生まれることになる｡ コ ルシカに少なからぬ愛着を持っていたナポレオン三世が島を優遇し､ 大規模な

土木事業を行った ことで第二帝政期は人口の増力紙質向にあっ た
2 4

が ､ 長い ス パ ンで見ると ｢ 内的要因と外的要因が重なっ

て, 1 9 世紀には怒涛のように島から人が出て い っ た+
2 5
ということになる｡

しか しヨ
ー

ロ ッパで産業革命が進行して いくなか, 周縁的な状況に追い込まれてい っ た離島は コ ルシカだけではない.

隣島サルディ ニ ア､ さらに南のシチリア､ および 19 世紀半ばに大飢鰻に見舞われたアイルランドの人々 も貧困から逃れ

るため生まれ故郷を捨てざるを得なかっ たo しか し, 彼らが目指した新天地はアメリカであっ た こ とは周知の通りである｡

コ ル シカ人がアメリカに行かなかっ た訳ではな いo ニ ュ
ー

ヨ
ー クとロスアンジェ ルス にはコルシカ人の コ ミ ュ ニ ティ

ー

が

あり､ その ノワ
ー

ル的なステ レオタイプの表象を吉田秋生の漫画 取 A N A N A F IS H 』 に登場するコルシカ
･

マ フ ィ アのボ

ス ､ ディノ ･ ゴルツイネに見ることができる｡ また､ プエルトリ コ , ヴェネズエラにもコルシカ人は集団で移住し､ その

子孫にはラウル ･ レオニ大統領などがいる｡

しか し, 新 牌 ､ の移住者が ｢怒涛のように+ 出てい った ｢ディ アスボラ+
2J i
に占める割合は決して大きくない. 島を

捨てたコ ルシカ人のほとんど}む てリ, マ ルセイユ といっ たフランス の大都市､ あるい は 183 0 年の アルジェリアの獲得に

始まるフランス植民地を目指すのであるo フ ランス本土に移住した着たちは､ 前述したように国家公務員志向が強く,
2 7

そ

の傾向は現在まで続いている｡ 植民地を目指した着たちは北アフリカ, インドシナ, ポリネシアと地球上のあらゆる地域

に散らばったo 植民地の コルシカ人, の 数の多さはやはり特筆すべき事態で ｢ フ ランス の人口の 0 . 7 5 % でしかなかった

コルシカ人が植民地軍に占めた割合は 22 % にお よび, 内6 % 棚朝交であっ た+
28

とい うこ とである. 特に地中海対岸の北

ア フリカ ヘ の ｢ 植民者 col o nis a tet q + は多く, アルジェ リアには1 ∝氾∝) 人, テ ユ ニ ジアには25 轍) ^
29
の コル シカ人が捗

り住んた 対人口比 (脚注参照) を考えると, これはやはり目を見張る数字であるo

イタリアの ｢ 南普隅題+ がサルデイ ニ アにグラムシの様な思想家を生み, ニ ュ
ー

ヨ
-

クにリトル
･

イ夕リ
ー を形成した

の に対して､ ｢ コ ルシカ人がいなし刑 ざフ ランス植民地御国はなかっ たであろう+
3 0
と称される程コ ルシカが フランス植民

20
J 嘩 ib d p .8 1
2 1

] M 青
- 『お しゃれ の社会史』1991 ､ 朝日連番 pユ92

22
｢浪人口比におけるバカロ レア 聯 者の数は､ 19 14 年にフランスで最も多い県の

一

つ とな っ た｡+ 0 ) b n 皿 d
'

k tri a
,
R 曲句 L a C b T3 m LL見晩

成 地
,
19 97

,
Fr ar x x E m pir e p .め

23
F h rx b inL 恥 L e s C bT3 e S , 2C m ,l e c a v aX er ble u p ･8 1

24

コ ルシカの人口の推移 1793 年 : 1 ヌX 伽 人, 18 8 1 年: 273C m 人､ 1962 年: 17 甜) 人, 1990 年 : 2 497 37 人 (出典: Fr i m y, r h m in b e

et M id ld e
,q ELki, 1 996 , Rd b ertL B Bb nt)

25
レヌ ツチ, 前掲番 p .4 1

a5
国民団家内瓢 あるいl胡邑民地をその主な ｢離散先+ とするコルシカ人にこの語を使うことにためらいを覚えるのだ釈 コル シカ人によ

る著作ではごく当たり前の
一 般名詞として使周されるので､ ここでは 噸弧付き+ に した上で, 慣例に従っ た用法を使っ た

27
｢制服に敬意を抱く都ま､ 軍艶 恵良 警察, 際宮患 者守などの職業に就いた, 後の 噺巳には, 勉学の熱意にもえ､ 郷敵 組 裁

判所l頭 断 る者もいたが, 最も能力のある蔀 郷 や上級官庁に入っ た 貧困にあえく苛統社会やこれま 職 財寸生活を確執した

者にとっ ては､ 収入が安定し地位を保障してくれる役人ヘ の魅加ま大きかっ た+ レヌツチ, 前掲書 p ･ 刃
28
M W terr a n 6 e 坤 n e a R S E

,
N u m 6 r o iti 犯現M 血iP re s s p ･4 0

2'

出典 : q uid 19 96
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聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

地帝国の拡大に多大な｢貢献+ をしたのは､ ｢植民地を求める冒険に突き進んで いた富める国に併合された+
3 1

からで ある｡

G e o rg e s C o nd o mi r u LS は ｢ フ ランス植民地主義に淑ナる コ ルシ カ人､ およびブルタ ー ニ ュ 人の役割は､ ウ ェ ー ルズ人やアイ

ルランド人がイギリス植民地で果たしたそれを思い起こさせ る+
3 2

と述べ る｡ サルディ ニ ア/ コ ルシ カの歴史の違いはフ

ランスやイギリス の ような国家の帝国主義とイタリアにおけるそれとの差に由来するの で ある｡

またグラムシが告発する､ 以下の様な ト般的なイデオロギ
ー

+ がコ ル シカに当てはまるかどうかも検討カ覗要となる｡

南部人は生物学的に劣った存在であり､ 半野蛮人か､ もしくは完全な野蛮人である ベく､ 自然的に運命づけられて いる｡

南部が遅れて い る とすれ£ その罪は資本主義の制度や他のなんらかの歴史的理由にある ので はなく､ 南部人を怠惰で無

能力で犯罪町ご野蛮な存在にしてきた副矧こあるの で あっ て､ この無慈悲な運命を蘭抑 職 人かの偉大な天才の純粋に個

人的な突然の出矧 こよっ て緩和してきたの で あっ たが､ それらの 天才はさながら乾燥した不毛の砂漠にしげる孤独な椋偶

のようなものである ､ うんぬん
.

33

もちろん当てはまる､ これはまるで コ ルシ カ人に向けられた差別的な言説そのもの で はないか, と言う ことは可能であ

る｡ 『コ ロ ンバ』 に表象された野蛮性の強調につ いて はすでに見てきた｡ またナポレオン三世失脚後にフラ ンス を覆っ た

ヒステリッ クな ｢ コ ルシカ嫌い c o rs q )h o bi e+ の伊㌣は枚挙にいとまがない｡ そ してその ためにコ ルシ カ人が味わっ た苦

悩を軽視する ことはできない ｡

しかし､ それ をフランス によっ て植兜樹ヒされた人々 の苦難と同列で語ることi 押 頂巨であろう. コル シカ人は ｢自由
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

で平等な個人+ として フ ラン ス共和国によっ て解放されたのである｡ そ して普遍的な個人主義をとる フ ランス共和国は｢ 種
ヽ ヽ ヽ ＼ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

族+ 固有の本質性を認めないのだから､ 少なくとも理論上はグラムシ の告発はコ ルシ カには当てはまらない の である｡ し

かし､ r あまりそうした諸権利にあたいしないような人 +々
35

はフ ランス によっ て ｢文明化+ されなし刑 ぎならない , とい

うロジッ クでフランス に植尉財ヒされてい っ たので ある｡

しかし､ そうは言っ て も確かにフランス本土人口es c o n d n e nta u x) とコ ルシカ人の間の権力関係は､ 間違いなくある. しか

し､ コ ルシ カ人は ｢ フランス 人で はない+ の ではない｡ ｢ フ ランス 人/ コ ルシカ人+ とい う二項対立が成り立たないの は

コ ルシカ人が ｢大陸の連中+ という言葉を使用する ことからも明らかで､
.
二項の関係は ｢ フ ランス 人 ⊂ コ ルシ カ人+ なの

である｡ そして地中海というアフリカとヨ
ー

ロ ッパ の境界にあっ て､ フランス人というヨ ー ロ ッパ 人であるコ ルシカ人に,

ア フリカという他者との関係におい て, 白人として振舞う ことを共和国は可能にし､ そして それをコ ルシ カ人が墳極的に

受け入れていく こ とによっ て､ 彼らの 国民化はますます弓財ヒされたので ある｡

しか し, この吉# 細雪 ｢ コル シ 加ま貧しかっ た+ という事実から始まっ て いる ことも忘れてはならない. 兵士は (そして

冒険者となる着たちも) い つ も貧乏人なので ある｡ グラッ パ中尉というコル シカ人も登場するセリ -

ヌ の 『夜の果て の旅』

はその ことを告発した小説として読まれ る ぺ きだろう｡ ｢お まけに､ 報酬ときたらどうだ? ひで えもんさ! 梶棒でどやさ

れるのがおちだこみじめな暮らしに､ 嘘八乱 そのうえ､ ぺ てんの おまけとくるo+
3 6
と軍隊生活につ い て主人公^

.

)レダミ

ュ は言う｡ しか し､ それで もこう思う着たちもいるのT=
.

o

とはいえ､ 圃琢も捨てたもの で はな い. 何と言っ て も白い パ ンが短日食べ られる兵舎の食事は､ 田舎の日曜のご馳走よ

31
レヌツチ ､ 前掲寄 p .4 1

32
c orx b mi rn s

, G 叩
`

L J慧 C o rs e s etl
'

e m pir e c ol o nid
'

d ar B M U S E U D I A C O R SIC A , C b rs e C blo n 晩 2 00 2 p .12 8
33
グラム ･

> . アントニ オ 暇口瓢人と権力』 上手 棚 編配 19 99 , みすず 昔房 pp .7 - 8
34
｢ ロシュ フオ

･

づいま｢コルシカは 1 フ ランでイタリアに返すぺきだ+ と提案した; フィガロ 紡ヨギヨ ー ム二世とビスマル クを暗殺するた

め [5 巳罪に憤れてい る+ コル シカ人 を雇うベきだと桂察した｡ (中帽) クレマ ンソ
ー

は ｢ コルシカを月 陶 ＼つ未来 糊 フランス共和国から

適放㌻る+ 動鶴を国層義金で求めた8+ C olc m d
'

的 Rb b e q ibki p 29
3 5
ル フエ

ー g) h ジョ ルジュ 『1 789 年 フランス革勧 執 高橋宰八郎
･

柴田三千男 ･ 遅 醐 弓訳, 199 8 ､ 岩波文庫 p .363
36
セリ

ー

ヌ ､ ルイ - フエ ル ディナン 暇の果ての旅 (B 』 生 甜 作訳､ 19 78 ､ 中公文庸 p .ll
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( フ ラ ンス 語 圏) 研 究

りずっ と豪勢なものだっ た｡ 病気になれば立派な身なりの軍医殿がただで診てくれるし､ 薬ももらえる｡ ｢青, 赤､ 白を

とりまぜ , 房飾りの つ いた美しい軍胞 を着込んで町に出れ 放性にもてる｡
37

こうして貧困階層から こそ, 国家にとっ て もっ とも都合の良い国民が生成されて いくので あるo また､ ジャ ツ フ ィ
ー は

国民化装置として の軍隊が持つ別の重要性につ いて指摘する｡

学校に加えて､ 笥塚もまた重要な駈封ヒの制度であっ た｡ 1 9 世紀の多くの若い新兵にとっ て島を離れて フランス各地か

らや っ て来た他者と接鰍㌻る初めて の機会は兵役であっ た｡ 軍隊において フ ランス語を話すことは実際的な要求だった｡

(中略 国民の概念は軍隊での生きられた 卿 v ed e x p eri e n c e) の+ 邪をなして いたの である｡
3 8

人は ｢ 白いパ ン+ のためだけに死ぬ ことはできないし ｢議論の余地のない実用的な価値+ だけでは､ フランス を愛し､

そのた桝 こ命を賭ける ことは困難であるo 学際ご教わっ たことのために死ねる人間などはいないo 実用性を超える､ 国家
ヽ ヽ ヽ

へ の忠級トと自然な愛着､ すなわち愛国心を作るためには ｢生きられた経験+ が必要となっ てくるのだが､ 兵役には誰も

がつく訳でをまない｡ 生まれ故郷
-

それは匿家ではない
- - -

を離打ヂに留まっ てい ても国家を ｢生きられた経験+ とする､ 国

家に帰属して いると自然に思わせ るイデオロギ
ー 装置が必要とされる｡

ベ ネディク ト アンダ - ソンは ｢ 行政単位が､ ときとともに, いかにして ､ 祖国と考えられるようになるかを理解する

には､ 我々は､ 行政組織がどのようにして意味を樫造する のかを見なけ粕まならない+
39

と言うo ここまで に国民化の規

律
･

評練装置である学校と軍隊につい て見てきたが ｢ 祖国に､ つ まり偉大な友情に私たちのすベて の愛着が生じる+
4 0

と

ミ シ ュ レに言わせる ｢国民鞄駁像力+ は､ 規律
･

訓練の貝物 ではない｡ 学校や軍隊もナシ ョナリズム生成のために ｢ 意味

を程造+ しない訳ではないが､ ｢行政単位+ と ｢母なる家､ この巨大にして光栄ある家+ を等号で結ぷ最も強力なイデオ

ロギ ー 装置は､ アンダ
ー

ソ ンにとっ ては ｢ 出版資本主義+ である. 出版資本主義を成り立たせる必要条件蛾1)書物の複製

技術2)識字率であるが､ (1) はフ ランス革命が国民国家を作り出そうとした時にはすでに存在して いたo ( というより､ フ

ランス車命自体がグ ー テンペルグの活版印刷の存在なくしては起こり得なかっ ただろう｡) (2) につ いて は ｢184 0 年になっ

て も､ 当時の ヨ
ー

ロ ッ パ でもっ とも先進的な国家であっ た英国とフランス においてすら, 全人口のなお半数近くが文盲だ

った+
4 1

という こころもとない状況であっ たが､ フ ランスで は ｢第二帝政期にはすでに文盲率は飛躍的に低下しており､

文字財ヒに接しうる層が大きく拡大して+
42
いく ことになる｡ そして彼らが読み書きできるよう になる言語が国家語- フ

ランス語をおい て他にない, というこ とi部｢ でに議論した8

そして 19 世紀には小説という文学ジャンルの発展とともに ｢ 国民文学+ が成正 大衆向けの新聞も普及しナシ ョナル
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

な ニ ュ ー

スを提供する. ダンケルクからボニフ ァ シオまでの ｢ 度も会っ たこ ともな桝佃£ 国境を挟んですく
.

0 )隣人に比

較したら共通点もあまりない気がする人々の間で の ｢想像の共同体+ が読書を通じて形成されて いく｡

しかし, 国家が用いる ｢意味の軽造+ の手段は活字メディアだけでiまない｡ ピエ
ー ル ･ / ラが鮭隆する 『記憶の場』 シ

リ ー ズでは ｢三色執 ｢ ツ
ー

ル ･ ド ･ フ ランス+ ｢ ラ
･

マ ルセイエ ー ズ+ r) 1
o

ンテオン+ ｢兵士シ ョ
ー

ヴァ ン+ ｢博覧会+ そ

の他ナシ ョナルな ｢記憶+ を作り出した様々な装置が分析の乱上に載せられて い る｡

それでは音楽はどうであろうかo フランス におい て音楽はナシ ョナルな装置としてどのように毛雛巨したのだろうか.

結論から先に言えi£ 膏楽は本質的に国民国家との相性がそれ程良い訳ではないo 前章でも強調したことであるが, 普

37

両角､ 前掲書 p p .163 - 164
38
血艶 めkl, p .84

39

アンダ ー ソン, ベネディクト『増補 想像の 共同腕 白石さ* / 白石隆弘 19 97 ､ N T T 出版 p ･98
JO
ミシュ レ､ ジュ

ー

ル 『民衆丑 大野
一 道訳､ 19 77 , みすず篭房 p 22 2

4Ⅰ

アンダ ー

ソン､ 前掲蕃 p .lュo
42

北山, 前掲書 p .193
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聴覚人間の 編制 (佐 々 木)

楽棚勿質ではない のだから､ 生身の人間それ自体が移動しない限り､ ある地域の音楽を他の地域の人間カ聴く ことはでき

ない｡ だから, 音楽にとっ て 国家は大きすぎる｡ コ ル シカ人が遥か彼方の 7
'

)レタ ー

ニ ュ 半島で演奏されて い る音楽を聴く

手段はなかっ た｡

印席願普というメディアは音楽の記録､ 保存及び移動手段を作ったが､ 五線譜に記されて国境を越えて流通する音楽が

最抑ま宮廷､ その後でもj)レジ ョ ワジ - という社会のごく限られた階層にしか届けられなかっ た点に つ い て前章で見て来

たo そういうわけで ､ 楽譜出版の発達は音楽の国民化にはそれ圧ど関わっ て いないo

また, ずっ と時代を下 っ て 野毛､ 資本主義が世界を覆い尽くすようになると, 国籍と音楽の志向には
一

種度に個人差は

もちろんあるものの 堀割的にはつ ながりがなくなっ て いく｡ 酒井隆史は ｢情動にじかに作用する直接性を有して いる+
43

音勤ま代理 - 表射雛蜘雪弱い､ と指摘する｡ 故にドゥル ー ズ/ ガタリの代理 - 表象を批判する書物 『千のプラト ー

』 は音

楽につ い て/ 音楽によっ て書かれたのである｡ 『千のプラト
ー

』 第11 章 ｢ リトルネロ につ い て+ は音楽そのもの の思考で

ある｡ ｢ギリ シア音楽の旋方も, イン ド音楽のリズムも､ それ自体観土的で､ 地方, 地域を示1 o ( [印&) リ トルネロ は､

本質的に､ < 生 まれ故郷> や< 生来のもの> に関係して いる のf=
＋

J
44
とドゥ) レ ズ/ ガタリは言う｡ しかし､ 彼らが言う

｢ < 生まれ故郷> や< 生来のもの> + とはもちろん国民国家ではない｡ リ トルネロ は代理 - 表象装置ではなく ｢額土性の

アレンジメントから外に出て他のアレンジメントに向かっ たり､ 別の場所を目指したりする こともある+
45

逃 走の装置な

の である｡

また､ 音楽が代理 - 表象機肯紛､ら逃れる ことので きない青緑を必要条件とはしない ことも異対ヒの境界を越える の に最

も適した文化商品たらしめる重要な要因であるだろう｡ ｢音楽は国境を越える+ という言説は これまで に何度も繰り返さ

れてきた｡ 賂 兜 鰻 本主義園で生活して いる場合, 外国の音楽を耳に入れないで過ご㌻ことの方が困難ではないだろ

うかo 音楽にとっ て国家は′J 増すぎる ｡ これまほとんど余談になっ て しまうが, 私がこの論文を書いて い るAppl e 社の e M a c

というマ シ ー

ン には 汀血e s4 とい う音楽ソフトが入っ て いて ､ この< ソ ー

ス> 中の< ラジオ> には368 ス トリ ー L
4 6

が接続

されておりその中にはアメリカのl散大なカレッジラジれ フランス帯のヒップ ･ ホッ プ専門局､ ジャ マ イカのル
ー

ツ ･ レ

ゲエ専Pヨ局, ペル シア伝統音楽専門局､ クリス マス音楽専門局 戯 にな っ てス トリ ー ムが入っ た) ､ ベ ー ト ー ベ ン専門

局から前衛クレズマ
一

昔楽専門局なんてものまである. これらのス トリ ー ムは私力号ダウンロ
ー ドしたの で はなく､ i Tt m e s

が勝手に取り込んで更新して い るという ことを記しておきたい｡ ユ
ー

ザ
+
という ｢ 主体+ が趣味噸好に沿っ た選択をする

手続きもなく､ 惑星上のあらゆる音楽が向こう侶肪ゝら勝手にや っ て来て私たちの ベ ッ ドル
ー ムに届けられるのである｡ (そ

して この装置は､ 少なくとも私にとっ て‡ 城 野りで有難いもの である｡) 萌代における､ 音楽を取り巻く こうい っ た事

態につ いてを璃三章で言養輸する｡

以上見てきたように, 国民国家と音楽の相性は決して良くない｡ しかし､ にもかかわらず ｢ 国民音楽+ とい うものが確

かに存在して い る､ という こ とが問詰となる ので ある｡
二

蔀終 堀 史のある限られた
一

時期にお いて, 国民という ｢ 想像の

共同体+ の代埋 - 表象装置として機能した. 音楽が, i悦飯土化したリトルネロ を産みだすこと､ そして脱飯封ヒしたり
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

トルネロを宇宙に解き放つ+
4 7
逃走練を引くの ではなく, 国民国家という決して < 生来のもの > ではない慣土に回収され

それがさも< 生 まれ故郷> であるかのように倍じ込ませる役目を負っ た時代があっ たの である｡ 以下, それがいかにして

なされたのかを見て いく ことにしたい｡

43

酒 搬 噸界の現在に抗う場軌 FS T U D IO V O IC E』 特集 : ネオソウル ･ ユ コ ト ス､ v o133 6 , 加 舵 T 地 20 03 , イ ンフ ァス p .54
4 4

ドゥ) レ ズ
-

? )i ,/ フ ェ リ ックス ･ ガタリ 『千の プラ ト瑚 宇野声B - / '] 胡秋広/ 田中敏鼠 鮒 軸傾 ン守中高明訳､ 1 桝 ､ 河
出蔀漸社 p 3 61
45

ドゥル ー

ズ/ ガタリ､ 前掲音 p 36 1
46
20 03 年1i 月2 2 日 触 大雑把に20 の音楽ジャンル に整哩されてい て､ ちなみに 一 番ストリ ー

ム数が多いの はek mi で68 ス トリ ー

ム｡ 少ないのはb h s で4 ストリ ー

ム｡
47

ドゥル ー ズ/ ガタリ, 前掲事 p .40 2
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2 -2 ブルジ ョワジ ー / 高級音楽/ 国立音楽椴関

金利暮しの鼻日 巌 楽隊の調子 っi 鮒 Lを 一

々指摘/ 下膨れの勤め人､ でぷの女房同伴てくる/ その取り巻きが世話好

きな象軌 1 ども/
/

裾飾りを劫1 り桝割判ましくて ､ 広告のような連中/

功成り名遂げて隠居した商人どものクラブめく､ こ こな緑のペ ンチで与も/
一

握りの つ いたス テッ キで , 砂掻きまわし/ 大ま

じめ､ 条約論をたたかわす､ かと思う間に急転直下/ 銀製の容韓カゝら鼻へ 運んで､ ｢ つ まりその - ･

+

ランボ ー

産業革命を通じて富を獲得し, 市民革命を通じて権力を獲得したブルジョ ワ階級が演奏会を支える層として加わっ たた

めに､ 聴衆層が飛躍的に拡大し､ 演奏会が商業ベ ー

ス にの るようになっ たので ある｡ (中略) 興行先が音楽家と契約を結

んで､ 不特定多数の人々を相手に切符を販売する ことによっ て演奏会が成立するようになる.
48

と渡辺裕は述べ る｡ 印刷楽譜の普及､ という音楽消費メディアの発展が この変イヒの前提にある ことはすでに議論してきた｡

吉見俊哉は183 0 年代が｢ 音楽演奏をめぐる社会的な富家軌 が変容する ｢およその転換J
49

だと指蘭㌻る｡ フランスで は ｢株

屋 の王様+ ルイ
･

フィリ ッフ切i ｢投機を国家宗教にまで高めた+ 雅章低 音楽は市民社会の消費物となる.

こうして商業化して い っ た音楽はブルジョ ワ社会で資本主義の自由競争原理に則っ て消費されてい き､ ｢マ ス ･ カルチ

ュ ア+ 化する｡ その典型的な現象として渡辺が斡ヂるのが ｢ヴィルトウオ
ー

ソ とP判まれる
一

群の音楽家たち+
51
である｡

しか し､ 大衆化した音楽は ｢他方で ｢真面目な+ 鑑賞を助長㌻る効果も果たすことになっ た+
5 2

｡ そ して国;斜 俄 雪増

大して いく ｢真面目な+ 音楽鑑賞を組織する手段を作り上げていく｡ ｢1 9 世紀は､ 音楽のさまざまな 楓 体新 音楽

学校､ 管弦楽田､ 合唱団､ 専絹の コ ンサ ー トホ - ル , 音楽出版社､ 音楽学科が出そろっ て､ 音楽が 一 つの芸術から大きな

公共事業に変貌した時代である+
53
とノ ー

マン ･ デイヴィ スは言う｡

アンシアン ･ レジ ー ムの頃からフランス にlま王立音楽アカデミ ー という組織があっ たが, その特権にも関わらず貴族や

大ブルジョ ワジ
ー

の私的なコ ンサ
ー

ト協会も多数存在して いた模様である｡ しかしそれらの非デモクラティ ツタな協会は

革命の最祈の動乱のなかで早々と消滅したり､ 政治的な動乱のために弓酢材ヒすることになる｡

芸術における権力を旧特 肋 ､ ら奪っ た国民公会は ｢ ヴァ ンy 7) ズムから芸術作品を保護するために+
5 4

国立および

県立の博物館, ル
ー ヴル美術館､ フランス記念物博物敵 国立古文書館, そして 国立新陳開 密

5

を設瓦 179 5 年 (共和

暦3 年) にはコ ンセルヴァ トワ
ー

ル (C oll 細 h e 国立音潮甜 が 糊 の愈嘱受に付随して設置される｡ 1 94 6 年にコ

ンセルヴァ トワ T )L ･は国 卿 m tDir e m d o n al stq ) hi eL F d e r n u siq L X5) と国立高 槻 rj % C o n s e r v aぬ血 血 o n al

叩 血e u r d
'

a rt d r ar r n d q u e) とに専門分化される ことになるが､ 現在でもs uF b e tu の名の通りフランス において最も権威ある

音楽教育機関として機能しており､ その名声は世界中の音楽関係者､ 愛好家に響き渡っ て いる｡

こ こで問題としたい のは何故共和国が ｢国立+ の音楽教育機関を必要としたか, とい うことである｡ 王政が王立音楽機

関を欲するのは, それは例えば臣下の貴族たちに王の富と権威を見せつけるためである､ とか諸外国の宮廷との競い合い

48
港胡乱 前掲書 pp ,15

- 16
L P

吉見 前掲書 p .86
E)

グロイ)L . 前掲書 p 朗
5 1
卜オ ー カスまがいの超人的な妙技と葦磨な演奏を売り物にした彼らは､ たちまちの うちに確昧 を魅了し､ 絶大な人気を博することとなっ

た｡ + 渡辺, 音鰯藩 p .17
52
弧 前掲書 p .18

53
デイヴィス, ノ ー マ ン 『ヨ

一 口 ッ/1
o

Ⅲi丘勤 男情定鰭弧 2 ㈱ ､ 共同責信社 p 35 3
5 4
プラ -

ス､ アデライ - ド ･ ド 『革命下の/てリに脅掛ま流れる』 長S)Il博史訳､ 2 CO2 ､ 春挑牡 p 3 7 1
55 ｢学術形 脇 ま≡つ の 肝弔こ分かれており､ 第ヨ肝耶こは八つ 肋 ミ含まれていたが.音楽にiまその最鰍7婚除が割り当てられている｡ +

プラ - ス
, 前掲春 p 37 1

3 1
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な どとい っ た政治的な理由もあるがそう い っ た事情も統合して突き詰めて い 桝£ それま結局王様が音楽を欲したから,

という ことになるだろう. 貴族や7
>

)レジョ ワジ - が私的に所有して いた音楽協会につ いて も同様の ことが言える. 王政 に

おいて､ 究極的には国家予算は王様の′J 堰い である o その′J 償い を自分のために乱費するか､ 民衆のために使うかで暴君
ヽ ヽ ヽ ヽ

と名君に分かれる ので あろうが､ しかし大なり小なり全て の王様は飼外なく無駄遣いをする｡ とりわけフ ラ ンスで 旺､ 王

様たちは火を吹くように無駄遣いをした｡ 革命以前の フランス における芸術の遺産とはその無駄遣いの果実である｡ その

事実を芸術の発展に寄与したという点で評価するか､ 民主主義の観点から非難するか, という単純な問いをたて 紬£ バ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ
ヽ
ヽ ヽ

ロ ック音楽やヴェ ルサイ ユ宮殿の美的価値はどうあれそれらの成り立ち方は政治的に正しくない の だから革命が起こ っ

た､ ということになるだろう
｡ 言い換えれば 政治的に正しくない旧体制において音楽という非生産的な a rt (i . 芸術 2 .

技㈲ が ｢国家予算+ で育成されて いたということには何ら不思議はない ､ という ことになる
｡

しかし, 王政を倒した共和国が何故国家予算を使っ て音楽機関を運営するのだろうか. 革命政府は王立音楽アカデミ
ー

や王立歌唱学校などの組織の容れ物は故壊したが､ その中身は受け継いだのである｡

国民公会は｢ヴア ンダリズムから芸術作品を保韓するために+ 様々な組織を設立した､ とい う点につ いてすでに触れた｡

芸術至上主義の立場に立てばこの論矧 こは全く問題がない｡ 芸術はとにかく大事なものなのだから､ とにかく保護する ベ

きだ と言えばそれで良い｡ しか し､ 共和国において 国家予算は誰かの′J堰 いで はない ｡ 国家の主権者である全て の市民

の税金なのだから､ 誰か特陳的な立場の人間の趣味で好き勝手に使えるというわけではない｡ 共和国は芸術至上主義の立
ヽ ヽ

場には立てない､ はずなので ある｡ 芸術を国民国家が国の予算で保護する､ 育放するという時には､ そ こには ｢ヴア ンダ

リズムから芸術作品を保獲する+ という以上の理由カ切要とされる｡ 何故国家がヴァ ンダ) ズムから芸術を保護しなくて
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ

はならない のか､ とい う国家を主括にした問いが立てられなくてはならない のた

結論から先に宮剤£ 音楽も含めた芸術ま国家にとっ て ｢役に立つ+ の で あるo これは国家が音楽に予算を注ぎ込む立

派な理由となり得る｡ 国家は国家にとっ て役立つ ことのためにお金を使うものなの である｡ では､ 音楽がどのように役に

立つ のか､ という問いが当熱路更になる｡ その間いに答えるために コ ンセルヴァトワ ー ル他の音楽機関の活動を簡単に追

つ て い きたい｡

コ ンセルヴァ トワ ー ルの教育は声楽偏重であっ た､ と浅井香織は指摘し ｢教授陣が最も減らされた 180 6 年に, ナポレ

オン ー

世は声楽の優秀な学生の内男子生徒12 名と女子生徒6 名に弊学金を与え､ 彼らに対して無料の寄宿舎をも用意す

るという勅令を出して い る+
5 6

とい う例を鞠ヂる｡ 続く復古王政期にもその傾向は強まり ｢ この学校に歌手養成所とい っ

た傾向を∵層強く打ち出させることとなっ た+
57
と浅井は言う｡ 何故国立音楽院が声楽を重視したかというと ｢ 国家的催

しの感を帯びて いるオペラに優れた人材を供給+
5名

するためなの で ある｡ 声楽の他では木管楽器のクラスが非常に充実し

てい て
, それは教授陣が軍楽隊のメン/ ト を母体にして組まれて いたからである｡ オペ ラが何故 ｢国家的催しの感を帯び

ている+ のか と言えF£ 先に議論した通り代理 - 表象機能が弱い音楽におい て､ 視覚的ス ペクタクルと歌という言語を倭

つ た音楽形態による芝居で成りたっ ている ｢総合芸術+ であるオペ 剖ま政治的に利用しやすい音楽ジャンルなので ある｡

浅科ま ｢多数の概客を動員し､ 場の 1 栖勤､ ら直接的に群熟亡嘩を掻き立て る こと+
5 9

が可能である, という点を抵肺し

ている｡ 1 7 9 0 年前後にパリの劇場では 頓固着の 十象 またl 倣
a )

とい っ たような愛国的レパ
ー トリ -

が数多く上

演されたという ことである｡ また連盟祭､ ヴォルテ -

)レやルソ ー とい っ た偉人の パ ンテオン葬､ 最高存圧の 鍬 などの革

命政脚こよる愛国的行事の数々でオペラはほとんど常に上演されており, この政治的価値を続く歴代の政休も重要視した

ので ある｡ コ ンセルヴァトワ ー ル の もう 一 つ の柱､ 木管楽器 - 取締家と国民国家の繋がりをま言うまでもないだろう｡ コ ン

56

浅井香織 『音楽の< 現代> が始まっ た とき』 1989 , 中公新香 p .18$
5 7

浅粗 前掲事 p .1 卯
5 8

浅拝, 前掲昏 p .188
59

浅粍 前掲事 p .75
a'
｢ この第= 掛ま(中略 劇の 弛 市列を作り､ 行進曲の リズムや 『サ ･ イラ』 の響きに合わせて 儀野

'

の誓い をおこなっfL ,+
プラ -

ス , 前掲蕃 p .10 2

3 2



フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー

( フ ラン ス言責圏) 研究

セ ルヴァ トワ
ー

ル設立以前の 1792 年に､ 国立衛兵無贋音楽学校というフランス初の軍 靴 号｢ 革命下の社会障勤ま,

オペ ラとは別種の音楽を求めてい る+
61
という要請ですでに設立されて いた｡

＋ ン
オ
＋J
l

というように国立の音楽機関は, 決して 王様の無駄遣いといっ たようなものでiまなく, 国家の権力編成に責献したもの

だっ たの であるo そして この フ ランス最高峰の教育機謁及て月寅幸田 脚 ナでなく､ ノ
ー

マ ン ･ デイヴィスが言うように19

世紀を通じて音楽の様々 繊 号 ｢大きな公共事業に変貌J して いく ことになる.

｢国家的催しの感を帯びて いる+ オペ ラが重要視しされ 人材要請に力を注いだ点に つ いて これまで見てきたが､ その

上演機関である劇場にも国家は手を廼 耽 オス マ ン男顔によっ てパリの大 地 号行われた第コ和文期に豪 醐 なオペ

ラ ･ ガル ニエ が建設され ｢芸術の都パリ+ の威信を見せつける. ｢金を稼ぐことが､ ほとんど官台艶勺な情熱の対象となり,

性愛が金銭の問題となる+
6 2
というエ ー ゴン ･

フリ T
J

)レの言葉を引用してベ ンヤミ ンが皮肉るナポレオン三世の時侃

劇場の観客層を占め音楽を消費して いくのが新興ブルジョ ワ ジ
ー

で あることはすでに確琵したo ブルジ ョワ階級は ｢19

世紀前半にはまだ自らの社会的地位の安定のために闘い続けて いかなくてはならなかっ た+
63

が､ ｢金融資本主義を優遇す

るナポレオン三世流の帝国主義+
糾
の時代には

下からの攻勢に対して守勢に回る側とな っ て いたので､ 政締ま劇場観客層の大部分を占める これら< 健封皆牧> を頼り

に, 彼らの考え方や阻むに背馳するような作品を検閲によっ て徽包的に押しつ ぶして いく
65

ことになるので あるo ナポレオン三世自身は伯父同様に音楽に対してそれほど情熱を持っ てい たわけで}まなく ｢ 一 番気に

入っ て いる苦熱 淑 潜時の軍歌 ｢ トラララ+ ､ 楽器の中では大太鼓を最も索宿らしいと思っ て+
6 6
いたような趣味の持

ち主なのだが､ 聴衆の耳を組織する こと､ および音楽文化を保韓することで フランスの威光を放つ ことのi肘紳乞塵要性に

疑問を挟むことは恐らくなかっ たの であろう｡

そして, ｢バブル+ が どんどん膨らみ､ その恩恵を受ける階層が下方にまで広がっ てい くシス テムを権力が用意するよ

うになると､ 次第に庶民や労働者の耳も組織されていく ことになる｡

第二帝政期に行われた国家的行事の中で､ その時代の精神を最も良く表してい るもの といえぼサン〒シモ ン主義の結晶

である万国博覧会であろう｡ ベ ンヤミ ンは ｢万国博覧会は商品という物神の巡礼場+ であり ｢万国博覧会は商品の交換価

値を美他 し ｢ 商品の宇宙を作り上げる+
67
と鋭く指蘭するが､ サ ン - シモ ン主義者の方は ｢商品の競争の場, 商品のオ

リンピッ ク+
68

という制度が産業を浄財ヒさせ､ 労働者の生活の向上に貢献する､ という素朴なイデオロギ
ー

で この祭典

を観織していたので ある｡ そ して この産業至上主義の祭典で､ 大挙する群集の耳に届けられる ベ き r)i リに押し寄せた外

国人や田舎者の誰もがすO こ理解できる音楽+
6 9

がオッ フ ェ ンバッ クによっ て提供される. 万博の観衆として想定されて

いたのはブルジョ ワジ
ー というより庶民であり, 彼らの耳に当たりが良い音楽を用意したオ ッ フエ ンバ ッ 列 研 博でその

名声を確立する ことになる｡ ベ ンヤ ミンはアンリ
･ ラヴダンのアカデミ十入会演説をノ

ー

トする｡

1 8 67 年の万博につ いてo オッ フ ェ ンバ ックにつ いて｡ ｢1 0 年にわたっ て, 葺劇作者の才気換発と音楽家の酔いしれたよ

うなインスピレ ー

シ ョ ンが 軌 1 に競っ て, 奇想やいろいろな発見を生み､ 1 8 67 年､ 博覧会の会期中に, 笑いの鹿島点, 狂

` I
プラ -

ス､ 前掲書 p 379
62
ベ ンヤミン F^

g

サ ジュ 論 策 一 巻8 p .159
6 3
廟 ､ 前掲事 p .75

6 4
ベ ンヤミン T)†サ ー

ジュ 論 第+ 勤 p 56
65

浅拝､ 前掲暮 p .75
66
浅井, 前掲書 p .15 2

67
ベ ンヤミン F^

o

サ
ー ジュ 論 第

一 一

巻封 PP .14
-

16

6B

鹿亀茂 闇庶, パリ万国博 馳 1992 ､ 河出書房新社 p .u O
6 9

告別空栽 『博覧会の 飴 勤 199 2 ､ 中公新書 p .84
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気の表現の痩地に達した｡ この芝筋ま､ すで にたい へ んな成功を収めて いた机 いよいよ熱狂の度を加え､ 今日の われわ

れが知るあわれな, ちっl訊ナな勝利からはとうて い考え劫ぎないようなもの になっ た. その夏, パ リはい 軸ゴ日射病にか

か っ て しまっ たの患+
70

19 世紀フランス の音楽におけるサ ン - シモ ン主義は万博のオッ フェ ンバ ッ ク怒ナではない｡ 音楽におい てもその所有痔

を遺憾なく発揮するj )レジョ ワジ - は ｢上層階級の所有物を素性の知れない人々に共有されてはたまらない ､ というj )レ

ジョ ワ的保軌
71

から, 俄々 の高級な昔風 を大衆が項解できるぼ酌まな いと決めつけて いたのだ訊 この 主張まもちろ

ん成り立たない｡ 彼らが轟暢のチケ ットを買い占め､ 即席僕譜を買いあさることによっ で肖資する音楽も元はといえば宮

廷の所有物だったのであり､ 経済が発展し消費社会が拡張㌻る ことで7 )レジョ ワジ -

の 手に移っ たのだから､ 更に経済が

拡大す和ま管楽もより大尉ヒしてい くこ とは当然の結果なの である｡ そして経済の発展を最も強く望んだ層がカレジョ ワ

階級である ことはいちいち論を重ねるまでもない｡ それ は別の見方をす柑£ より広範な層の大衆が消費社会の制度に組

み込まれて いっ た､ というこ とである ｡ 現在に生きる私たちまでもが､ 消費者として ｢日常生活の全ての面において､ ル

イ14 世がその交点をヴェルサイユ に定めた座廓軌
72

から逃れられない､ この事簸をベ ンヤミンは商品フ ェ ティ ッ シ ュ の

地獄として以下のよう に描写する｡

娯楽豪勢ま人間を商品の高みに引き出ヂるやり方をするのだから. 人間は､ 自分自身から疎外声れ 他 M ､ ら疎外され､

しかもそ の状態を楽しむ ことによっ て ､ こうした娯楽産業の術に身をまかせてい る｡
7 3

しかし､ サン - シモ ン主義者にとっ て消費社会の娯楽 繍 ま天国とまでは言わないまでも､ 快適な生活の助けになる商

品である｡

この他にも, 19 世紀後半には大衆向けに ｢高級蔀軌 を提供する/てブリ ッ クな組織が編成されてい っ た｡ ベ
ー

ト
ー

ヴェ

ン のような難解な音楽を､ 視労 働 卜 一

切封除された上演で大衆に卦ナ入れさせたジ ュ
ー

ル - エテ ィエ ンヌ ･

パ ドル
-

が仕切っ たコ ンセ づ レ･ ポピ ュ レ T ) レ･ ド ･ ミ ュ
ー

ジッ ク ･ クラシ ッ ク. 労働者たちに ｢声を合わせて美しいハ ー

モニ
-

が作れるようになると (中略 音楽することの喜びこ強く捉えられ もう酒場の ことなど忘れ+
7 4

させて しまっ たパ リ男

声合唱協急 こうい っ た制度によっ て カレジ ョ ワジ - が独占してきた 離 和音より大財ヒして いくので ある｡

しか し, こういっ た音楽熟知†フ ランス の 国土内で均質的に整っ て いっ たと考えるのは無論誤りである｡ フ ランス の中

央典権は旧体制から革命政脚こ受け継が打ていっ た､ というの はトクヴィルの有名なテ ゼ であるが､ 音楽魅芸術分野の

/てり 備 中はとりわl 洞害者である｡ パリが舞台である これまでの議論は､ コ ル シカのような辺境から眺めると連っ た相

貌を呈する ことになる｡

フ ランス におい て ｢ 離 乳 がブルジ ョ ワジ
ー

を中心 U l リを始めとする大都市で発展して い っ た ことは, コル シカ

の島民にとっ ては, 自分連にはそれ程関わりのない こととして経験された (あるいは, 全く経験されなか っ た) ｡ コ ルシ

カに披 + 軒のオペ ラハ ウス も建設されなかっ た｡ それで も他の施設を使っ た上演の機会が全くなかっ た訳ではないが､ 1 9

世紀の コル シカでは人口 の 肺 へ の集中がまだそれ困窮着ではなく､ アジヤクシオやバスティアとい っ た都市 働 ‡

催さ打 r も山間部でアウタルキ ー 倒な生活を送る島民にとっ て は､ やはり自分達の生括には関係のない ことだっ たので あ

る｡ コルシカにはサン - シモ ン主義の ユ
ー

トビアはなか っ た｡ 産菓革命は人口の流出という事態を招いただけであること

は
､ すでに見てきた｡ こういった事態につ い て､ コ ルシカの ような田舎の人 i々 i / †りを中心とする高級音楽を楽しむ機会

から疎外された､ とい う言い方も出来る｡ しか し､ ｢人間を疎外する+ とベ ンヤミ ンが批判する消費社会における商品化

叩
ベ ンヤミン F/ 吋 -

ジュ 輪 舞 - 観 p .40 2
71
浅取 前梅夢 p 146
7 2

鹿島茂 F7 1
.
1
) 五段活用』 2 00 3 ､ 中公文軽 p 2 脚

73
ベ ンヤミン F^

.

サ ー ジュ 論 策- - 執 p .15
7 4
敵 前 触 p 16 5
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語 圏) 研究

された音楽の成り立ち方からは無縁に､ パリで何が流行っ ていようがそんなことに関係なく自分達の音楽文化を楽しんで

いた, という言い方も可能であるo 1 9 世紀を通じて コ ルシカの音楽は ｢大きな公共事業+ と化した音楽にそれ程の影響を

受ける ことなく､ 生活に療陰に根付いたものとして営まれて いた｡ こう いっ た事態が恕財ヒするのFま音楽のメディ アが劇

的に変貌し､ 産業として飛醍的な発展を遂げる20 世紀なっ てからの ことで ある ｡

しかし, すで に前章で 『コ ロ ンノ1
＋

A を窃材にコ ルシカが ｢文明+ に対する野蛮として表象されたさまを見てきたように,

国家が保護, 育成する ｢高級音楽+ に対する コ ルシカの ｢ 民謡 - 低級音楽+ という二 項村立が成立したのもこの表萄過の中

で の ことで ある｡ 確か に､ 1 9 世紀の ｢大きな公共事業+ はコルシカの ｢観土的+ 音楽( エ リトルネロ ? ) を破壊し尽くす

まで に は至らなか っ たが､ 辺境の島に土着の音を ｢野蛮+ というカテゴリ
ー に閉じ込める ことには｢成功+ したの である｡

さて ､ それでiお1 リをはじめとする大都市の下層階級の民衆は例外なくブルジョ ワジ ー が中心の音楽資本主義の制度に

組み込まれて い っ たのか, といえばそんなことはない. 音楽が郭勤l ら外に出た時､ 貴族のライフス タイルをこぞっ て模

倣した新興ブルジョ ワ階級が近代拘聴衆の在り方を組織したの である が､ ブルジョワ文一ヒが経済の発展につれて拡大して

い き､ また大衆の経済状態も向上した時､ 大和雪皆ブルジョ ワジ
ー

に憧れ彼らのようになりたいと願 っ た訳ではない｡ た

いて い の民衆にとっ て はブルジョ ワジ
ー

の消監財ヒ古剖童才T こも詮無き､ 手の届かないものとしてあっ ただろう｡ しかし､

｢ルイ 14 世がその交点をヴェルサイユ に定めた座尉軌 に積極的に背を向けるような､ ブルジョ ワジ ー を軽蔑する態度

も19 世紀の フランス には存在して いた｡ ｢ ボヘ ミア ン+ と怖 執 る汚い格好をして反体制的な生き方を試みる若者たちの

｢ 人は､ 小市民的な音楽鑑賞のあり方を例えばこの ような詩で罵倒する｡

けち臭}
1芝生で仕切っ た広場の ⊥ 臥

植木も花壇もお座なりを
一

歩も出ない辻公園､

毎木曜の晩を待ち､ 各自の愚劣をぶらさけて ､

はあはあと暑さに暗ぐ市民ども､ 集まっ てくる｡

中央あたりに陣取っ て､ 対敵ま派手な軍一郎琵すりながら､

横笛入りで ワルツ を鳴らし､

それを取り巻く前列は､ 気取りやども鵡旨定席,

公証人氏は気になさる､ 定紋打っ たる安ピカ物の装身貯
5

しかし､ 『地獄の季節』の作者である この詩人は, 1 9 世紀後半の フラ ンス の大衆の典型では全くない｡ ｢気取りや+ の ｢ 市

民ども+ の r 殿軌 なさまを徹畠的に噺笑する ことの出来るランボ
ー は ､ 何とい っ ても天才的な詩人なのであり､ 多くの

フランスの大衆に取っ てはランボ
ー

の ようなアナ ー キズムも､ ブルジョ ワ的な消費社会も同じように彼らの 翰 ヽらほど

遠いものであっ たというのが実際のところであろう｡

しかし
､
｢文化エ リ

ー

ト+ であるランボ
- 的な精神のボヘ ミアンたちがフランスの音楽文化史の 1 ペ

ー ジを占めること

になる のである｡ ｢ 底抜けポケッ ト - ･ 外套も裾は煙のよう - ･ ズボンにも大きな穴+ とい っ た出で立ちの彼ら ｢夢

想家の
一

寸法師+
76

たちが社会的/ 播済的な弓緒になっ たという訳ではない｡ 近代性界史が現在に至るまでブルジョ ワジ

ー

の金びか論理で動いてい ることは言わずもがな､ であるo ボヘ ミアンたちが社会の落ちこi幻1 で あるこ とに変わりはな

い
｡ また､ 彼らの芸術性がほとんどの大衆にとっ て親身に感じられるもので なかっ た ことも間違いない｡ しか し､ 彼らの

精神が実を結んだ音楽文化のあり方は商業的な成功を収めることになるのであり､ 何がそのような事態を引き起こしたの

75
R 血 叫 A J th t q ,

'

A kz t, nLS * Je
'

,
18 71 唱楽につれて+ 『ランボ

ー

執 堀口大挙訳､ 1951 ､ 新潮文章pp 3 2
- 33

76
R ind d A Jd lu r,

'

M a Bb 泌 n e
'

,
1871 ｢わが紛丸 『ランボ 儲 堀口大挙訳 p .64
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聴覚人 間 の 編制 ( 佐々 木)

か､ というのが次の疑問となる｡

2 -3 シャ ン ソンと大衆文化の成立

さあいけ さあいけ/ 貴族を吊るせ ! / さあい け さあいけ/ 絞首刑 ! / それがだめならぶ っ 簸せ! / それもだめなら

/ 火あぶりだ !

1 e
”

g l i m
”

女の子たちは乳房を見せる/ 軽薄な男どもを捉えるために/ 若僧たちは秋波をおくる/ 女たちの罪の率酬 を巻きあげる

ために/
/

乞食, 淫売､ 淫売のヒモ/ こそ泥､ 追放人､ 人殺し/ 便所の掃除女たち､ 君た ちに/ お願 いする､ おれを許せと

｢ マ タヒイス が人々に許しを求めるバラ ー ド+

日本晴の ｢ 敵 およぴ英語の s o n g に相当する フ ランス語 には ch a n s o n および ck m t の ニ つ があり､ 前者には ｢歌､ 離乳

シ ャン ソン+ 後者には r 歌､ 歌曲､ 歌う こと､ 却昌+
77

の訳語が当てられ c 血 t を辞書で引くと [cf m の 方が大衆的]
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ

という説明が つ いて おり､ 両者の速いが
一

定の価構基準に基づいた質的な差異である ことを理解する助けとなっ て いる｡

この説明で シ ュ
ー

ベル トの ｢ 野 ざら+ をch a n s o n と言っ て はい けない ､ ch a n s o n g re g o ri m という用泌ま誤りである ､ という

ことが分かる｡ つ い でに言えを£ 日本評の ｢ シ ャ ンソ ン+ がその ままで ｢ フラン スの 大衆歌貢乳 を意味㌻る用法もフラン

ス静こはなく, ｢ シ ャン ソン+ がい 柑ボロ製仏語である ことも分かるD ｢ フランス の大衆歌執 という意味にす るためには

r シ ャンソ ン
･

フランセ -

ズ ck m 釦 n 血 叩 血+ としなくてはならない のだが､ どう も冗長な感じがする の で, 本論では

和製仏析 ｢ シ ャ ンソン+ をcr k m S O n 触 v ai s e の意味で使う日本語の慣例に習うことにするo

シ ャンソ ンの超熟まとてつ もなく古いが､ 畳 ･

質ともに充実し始めたのは 12 世紀頃からというの
-
が大体定説で , 残存

しているその時代のテキストも多く音楽史以上にフランス文学史にとっ て重要な資料となっ てい る｡ 言うまで もなく中世

ヨ
-

ロッ パとはキリスト教が絶村の権力を持っ てい た社会であり､ またバ ロ ッ ク以前の西洋音楽史が教会という音楽の独

占機関で育まれたことはすでに見てきた トノレ†ドゥ -

)レは宮廷という世俗の最高権力のお抱え芸人であっ たから迫害さ

れる こともなく､ またそ の作品も写本というメディアに記録､ 保存されて いる のだが中世末期に
_
th 現するもっ と身分の低

い放浪芸人, 遍歴詩人たちは 聯硝煙や居酒屋での娯楽のために歌う+
78
｢社会のくず+ で ､ い つ 追放の憂き目にあうか

も知れない生活を送っ て いf L しか し, 彼らア ウトサイダ+ が圃場や路上で歌い轟軌ゝで い っ た讃肺臓神は後の時代の シ ャ

ンソ ニ エたちや反骨的な民衆の間で脈々と受一 機 官れて いく ことになる
｡

シ ャン ソンが勢力を拡大㌻る重要な転機の
一

つ は
､ やはりゲ ー テンベルグによる活版印刷の発明であっ fL フ ランス ･

ヴェ ルニ ヤ/ ジャ ック ･

シ ヤ)L/マントロ ー は

印刷術の発明は, 文学のみならずシ ャン ソン をも∵変させた｡ (中略) フランス ･

シ ャ ンソンにとっ て もっ とも重要な

事件は､ 1 5 82 年､ パリの楽譜出版社ピエ ー ル ･ アテニ ヤ ンによる ｢四声に作曲された新シ ャンゾン+ 第十集の発刊である

ことは間違いない｡
7 9

と油版印刷の重要性を指摘する｡

しかし, 印刷楽津の主な購買層が宮廷の 脚 福なブルジ ョワ階級であることを私たちはすでに見てきた｡ とい う

7 7
『クラウン仏事僻 地 第4 版､ 三省堂を参照

78
グロイ)L . 前掲事 p 2 2
乃
ヴェ) に ヤ､ フ ランス/ ジャ ック ･ シヤ) レi ントロ

- 『シャンソ> A 横山卜確訳, 1973 ､ 白水社効車クセ ジュ p p .19 T2 0
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フ ラン コ フ ォ ニ ー ( フ ラ ン ス 語圏) 研 究

ことをま庶民の感情を体現するシャ ンソ ンが印席快諾として流通する制度が整えられても､ その聴衆となる ぺ き人々 の元 ヘ

iま届いて いなか っ た､ という風に考えるぺ きであろう｡ シャンソ ンが印刷されるようになっ た重要性とは､ それが マス ･

カルチャア とな っ た/ ならなか っ た点にある ので はなく､ 合作する側に与えた影響にある｡

ずっ と時代は下 っ て啓蒙時代の初期 1 73 0 年付 1 こ ｢ カヴォ -

+
釦
が倉願されたことは ｢ シャン ソン形式に大きな影響

を与える ことになる ひとつ の事件+
81

とな っ たo 最初のカヴォ - はダラン ･ トリ ュ アン通りにあっ た ｢文士連のクラブで､

たいて い どこかある場所の地下室で会合を持つ秘密の 列 ト 7
o

)
82

であっ たというo こ こで の夜毎の晩餐会で シ ャ ンソ ニ

エたちは王政を批判する讃弥()シ ャン ソ ンの数々を生みだし, 革命の準麻をする こ とになるので ある｡

そして パリで革命が起こる｡ するとこれまで権力から迫害され る ｢ ならず軌 であっ た政治的シャ ンソ ンの輝かしい歴

史が､ 権力側 のプロ パガンダとして手順 されるという事態が起こるの である｡ そ の典型が ｢サ
･

イラ+ で あり､ ある いは

酒場で生まれた歌という訳ではないが ｢ ラ ･ マルセイ エ ー X J もその 一

つ であると言えるかもしれないo アデライ
-

ド ･

ド ･ プラ -

スは

革命期の人々は､ 巷の シャ ンソ ンその もの も､ シ ャン ソンが群衆に灘 甜 作用をも, 決して軽視などしなかっ たo それ

どころか, ジャコ バ ン派のプロ パガンダを伝落する手段として､ シャン ソ ンがきわめて重要である ことを即座に理解した

の で ある｡ (中略) シ ャ ンソニ エ たちは恐怖政治の下で活動を奨励され 当局の保韓を受けてもいたので み朔 ､ らの影

響力を自負しており, 時にはコ ミ ュ ー

ヌ警察の手先として働くこともあっfL
83

と指摘する｡ しかし､ シ ャンソ ンはジャコ バニ ス トに徴用されたその時に､ 突然由緒正しい国家の至宝として扱われた訳

ではないので ある
｡

ヽ ヽ ヽ ヽ

前節でi 掛 共手口政から第二帝政までの 19 世紀の政体がj)レジョ ワジ -

の愛好する音楽に限っ て rjc きな公共事業+

化した過程を見てきた｡ 1 8 4 5 年には非政治的な ｢ 歌唱集団 so ciit6 ch a n te+ がパ リで 480 を数えたようだが､ これらの音

楽集団は ｢< 健全階級> の考え方や楓山こ+ 沿うものではないので､ ｢大きな公共事鞄 とは無象の成り立ち方をしてい

た｡ また､ カヴォ
-

で歌われるシャ ンソ ンは､ もちろん匿益のためには何
一

つ責献しない o ジャコ バ> ,恐怖政治の嵐が過

ぎ去った後ではシ ャンソニ エ たちはプロ パガンダの役割を果たさなくなるどころか､ 復古王政期･ 七月王政期を通じて体

制を批判する多くの歌をカヴォ -

で 生み出し､ 再び
･ 三度筆命の準鰐をするの であるo 平井玄札 184 8 年という年に 闇

代の ｢ クラシ ッ ク音楽+ と ｢ポピ ュ ラ
ー

増楽+ という 二分法がヨ ー ロ ッ パ革命の敗北の結果として成立した+
84

と言い切

る
｡
｢ヨ

ー

ロ ッ パ革命の敗北の練乳 なのかどうかは議論の余地が大いにあるが, 1 9 世紀の前半に音楽の資本主義が成立

し､ コ ルシカの 民謡などのブルジ ョワ文化に組み込まれない音がそこから排除された経過は私たちもすで に見てきた｡ そ

しで寅奏会やオペラハウスには縁のない パリの下層民衆の音楽も民謡と同じように低級音楽にカテゴライズされたので

ある｡

しかし､1 9 世紀の後半になるとコ ルシカの低級音楽とパリの低級音楽には遮っ た獲史カ軍用意される ことになる の である.

パリ 倒 †言葉本来の意味で ｢ポピュ ラ ー

+ になっ て いく過程を平和 拡 下のように要約する｡

パ リの シ ヤ)L)レ ･ ジルに代表されるような民衆詩人たちが居酒屋のゴゲッ ト( 歌う会) で唱っ た批判的シャ ンソ ニ エの

系譜は徹底して弾圧され､ 西欧音楽の正史から切り落とされて いるo その上で､ こうしたガ梢揺れた要素の残隊や路上の

流しの音楽､ さらに流入してきた周辺民族の フ ォ
ー

クロ アの調 べなどが寄り合わされて, ミュ ー ジック ･ ホ ー ルやキ ャパ

射
c a v e an 1 . 地 潤 滑所 2 . 小さい穴倉 3 . シャンソン歌手の 出るキャバ レ ー (『クラウン仏和穐魁 第4 嵐 三省堂を朝野
81

ヴェルニ V シヤ)L ^
o

ントロ -

､ 前掲暮 p 31
82
グロイ)L . 前掲所 p 3 4
ぬ

プラ
-

ス､ 前掲春 pp 2 0 J 21
糾

平井玄 噸親和 鞄 19 94 , インパクト出版会 p .1 07
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聴覚人間 の 編制 ( 佐々 木)

レ - で歌われる補完拘な ｢ ポピ ュ ラ -

音楽+ が生まれてくるの である.
85

ここ で平井の念頭にある の は ｢ クラシ ッ ク音楽+ から ｢切り落とされ ､ 低級なものとして称呼させられる ｢ポピ ュ ラ
ー

音楽+ というこ とで あるのだが､ ｢ ポピ ュ ラ
ー

+ に対する ｢ フ ォ ー クロ ア+ という政治は ｢ポピ ュ ラ ー

+ に 噂り合わ

される+ 音､ それ こそ正しく 闇完的な+ 要素となっ て いる｡ ｢ポピ ュ ラ ー - パ リ+ と ｢ フォ ー クロ ア - 周辺民族 (q'Jえ

ぼコルシカ)+ の二分法を成立させる装置とは､ 平井も言及して いる通り ｢ ミ ュ
ー ジッ ク ･ ホ ー ルやキャバ レ

ー

+ に他な

らな い｡

ミ ュ
ー ジック ･ ホ ｢ ルや キャバ レ

ー

誕生の下地を用意したのが, 私たちがすでに見てきたカヴォ -

で あり ｢ < カヴォ
-

> のP 拘 栂 (中略 今日もシャ ン ソ ニ エのキャバレ
-

の看板に使われて いる+
8 6
という ことである｡ また, 会員を文士か

ら募り享楽的な傾向にあっ たカヴォ 一 に対抗するのが平井の論考に出てくる ｢ゴゲッ ト+ で あり, こちらの方では ｢会員

は, 大部分が文筆や音楽に熱中する職人で(中略 事実上すべ ての 人に開放され だれもがわずかな入会金で会員になれ､

そ こへ 行っ て自作を歌うことができた+
87
ので カヴォ - より政治的にラディカルで､ シリアス な内容の シ ャン ソンが歌わ

れて いたo そのため平井が言うようにゴゲッ トの ｢批判的シャ ン ソ ニ エ の系瓢湖軌民して弾圧され+ る ことになり､ ゴゲ

ッ ト自体も第コ帝政下には閉鎖される ことになる｡ そのため ｢政榔勺シャ ンソ ニ エ のほ とんどが転句し, キャフ
･

コ ンス

の穏健なシ ャン ソンに詩想を向けるか､ 時代の政治を詣欲するようになる+
8 8
の である｡ さらに‡み それまで

一

世紀に渡

つ てパ リの庶民にサ
ー

カス､ 人形芝居, 蝋人形館といっ た娯楽を提供して いたブ ー ルヴア ー ル ･

デュ
･

タンプル､ 通称<

犯罪大通り> がオス マ ン男鹿の進めるパリ大改造で 186 2 年に丸ごと姿を消1 o これ で決定的に､ 娯楽を求める民衆の足

I 轍 †プルの徒花である新しし増 税 カフ ェ ･ コ ンセ ー ルとミ ュ ー ジッ ク ･ ホ - ルに向けられる こ とになるので あ

る
｡

< 犯罪大通り> の 芸人たち､ 路上や酒場の流しの歌手も芸の見返りに貨幣を受け取っ て いたの ではあるがそうい っ た芸

能活動は娯楽 ｢産業+ と呼ぷにはためらいを覚えるささやかな凝済活動であっ た｡ 浅井番敵 # 二帝放下のブルジョ ワジ

ー が集う劇場と､ 民衆が集う< 犯罪大通り> で提供される娯楽の料金を上蝿吏する｡

働 者の
一 日の平均賃金が男性2 . 4 9 フ ラン､ 女性1 . 0 7 フランという時代に､ 彼らの手に届く娯楽とい剤ぎタン

カL,jd a りにしか存在しなか っ たのだから｡ それはj)レジョ ワ ジ -

の盛り場にある劇場の座蒔の値段が､ コ ミ ッ ク座で1

フ ランから6 フ ラン (中略 オペラ座で 2 ･ 5 フ ランから10 フラン (18 6 5 年) とい っ た ものであるq) に対し､ タンカレ大

通りにあるプルヴア ー ル演劇の劇場では､ たとえばフ ユ ナ ンビ ュ ル座が0 . 2 5 フランから1 . 5 フ ラン であっ た
紗

この時代にはタン 77)レ大通り - < 犯罪大通り> は ｢西側のブルジョ ワ世界と東側の労働者の世界+
93
の 境界として機能

していた｡ フ ユ ナ ンビ ュ ル座とオペラ座の入場料金の差額にあらわれる ｢境界+ ｡ しかしオス マ ンによっ てこの ｢境界+

は取り壊される｡ ベ ンヤミ ン古i /てリ大改造とは ｢市民 職 こよる世俗的
･

宗教的支配の諸機関を､ 街近の枠内に取り入れ

て ､ 自らの讃歌を歌わせようとした+
9

観みだと言う｡ ここ で音われる ｢宗軌 とは ｢投軌 に他ならない｡ だから ｢ 取
ヽ ヽ ヽ

り壊し専門芸術家+ オス マ ンにとっ て ｢市民階級による【. . .]支配+ から逸脱して いた< 犯罪大通り> は絶対に彼の芸術作

品として取り壊され拙宙ならなかっ たの である｡

オス マ ンの芸術 i )i リの民衆の生活を変えるB 民衆のうちで最も貧しい着たち - プロ レタリア - トは郊外に追放され

さらにはボ ー ドレ - )レの詩に登場して( るような ｢乞息 淫売､ 淫売のヒモ ､ こそ泥､ 追放人､ 人殺し, 便所の矧猿女た

田
平井, 前掲番 p .108
86
ヴェ ルニ V シヤ) L/1 ントロ

-

､

即
ヴェル ニヤ/ シヤル/てントロ -

,

琳
ヴェルニ V シヤ) L/てントロ ｢

前掲春 pp .34 T35

前掲事 p .42

前掲寄 p .4 5
脚
浅井､ 前掲事 p .43
竹
雄井, 前掲寄 p .44
91
ベ ンヤミン P/i

o

サ
ー

ジュ 論 第一 勤 p 2 6
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語圏) 研究

ち+
9'･
とい っ た下層民たちiおI

o

7) から疎外されるo ｢ パリの市民は､ この都市をもはや故妬とは感じなくなっ て いっ た｡ こ

の大都市の非人間的な性格カ号､ 彼らに意識され始める+
93

とベ ンヤミン は言うo

しかしオスマ ンの讃弛ま民衆の中でも比 馳 埼看たちの耳には届いた｡ ルイ
･

フィリ ップとナポレオン三世の速い

はそこに あるo オル レア ン王朝が仕切る ｢鉄道狂時化 にその1 れ軒 にありつ いた着たちはごくごく僅かであっ たが, サ
ヽ ヽ ヽ ヽ

ン - シモ ン主義者にして ｢ルンペ ン ･ プロ レタリア -

トの頭執 ルイ ･ ボナパルトは普通選挙によっ て遠出され そ こに

権力の正当性と基盤を求めた独裁者であっ た｡ ナポレオン三世の政治目標とは, 彼に投票した貧しし堵たちを豊かにする

- 7
'

)レジョ ワ論理に組み込むことであり､ そ紬 まある程度成功する ので ある｡ ｢金が もらえる
, 金が借りられる､ これが,

ボナパルトが大衆を釣る餌にしようと思 っ た見とおしであっfL あたえる , 貸丸 身分カ鳴かろうと下賎であろうと､ ル

ンペ ン ･ プロレタリア - トの財政学はこれに尽きる+
94

とマルクス が言う通り｡

抵抗の歌として のシ ャン ソンの歴史が転換を迎えるのはこの時で､ こ こで肖費社会の娯楽産業として成立する ことにな

る
｡
ジャ コ バ ン独裁期にプロパガ ンダとして手順された事実が狭い意味での政治問題, 言葉本来の意味で の ｢ 革命+ で あ

つ たのに対し, 大衆がナポレオン三世から ｢金がもらえる､ 金が借りられる+ ようになっ た晩 シ ャ ンソンの政治は抵抗

者として のそれとしてはもはやないo ｢ クラシ ッ ク 観 と ｢ポピ ュ ラ ー 音楽+ の 二項 対立カ域立するということは､ 轟

を返樹ゴ｢ クラシ ック+ と ｢ポピュ ラ
ー

+ の力関係が対立できるまでに後者が力をつ けたということであるo オス マ ンの

パ リはプロ レタリア
-

トを疎外する 十方､ 多くの パリ市民を ｢街並の枠内に取り入れて ､ 自らの讃歌を歌わ切 ることに

成功するの である｡ ブルジ ョワジ ー と民衆の 傾界+ - < 犯罪大通り> がオス マ ンに取り壌された時に膨大な ｢大衆+ が

出現する｡ 音楽におけるクラシ ック/ ポピ ュ ラ ー

の境界は依然としてあるがその聴衆の境界がどこにあるのかを言 い当て

る ことは次第に困難になっ て くる｡ すでに見たように大衆もベ
ー ト ー

ベ ンを理解するようにな った十方､ 元萄院議員を継

父に持つ シヤ)i,)レ ･ ボ ー ドレ ー ルは ｢ パリの憂哲 Le q )1 ∝ n d e P ari s+ を抱えてj )レジ ョワ社会の物質文明を訊い､ 陸軍大

尉の息子ランボ ー は ｢ 市民ども+ が集うシ ヤ)L)レヴィル駅前の音楽会の ｢ 蹴 + を属倒する｡ しかし彼ら風俗を壊乱し､

市民社会を挑発する詩人たちもここで完成を見せ始めるブルジョ ワジ ー が中心の消費社会の只中に組み込まれて しまっ

て いるの である
｡
｢偽善の読者よ､ わが同類､ わが兄弟よ! +

95
とボ ー ドレ ー ルが言う通り､ カレジョ ワ社会の偽善から逃

れ る術は誰にも
-

ボ ー ドレ ー ル自身にも
ー

残されて いないので､ その意味で読者は皆 ｢同数 兄弟+ で あるo だからこそ彼

は憂轡で ､ ｢ 気むずかしい性質だから/ 夕日がさしたときでなi 刑 ま歌も歌わない+
9 6
ので ある｡

そして ｢時代の政治を詣歌する+ 転句したシ ャン ソニ エたちと新たに生まれた聴衆- r大乱 によっ て シ ャン ソンは大

衆文化という産業となり､ すでにブルジョ ワジ ー によっ て商品化されて いた｢高級音楽+ との違いは美学上の質的な差監

という ことになる｡ 確かに この差異- ヒエラルキ
ー

は平井玄が ｢ ミ ュ
ー ジッ ク ･ ホ ｢ ルやキャバレ

ー

で歌われる r ポピ ュ

ラ J 窮軌+ を ｢補完的+ だと論じたように重要ではある｡ しかし 鮮 活動として考えた場合 ｢ポピ ュ ラ
ー

+ が ｢クラシ

ッ ク+ の補完であるかどうかは議論の余地が大いにある｡ ただ確実に言える こ とは､ ｢ フォ ー クロ ア+ はこの時 ｢クラシ

ッ ク+ ｢ポピ ュ ラ
ー

+ 双方にとっ て補完の役凱凱外持ち得なくなっ た｡ シ ョパ ンの 『ポロネ ー

ズ』､ リス トの 町＼ンガリ -

狂持馳 ､ ドビュ ッ シ ー

の 『民謡の主頓によるス コ ッ トランド行進曲』 その他司民学派と怖怒れるクラシ ッ クの作曲家た

ちによる作品は､ ｢額土的で民郷勺なよ占幸] こ+ 9 7 をクラシ ックに回収する｡ これらの芸術作品に 博士性の アレンジメ

ントから外に出て他のアレンジメントに向かっ たり, 別の場所を目指したりする+
98

逃走につ ながる可能性を見いだすこ

とも出来るが､ しかしここで問題にすべきは ｢ クラシ ック+ と ｢ フォ
ー ク ロ ア+ の力関係の圧倒的な非対称性であろう｡

92
ブレヒト､ ベ ルトルト 旺 文オペ ラ』 千田是也訳, 19 6l , 岩波文庫 p .1 齢

93
ベ ンヤミン 『パサ

ー

ジュ論 策づ勤 p 2 7
94

マルクス､ カ｢ ル 『) 打 ･ 裁けてル 卜の ブリュ メ ー

ル十八日』 村田陽+ 汎 1971 ､ 国民効章 p .80
95
払 軸 C h a h

`

An L c cteL q
'

d a r追 L es 触 血 峨 18 61 ｢読者に+ 憶 の 鞄 安藤元姫沢､ 199 1 ､ 集英社文蘇 p .14
s6
h u tk bir e

,
C h arle s

,

`

Spl 弧
'

da n s L e9 月血 柑 d L止血り861 r # + 曙の 勤 安藤元妊訳, 199 1 ､ 集弊社文庫 p .196
g7

ドゥ)レ
ー ズ// ガタリ, 前掲書 p .402 (傍点匠劾

ge
ドゥル

ー ズ/ ガタリ, 前掲書 p 36 1
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聴覚 人間 の 編制 ( 佐 々木)

例えば掛めて商品化された コ ルシカ眉爵比 コ ンセルヴァ トワ ー ルで教育を受け 口 -

マ 大賞も受賞してい る アンリ ･ 卜マ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽ

ジというマルセイユ 生まれの コ ルシ カ系作曲家による『12 の コ ルシ カの歌 A h S o 肌 e 血F olkl o r e : 1 2 ch a n ts d e 1
,

u e d e C o I 判

(1 9 3 2) をはじめとする ｢ 連の コ ル シカに関わる作品 であるo 『12 の コ ルシカの馳 はコ ルシ カの 戯畜を採集して保存する

ことを目的とされた作品で ､ そのためシ ンフ ォ ニ ス トとして の トマ ジの胡 経賞賛するクラシ ッ ク音楽の聴衆による評価

は高くない｡ つ まりこの作品は文字どおり ｢ フ ォ
ー クロ ア+ で あるから､ トマ ジの よう に優れた ｢ 芸術家+ の仕事として

は例外的な位置を占めるものに過ぎない､ という ことである
○
こ こにクラシ ッ ク/ フ ォ - クロ ア の美学上の ヒエ ラルキ ー

が見て取れる ことiま言うまでもな いo しかし､ より重要な ことは ｢ ただの田舎者の合唱+ で ある という理由で ｢ 評価+ 杏

あたえられな い この作品が､ にもかかわらず r ア ンリ ･ トマ ジ+ のディス コ グラフィ
- として商尉ヒされ 消費されたと

いう ことである ｡

一

方､ フ ォ - クロア/ ポピ ュ ラ
ー

の 力関係も存在して い る
o 植民地拡正に支えられたバカレ概斉の続くr19 世紀の首都+

パ リには､ フ ランスの地方や近隣諸画からの移民が絶えなかっ たo 1 9 世紀後半になると目立 っ てくるイタリア人たちはア

コ
･ -

デイオ ンを携えて ｢リ ヨン駅で汽車を降りる+ o
'
B
ォ - ヴ ェ ル ニ ュ 人はミ ュ ゼ ッ ト バグ/てイブと共に首都を目指す｡

パ リのマヌ ー

シ ュ
1 00

は ｢子供の ころからギタ
ー -

や ヴァイオリンを両 勤 ゝら与えられる+
1 01

o
こうい っ た様々な ｢領土+ の

雑多な音楽が締まり, 混合する申で形成されて いくのがパ リの シ ャ ンソ ンで あり､ そ こに < 複数> の ｢たえず失われ 見

出される, あるいはい まだ見ぬ祖乳
l蛇
の ｢ カッ ト& ミッ クス+ を聞き取る ことの で きる噸巨幽まあるし､ またその よう

な耳は必要とされなくてはならない｡ しかし､ こ こで も rパ リ+ と ｢イタリア/ オ ー ヴ ェ ルニ ュ / マ ヌ ー

シ ュ+ の力関係

を無視する ことはできない､ と思われる｡

パ リの シ ャ ンソンは､ こう して範士的 ｢ フォ
ー クロ ア+ を取り込みながらベル ･ エポッ ク へ と至る経済発展の中で ｢ シ

ョ
ー

ビジネス+ として確立されてい く｡ この事賂ま､ 宮廷の音楽であっ たクラシ ッ ク音楽が市民社会の成立に伴い ｢芸術+

と見なされ 音楽の産野山切立するに至っ た過程よりもはるかに重要である｡ ブルジョ ワ ジ ー は責族に憤れ 模倣した

が大衆性幹㌍しも皆がj)レジョ ワ ジ - の ライフス タイルに憧慢を抱いた訳ではなく､ その ス ノ ビズムを噸笑する ｢ス タイ

ル+ は革 綿 布ノ1
o

l) の 伝統としてあり､ 例えばシ ャン ソ ンはそうい っ た身ぷりから生まれた音楽として存在して いたので

ある｡ しか し, 朝 朋こも関わらずシャ ンソンはカレジョ ワ資本主義に捷えられて しまっ たので あるo カフ ェ ･

コ ンセ -

ル

とミ ュ ー ジッ ク ･ ホ ー ルは 20 世榔勺な現象である ｢大衆の寛掛ヒ+ の前触れであり､ 反体制的な声と詞としてあっ た シ

ャ ンソ ンもこ こで ｢商品に物射ヒされ 消費に変形され 音楽はわれわれのあらゆる社会自勺漸ヒの見本となっ た+ ので あ

る｡ ｢ル ンペ ン ･

7
p

ロ レタリア
-

トの財政学+ は大衆とシ ャ ンソ ニ エ を飢えた狼から肥えた羊に生成酎ヒさせたので ある.

フランス で 1 87 1 年にパ リ ･ コ ミ ュ ー

ンが成功するぼ酌まなかっ た｡ 社会主義革命を実現するには, フランス 人はすでに

蜜の味を知り過ぎてしまっ てい たの である｡

カフ ェ ･ コ ンセ ー ルやミ ュ ー ジッ ク ･ ホ T )レが第コ帝牧神の ｢時代の政治を笹歌する+ 十友 ランボ ー

の ように/) 市民

的な音楽鑑掛こ反吐が出る思いだっ た反逆的な若者たち, ボ
ー

ドレ
ー

ルの ように ｢時代の政治+ に徹噺勺に嫌悪され酔っ

払いになるより他なくなっ た着たちのためには彼らの精神に相応しい背徳均な娯楽が提供された 1881 年の ｢黒猫 ch t

r K 'irJ 開店に始まる r モ ン マ ルトルの軌 である｡ ｢かわい らしい ｢ あばずれ女+ や 使落胤 や界隈のならず者たちとの､

アウ トサイダ ー

的な付き合いに明け暮れていた+
103
ロドルフ ･

サリなるボヘ ミアンが開いた 闇 + には, 開店当初は ｢ こ

の環境にぴっ たりの芸術家連中が､ たちまち常連となっ て こ こに集まるようになっ た+
1 04
のだ釈 商業的成功を収めると

9 '
勝正賢也 T) 叫 ･ ミ ュゼット棚融 1 99 4 , 春秋社 p 3 2
J 的
′i
o

l) に定着しているロマ 系の人々 ｡ 有名な三本指のギタリスト､ ジャ ンゴ ･

ラインハル トもそみ 一

人 南仏の ロ マ人は ｢ジ夕 -

ヌ+ と
怖まれるQ
】o'
渡辺芳也, 前掲昔 p .4 2

1 02

ドゥ) レ ズ/ ガタリ､ 前掲番 p 3 83
1q'
グロイル､ 前掲審 p .63

1 D4

グロイル､ 前掲音 p .64
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ンス 語 圏) 研究

直にお客の質も変化して いく ことになる｡ それはボ ヘ ミア ンがブルジョ ワ文化に近付くことを願い､ 趣味を洗練させて い

つ た結果としてあっ たの ではなく､ 全くその逆である｡ ボヘ ミア ンの文化がブルジョワ ジ
ー

にまで ｢ 売れる+ ようになっ

たの である｡ サリが作っ たモ ンマ ルトルは｢ ブルジョ ワジ -

､ 資本主義, 教会に対して敵対的な姿勢を取っ た+
1 05
のだが､

ヽ ヽ ヽ

やがて ｢黒猫+ 他のキャ バレ
ー

の座席は文人, 画家とい っ た ｢反体制的文化エリ
ー

ト+ だけでなくただの エ リ - トによっ

て 占められるようになる｡ ｢裕福に暮らす奴だけが楽しく生きられる+ 社会を批判した 匹三文オペラ』 の観客が ｢裕福に

暮らす奴だけ+ で あっ たように､ ブル ジョ ワ文化に敵対する文化商品を消費するのはブルジョ ワジ ー たちに他ならないの

f=
＋

o

2 A 複製技術時代の音楽と ｢嘗暫
-

#
*

音
p

i 窟+ の成立

Wh e r e it
'

s at! I g o tt w o 加 地 ble s a n d a rr u c r w h o r x:

B e c k

1 8 幼年代に始まるカフ ェ ･ コ ンヒ ー ルの流行, およびモ ンマルトルを中心に花開いた188 喝三代からのキャバ レ ー

の隆盛

が フランスの大衆音楽を ｢シ ョ
ー ビジネス+ に ｢昇聾+ させた過程を前節で見てきた｡ しかし, この ｢流行現象+ も国家

による音楽の ｢大きな公共事業+ 同様､ フ ランス の国土全俸に均質に広がっ てい っ た訳ではない｡ 確かに19 世紀/1
.

リの文

†t m 影響力とその栄華は圧倒的であり､ ボヴア リ ー 夫人の悲鮒i )てリ中心の消費文明に取り懸かれた地方人の典型と言え

るだろう｡ あるいは
′

｢ ボヌ ー ル ･

デ
･

ダム百貨店+ に勤務する地方出身者ドゥ ニ
ー

ズの悲融fJの例もある｡ だが､ そうは

言っ て もフ ランスの地方に住む下層階級の市民や農民にとっ て19 世紀までii ^
o

リで何が流行っ て いようとそうい っ た倍

額とは無縁に暮らすことは可能であっ た｡ 流行現象が起きるには､ 夏ずその新しい風俗が流通するイ ンフラが整わなくて

はならない. さらに, 大衆がその新風俗を欲望しなi 刑 ゴいくらイン フラが整っ て いて も流行は浸透しないo 1 9 世紀のパ

リと地方における音楽消費環境には雲泥の差があっ た｡ それで も強烈にパリを欲望する者はエ マ ･ ボヴア リ ー

の悲劇を実

際に生きることになっ ただろうが､ コ ルシカの ようなとりわけ周縁化された地方では強烈な欲望もなかなか生まれ得ない｡

当時､ パ リの新しい膏楽産業を強烈に欲望したのはフランスの地方というよりはベルリ ン､ ウィ -

ン ､ ブリ ュ ッ セルとい

っ たヨ ー ロ ッパ の他司の大都市であっ た｡ そういう訳で､ 世紀の変わり目においてを2 )i リからの文低価碑任はベルリンの

方がリヨ ンよりも近かっ た｡ ｢ ドイツの カバレッ トが1901 年に初めて この世に生まれ出た時, それはフ ランスの場合と違

っ て いかなる伝統も拠り所とする ことはできなかっ た+
I(冶
とハインツ ･ グロイルは言うが､ パ リのキ ャバレ十財ヒに憧れ

る ドイツ人の強烈な欲望lま伝統の不在を補っ て余りあるもの であり､ 後にル
ー
･ リ

-

ドが 『ベルリン』 でⅤ鞄 w er e in a g T d l

c a re / y o u 00 d d h e a r 触 g uitar s p h y / It w a s v ery nic e/ 仇 h oI 野 it w a s p ar ad is e
lO7
とその ノス タルジ ー を歌う傭熱した文化の伝統

がこの頃誕生するの である｡

しか し､ 何がドイツ人に ここまでパ リの新しい シ ョ
ー ビジネス を欲望させたのか? 答えは簡単で ｢189 8 年のイヴェ ッ

ト ･ ギルベ
ー

ルのドイツ客演､ く見世物馬車> ｢ 座のドイツ巡業､ それに､ ドイツ人が大挙して見物に押しかけた 190

年のパリ万国博覧会+
1鴨
なのである｡ つ まり多くのドイツ人に直にその日で ､ 耳でパ リの新しい風俗に触れる機会があっ

たの であり､ そ こで欲望カ写生成されたの であるo

フ ランス の地方人にこのような体験がなかっ た訳ではもちろんない｡ しかし､ 1 9 世紀までは､ それはある者にはあり,

1 Q5

グロイル､ 前掲書 p .8 4
1C 6

グロイル, 前掲書 p .38
1 07
R e ed

,
Le u

,

`

触 由
一

h B e rlh
,
19 73

,
R C A

)w

グロイル､ 前掲書 p .9 1
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聴覚人間の 編制 (佐々 木)

ない者にはない , とい っ た レベルで あっ たと考える べ きで あろう｡ 確かに鉄道網の発達は旅行をそ才似 前と比 べ れ菰勤一

に民動的なものにし､ 新たな エマ ･ ボヴア リ ー

をそ こかしこに作る十友 マク) ト ハ ンが昏うよう に ｢鉄道というテクノ

ロ ジ ー

は､ 緑の草原におおわれた無垢の世界という神話を+
109

都会人のために作っ た｡ 北LLJF青 - は

19 世紀後半から, 鉄道網の整備とともに地方の再発見がなされ 加 号､ それと同時に, 地方へ都市射出 軌 労働を人

生の第｢ 義とするそれまで の願 杖明はしだいに19 世紀都市文明の本質である消費経済に侵蝕され 19 世紀勅 ､ ら今世

紀初頭にかけて急速に恵良 第一づ欠世界大戦を境に, 自立した文明としては完全に消滅してしまっ た
1 10

と邦綿軒㌻る｡

しかし, 農村文明を ｢自立した文明としては完全に消軌 させたテクノ ロ ジ ーi 轍 ナなのだろうか? 鉄道は､ あく

まで ｢生身の人間そのもの+ あるいは直接事に触れられる物資を移動する ｢ メディ ア+ である｡ その ため対ヒや風俗とい

つ た宇に触れられないものを 闇九 するにはドイツ人が実掛 u l
o

リ へ ｢大挙して見物に押し掛け+ たり, ある いはイヴ

エ ツ ト 判レペ ー ルという生身のスタ
ー ｢本人+ に 協業+ して もらうという対面状況の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンしかありえ

なかっ た｡ 確かに鉄道の発達は人 ･ 物双方の移動を飛躍的に増大させた しかし､ その尉皆の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンとは移

動するものぽ㌻るし, しない ものはしない, といっ たレベルであっ たと考えるぺ きで あり国民全体を均質な3tl 蛭間に閉

じ込める力が鉄道にあっ たかどうかは議論の余地がまだ残るだろう｡ そうなると20 世紀初頭の ベルリンやミ ュ ン へ ンの
ヽ ヽ ヽ ヽ

よう に好泉気にわきダイナミ ッ クな発展の只中にある人の移動が激しい大都市では､ ある風俗が流行現象まで になるが､

もっ と規模が小さく直接人 ･

物が激しく出入りする訳で W 3:し吐 地で は欲望の生成もあまり起こらな い､ ということにな

る｡ 例え古 瀬 朗唱覆しない町というものを考えてみれ£ 欲望の生成が均質的なもの ではありえないということは推

測できる｡ 銑瀞 抑発達には大した影響を受けようがなか っ た敷島であるコ ルシ カの様な空間に新風俗を流行現象として
ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ

浸透させるには､ もっ と 切 口度の低くて済む+ 高津縦睦の媒 働 泌要となる｡

しか し北山力澗昏祝する ｢19 世紀末から今粒紀初頭+ には, それ までの コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ンのあり方を根本から転換さ

せる新しい高精轍度のメディア - Ⅶ覚を生じさせる媒帆 が次々と発明され普及するようになるの である｡

すでに見たように, グ
ー

テンJ V レグによる 脚 fJの発明は書物という 博質的な反復し得る
,

簡Fp
-

J を ｢大量生産+

し
, また教育が民衆の識字率を上げることと結びつ い て ｢読書革命+ が起こり, それによ っ て ｢国風 という ｢想像の共

同凧 が形成されるとアンダ ー

ソン は言っ た｡ 1 9 世紀にはそれに加えてリトグラフ (石版画 の複軌支術革命と写寅機の

発明という事態が起こり､ 写真入り新聞やグラフ雑誌の流通が出版資本主義に新たな段階をもたらT . ベ ンヤミ ンば写真

につ いて こう首う｡

写真は (中略 歴史のプロセスの証拠物件となりはじめる｡ この ことが写真の隠れた政治的意義となる｡ こうした写真

はすでに､ - -

雇の意味で受け取られることを求めて いる｡ (中略)

こ こではじめて写真には説明文が不可欠となっ た (中P&) グラフ雑誌の写真を眺める人は､ 説明文から理解上の方向

功ナを与えられる. そう した方向付けは､ その後まもなく現れた暁郵こおいて は､ い っ そう精密かつ弓 鮒 なものになるo
Il l

写蘇 捧項約に ｢ い ま
J
L こ r x, w -h e r e+ の 芸術ではない｡ ｢ い つか ゼ こか w h er w e r - h v e rJ の 一 瞬の記録であり､ 連

綿均な経験である ｢ 歴史働語 rhisto ir e + の流れに組み込むためには ｢ いつ ゼ こ+ で揺られたものなのかを表示する ｢説

J 肘

マ ク) ト ハ ン
､
マ ー

シャル 『メディアはマ ッサ
ー

ジである』 南博訳､ 1995 ､ 河出書房新社 p .72
110

北山再
+

嘆 食と草細 1 985 ､ 三省堂 p .5 1
11】
ベ ンヤミン､ ヴァルタ ー 噸 製技摘時代の 芸術栴凱 久陳瞥司訳 F j{ ンヤミン ･ コ レクショ ンⅠ』 199 5 ､ ちくま学芸文韓 p .60 0
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明文が不可欠+ となる｡ キャプシ ョ ン付きの写真が雑誌 ･ 新聞とい っ た マス ･

メディ ア に載るようになっ たことは トト大

きな物語として の国民軌 の大衆的な需要を掘り起こした+
112

と佐藤卓己は言う｡ 雑誌 ･

新聞のようなナシ ョナル以下で

も以上でもない規模の ｢ マ ス ･ メディ ア+ を受容する ｢ マス+ とは ｢ 国風 に他なら1
.

. 写真は読者- 国民にヴィ ジ ュ ア

ルの ｢記陵+ を与えるの で ある｡ ノルマ ンディ
ー

の 田舎町に住むエ マ ･ ボヴア リ ー は ｢読乱 による ｢想像力+ で パリに

恋 い焦がれて いた ことを思い出す べきで あろう. こ こに淑 てゝ は､ ダンケルクからボニ フナシオまでの フランス 人は写真

という 優吏の証 物 件+ を r -

定の意味で+ 受容する共同航 すなわち ｢大きな物語としての国民軌 の読者にして登

場人物になっ たの であるo その後に続く映画は r連続+ 写真であり､ かつ集団による鑑乾であっ て､ r# 同体の記胤 は

更に樹ヒされ またベンヤ ミンが言うように映画の字幕ば写真のキャプシ ョ ン以上に 簡密かつ強制的+ であり､ こ こで

｢ 視覚人間の ｢ 国民化++
= 3

が完成する ので ある｡

それで は 噸党人間+ はどの ように編戎されたのか? 普を聞くという行為に歴史上最も大きな 馳 覗 こったの も､ 写

真､ 映画が政財こ革命を起こしたのと倣 洞時期の ことである｡ 1 9 世紀判ゴまで ､ 音というものはその昔が届く範囲まで

しか伝達できないものであり､ かつ エ リッ ク ･ ドル フィ ー が言っ たように ｢ 敷島らされたら ｢空中に消えてしまい､ 二 度

と取り戻すことはできない+ もの であっ た 音というものは 場所+ に極めて限定されたものとしてしか存在していなか

つ たの であり, それ故ドゥル ー ズ/ ガ タリは ｢衛士的+ だと言っ たので ある｡ オアフの ノ ー

ス シ ョア には波の音のテリト

リ - があり, 中央ア ンデス地帯には 鳩の軌 のテリトリ - があり､ コ ルシカの 山に馴 嘩(i '' n M i n i) の鳴き声のテリト

リ
ー

がある｡ それらの ｢場所の音+ を聞くにはその場 ヘ 例えば ｢鉄道+ を使っ て) 実際に行く以外の 摘 ま存在して い

なかっ た｡ その大 敵 1ゞ9 世紀末に楓克からひ っ くり返ることになる
｡

最抑こ生まれたのは､ 音を伝達するテクノロジ ー

で あっ た｡ ｢ い ま - 一

三 こ+ でない遠く離れた場所ヘ音を届かせる技術

が187 6 年にグラハム ･ ペルに よっ て発明され そのテクノロ ジ ー は ｢遠く t el e+ の ｢音声 ph o n e+ すなわち ｢テレフ ォン+
テ t

,
フ ォン

と名付けらわた . その 噂話+ のためにカ
ー

ボン送信機を考案し､ 音声に関する技術に熱中して いたト ー マ ス
･ ア)LJ† ･

エ ジソ ンは 187 7 年に音声を記録するテクノロ ジ ー を開発し､ そちらは ｢音声 pl Ⅷ o + を ｢書く装置 押 b+ すなわち
y 書 叫

｢フ ォノグラフ+ と命名されも この ｢ フォノグラフ+ という名称に表れているように, エディ ソン自身は蓄音機を ｢音

の エ クリチ ュ
ー

ル+ として考えており､ 彼にとっ て ｢蓄音機は､ なによりも電信や電話と同類の事務同機経であっ た+
Il一

と吉見俊鞄封旨摘する｡ しかし音楽を消費する快楽を覚えて いたj)レジョ ワジ - および ｢ 鰍 ヒした大乱 は､ この テク

ノロ ジ ー

を ｢事務用壊乱 として欲望したの ではない｡ おりしも白熱電球の研究に没頭するエディ ソ ンに変わっ て ､ ドイ

ツ人 エ ミ ｢ ル ･

ペルリナ - は円盤を使用する ｢グラモ フォ ン+ を発明する｡ 音声の大量 馳 新和ミその原型を見るのはこ

の時である｡ ｢ ダラモ フォ ン+ は エディ ソンの 円筒式 ｢ フ ォノグラフ+ が持っ て いた口述記録掛こ収まらない性格を持つ

ことになり, その最も重要な役割となる のが音楽の再生であることは言うまでもないo そ してグラモ フォ ンの発明後間も

なく音盤の生産を専門にするレコ ー ド会社の主なものが出揃うことになり､ 世紀の変わり目に 闇 秤寺代の音楽夜勤

が成立する｡ この背景にはすでに産集化して いたオペラハウス , ミ ュ - ジッ ク ･ ホ - ル ､ キャバレ
ー といっ たシ ョ

ー

ビジ

ネス の隆盛がある のは言うまでもない｡ 逆に言え8£ ショ ー ビジネス が音楽を消費する欲望を大衆に喚起させて いなかっ

たならば､ 蓄音機は ｢事務用機罪+ の ままであっ たかもしれない, という ことである｡ エ ディソ ンとペルリナ
-

の音をめ

ぐるビジネス合粉 雪後者の勝利に終わっ た其の原因は､ 円筒 (シリンダづ 式 ｢ フ ォノグラフ+ より円盤(ディス ク) 式

｢ ダラモ フォ ン+ の方が技術的に優れてい る､ とか白熱電球開発に没頭するエディ ソンが蓄音機改良に対する熱意を失っ

た､ とかいう以上にエディソンが ｢ 音楽が聴きたい ! + という大衆の欲望を見誤っ た所にあるの で旺ないだろうか｡ 結局
サ ウ シ F ･ ヰ T E

'

ク リ 1 J.

｢音の エクリチ ュ -

) LJ - フ ォノグラフは18 卯 年代には早々と ｢ 音響資本主義+ の前練からi:蛸史退する ことになる ｡

｢ レコ
ー

ド ( - 詔勅+ 以前､ 瀞&(1)伝 獅 &2)保存 弼 巨であり､ 本質的に ｢い ま
-

ここ+ の ｢領土的+ 営みであっ

u 2

佐藤卓己 『現代メディア史』19 98 ､ 岩波書店 p .95
1 13

佐敵 前掲書 p .93
11 4

吉見 『博+ の資本 塊 pp .77
-7 8
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聴覚人間 の 編制 ( 佐々 木)

た ことはすでに述べ た｡ こ こで音楽の複製技術カ髄生し､ その本質が変容した事態を ｢ オリジナルの持つ < い ま て こ>

的性質が+ 持つ ｢アウラ+ の崩壊､ と論じたのはベ ンヤ ミンで ある｡ ｢真正さの全額域は (中略) 複製の耶 弛を受け付

けない+
l15
の で ､ レコ ー

ドのような複製技術は ｢ 芸術作品の< い ま て こ> 的性質だけは必ヂ無価値にしてしまう+
1 16
こ

とになるとベ ンヤミ ンは言うo で はア ウラを喪失した芸術とはいかなるもの で あるか､ という ことが間矧こなるのだが｢芸

術作品が技術的に複製可能となっ た ことが､ 芸術作品を散界史上はじめて ､ 儀式へ の寄生状態から解放する+ というのが

ベ ンヤミ ンの指摘であるB 写真においてi 淑 防値が礼拝価値を全戦線におい て押しのけはじめ+
117
た時､ ｢芸術に対す

る大衆の関係を射ヒ+
l18

する ことになり< 真正さ ア ウラ傭式i L挿価値> が後退した芸術は rl# 式に基づくかわりに
,

必然的にある別の尭桟､ すなわち政治に基づくことになる+
119
のだとベ ンヤミ ンは言う｡ こ こで彼の念頭 にあるのが ｢ 時

代の政治+ - ナチズム である こ とは言うまでもない
o

しかし､ ここでの ベ ンヤミ ンの議論が ｢複地朝苛時代の音楽+ にとっ て どこまで 当て はまる のかは慎重に検討する必要

がある
o
レコ ー

ドの発明によっ て音楽から ｢ < い ま て こ> 的性質+ が失われた､ とい う指摘は確かにその通りで, それ

が音楽史上最大の転艶点である こ とも旋いようがないで あろうo 問題は､ 音楽が< い ま { こ> 的性質を喪央した時そこ

で起きたのは果たして ベ ンヤミンが富うような ｢ ア ウラの崩壊+ で ある のか､ という こ とであるo

ベ ンヤ ミン自身 ｢礼拝聞直は､ 無噺 批退印するわけではない｡ それlま最後の砦に逃げこ払 そして この砦とは人間の

願貌である+
l X)

と述べ て い る通り, 複製技術におい て アウラが完全にキ肖滅した訳でない こ とに気付いて い た そして彼は

｢肖像 碑 + および ｢映画資本が促進するスタ｢ 崇拝+ につ いて議論する｡ しかし､ ベ ンヤミ ンの認識において顔貌性と

はアウラの ｢最後の砦+ で あり, あくまで ｢ アウラは､ 人間が< い ま
-

= こ> にいる ことに結び つ い て いる+
12 -
の で あっ

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

た o 1 9 40 年代に世を去っ たベ ンヤミンを 潮 時代の芸術における此性を前提としない顔貌伽 ミ､ 複製技術時代以前の

芸術における< いま -

= こ> 的性質よりも強力な ｢ アウラ+ 創造装置であるとは考えて いなか っ た､ - と言っ て差し支え

ないだろう｡ ( もし彼が 懐く tele J を 視る vi 血 + 装置､ すなわち ｢ テレビジョ ン+ の出現を目の当たりにして いたら
ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ
ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ
ヽ
ヽ ヽ

この論文を寄き直して いたかもしれない｡) ある いは､ 別の言い方をすると< いま
-

= こ> 的性質そのものが復製技術によ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

つ て変容した, 七 いう ことになるかもしれな い｡ それを ｢リアリティの危軌 という言葉で表す人もいるだろう｡

ベ ンヤミンの この論考には聴覚芸術である音楽までもが､ ｢ アウラ - 顔貌軌 を歩侍することにつ いて は全く記述カg3:

い
o しか し音楽が 19 世紀前半に産矧ヒされた時, 顔貌性はすでに不可欠な要素としてあ っ たの ではないだろうか? バ ッ

ヽ ヽ ヽ ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ハ , モ
ー

ツアル ト, ペ - ト ペ ン とい っ た ｢巨匠+ たちは､ 純粋に彼らの作品そのもの の魅力T=7ナでその名を冠した演奏

会に聴衆を集めたの であろうか? 恐らくそうではない｡ ｢ 巨匠+ という概念そのものが､ その ようなナイ
ー ヴとも言える

ヽ

芸術至上主務を否定するだろう｡ ｢ 巨匠+ とは 簡名性+ というアウラであり, その ｢名前+ の ア ウラは顔の持つ それと

本質的にはそれ程の遠いはない の ではないだろうか｡
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ
ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

r -

定の権力のアレンジメントが顔の生産を必要とするの であり, それ を必要としなし場合もある+
122

脱島原効 と

言っ たのはドゥ)i - 尤/
/

ガタリであるo では ｢顔の生産+ を必要とする ｢権力のアレンジメント+ とを却抄 ? ドゥ) レ ズ

/ ガタリは ｢単純な例をいくつか取り上帆
123

る ｡

‖5

ベ ンヤミン
Il̀
ベ ンヤミン

117
ベンヤミン

118
ベ ンヤミン

119
ベ ンヤミン

I3)
ベ ンヤミン

121
ベ ンヤミン

闇 技術時代の 芸術鴨島+ p .5 88

噺 網代の喜術作品+ p3 89

働 摘時代の芸術作品+ p5 99

闇 出揃時代の芸術作品+ p .6 16
r横地支摘時代の 芸術作品+ p5 9 5

闇 技術時代の芸術作品+ p 59 9

闇 技摘時代の芸術栴凱 p .6 08
12
ドゥ) レ ズ/ ガ タリ､ 前掲春 p 2 01 なお ここで ドゥ) レ ズ ガ タリが ｢ = ,E 賓としなし噸創 の例に拳ヂたの は 闇始社免 であ
る
｡

123
ドゥ) レ ズ/ ガタリ､ 前掲番 p 2 01

4 4



フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー ( フ ラン ス 語 圏) 研究

【-】大衆運軌において さえ､ リ - ダ ー

の顔､ 嵐 イコ ン､ 写真を通じて作岡する政治的権九 スタ
-

の顔やクロ
ー ズ ･

ア ッ プを通じて作用する映画の権九 テ レ ビの権九 … o 疎はここで蘭的なものとして作用するの ではない. (中略) こ

こで肺♭なのは顔の個体性でiまなく､ 顔が日精巨にする数的操作の有効性であり､ それがどんな場合に可能かという ことで

あるo これはイデオロギ
ー に関わる問題ではなく､ 連立 鋤 適塾なのfI

.

. (下線強調引用都
124

彼らが拳ヂる いくつ かの ｢単純な例+ の中に､ ｢ レコ ー ドジャケッ トにプリントされた歌手のポ ー トレ ー ト+ という 例+

が入っ て いても少しも不思孟薮まない であろう｡ 音楽が聴覚芸術でありながら ｢顔の生産+ を必要とするのは､ それは音楽

そのものの本質的な問題ではありえない｡ 当たり前にすぎる話ではあるが､ 盲人であっ て も｢ 音楽+ は楽しめるのだから｡
ヽ ヽ

顔貌性を要請するのは, ｢複製技術時代の音楽産業+ すなわち音響資喪主義という ｢権力の ア レンジメ ン ト+ なので ある8
ヽ ヽ ヽ

楽静;怖け業者が初めて ｢巨匠- ビッグ ･ ネ ー ム+ を r発見+ したように, ミ ュ
ー ジッ ク ･ ホ

ー

ルとレコ
ー

ド会社はスタ ー

の凍を必要とするので ある｡ 今日知られて いる のは, 果たしてイヴ ェ ッ ト ギルベ ー ルのかすれた語りかける声であるだ

ろうか､ それともロ ー

トレ ックの措く ｢長い黒の手袋をは臥 骨張っ た顔の､ 痩せぎ㌻のひ よろ長い姿+
12 5

をした女のポ

ー

トレ
ー

トであろうか?

しかし重要なことは､ 蓄音機の発明およびスタ ー システム の形成という上からの動きだけが音響資本主義を成立させた

ビッ クバ ンではない, という ことで ある｡ フ ォノグラフとグラモ フ ォンの勝敗を決定付けたのは､ エディ ソンが蓄音機を

｢音の エクリチ ュ
ー ル+ と考え､ 大衆の音楽鑑賞ヘ の欲望を重要視して いなかっ た見誤りにあった点につ いて ぽ㌻でに考

察してきた, 吉見俊哉は ｢音楽の危機もまた､ たんに蓄音機の発明によるというよりも､ ｢音楽が大衆を求め始めた+ こ

とを背景として いた+
12 6

と言う｡ ここで吉見が言う ｢音楽の危軌 と牧師を指すのか､ という閉路ま取りあえずさておき､

重要なのはそこに大衆の欲望があり､ 音楽(産業) の欲望があり､ その両者のダイナミズムによっ て音響資本主義が成立

したという ことであるo それはス タ ー の成り立ち方に最も良く現れてい るかも知れない ｡ どこかの国の歌手が常に ｢お客

様は神保です+ と言っ ていたように､ 複製技術時代のスタ
ー

は本質的に大衆が決倉㌻るの である｡

レコ ー ドによっ て音楽は場所蜘 1 ら解放され スタ
ー の歌声はその場所ヘ聴衆が移動する ことなしに届けられることに

なっ た｡ しかしベ ンヤミンの< い ま
-

こ こ> 的性質の崩壊､ という言い方よりは. 時空間に依存せずに< いま
-

ここ> の普

を (原理的には) 世界中のあらゆる場所に鳴り響かせることを可能とした, つ まり聴覚における < い ま
-

こ こ> の遍在,

と言っ た方がより適切かもしれない｡ 2 0 世紀の音楽鑑真看たちは､ わざわざ鉄道にの っ て長旅をしなくても 僻 ｢的にW

あらゆる場所の音を聴くことが出来るようになっ たので ある｡ バリに住んで いて もハワイアン､ 中南米民謡, コ ルシカの
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ポリフ ォ ニ
ー

, 何で も聴ける｡ それらがレコ ー ドになりさえすれ£

閉居は､ レコ ー ドを 珊 ｢杓にはあらゆる音楽の複製を可能にしたのではあるが､ しかしその原即通りにあらゆる音楽が

複製された訳でiまない , という ことで ある｡ 印刷楽譜出版によっ て流通する音楽としない音楽があっ たように､ レコ
ー

ド

になる音楽とならない音楽とがあっ たので ある｡ コ ルシカの民静ま､ すで に見たようにアンリ ･ トマ ジによっ て初めて レ

コ
ー

ディ ングされたの であるが､ それは ｢ アンリ ･ トマ ジの作品+ として商品化された｡ コ ルシカの ｢素人+ の合唱では

商品として市場に出しても売れないし､ 事実そのようなレコ
ー ドは197 0 年代になるまでほとんど作られなかっ たの で あ

る
｡

ではレコ -

ドになっ て､ その< いま
-

て こ> を遍在させる のはどのような音楽なのか? それはレコ
-

ド会社によっ て販

売される ｢プロ+ の 音楽である｡ しか し ｢プロ+ の レコ
ー ドにも売れるレコ ー ドと売れない レコ ー ドがあるのだが､ どの

ようなレコ
ー

ドが売れるのか? この間題は大変難しい｡ その間いに､ レコ
ー ド会社が販売促進に力を入れるレコ

ー

ドが売

伽

ドゥ) レ ズ ガ タリ､ 前掲書 p 2 01
125

グロイ) h 前掲番 p .76
】25

告別変哉 『メディア時代の文†蛙ヒ会勤 199 4 ､ 新曜社 p 20

45



聴覚人 間 の 編制 ( 佐々 木)

れる､ という答えを用意する ことは出来ないo ヒ ッ ト曲もスタ ー も ｢経済的な最強着たちが社会に対して持つ支配力+
12 7

による 一

方的な押しつけによっ ての み誕生する ので はなく､ そ こには大衆の欲望とのダイナミ ッ クなかかわり合いが存在

しており､ そ の行方を言い当て る ことば至難の業なの で ある
○
マ クル ー ハ ンは ｢ス タ ー たちは (中略 それ前t 一 般大衆

の夢の何らかの但櫛を反映して いる+
128
と言うが､ 誰にその夢の在り処が予め分かるだろう?

しかし､ ヒッ ト曲とスタ
ー

の大規模な出現がもたらした結果に つ いて はある程度の ことが言える｡ 1 9 世紀の終わりにイ

ヴェ ッ ト ･ 判レベ ー ルの歌声に触れ る こ とが出来たのは､ 彼女の出演する モ ンマルトル のマルテ ィ
ー

ル街のキャバ レ ー

f 1
-
1 I

I
, I i, サ .1! ★

｢日本の長椅子+ にたむろするボヘ ミア ンたちや､ 彼女の巡業に足を運び直接披女の生の姿を見､ 歌を聴いた人たちだけ

であっ たD そして その ような対耐力兄の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンに参加できたのi剖王倒的に都市住民であ っ た しかし､ レコ

-

ドは音を場所から解放する, ある いは切り離飢 192 0 年代E 偶に判レベ
ー ルの歌声が次々と複製されるようになると,

コ ルシカの どんな山奥の田舎町に掛 1 て も蓄音機がありさえすれま彼女の歌を聴く ことができるようになり､ コ ルシカの

島民も判レベ ー ルの頭の中につ きまとっ てい る ｢ エ ミ ー ル ･

ゾラの小説に描かれた人生の真実もいうべ きもの+
129

を聴覚
ヽ
ヽ

によっ て受容する ことになるo しか し20 年代にコル シカに住む人々が果たしてどの程 酎 レペ
ー

ルの レコ ー ドを ｢ 自分
ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ヽ

たちの軌 として聴いて いたか､ つ まり彼女の歌うパリの民衆の世界にどこまでアイデンティ ファ イで きたかは議論の余

地がある｡ # )レベ ー ルの歌はゾラの小説同様にインテリ向けの対ヒ商品であっ たという こと
､ またその頃の蓄音機が非常

に高価なもの であっ た ことを考えると､ コ ルシカの島民が彼女の芸術をどこまで親身なものとして聴い てい たかを言うの

は難しい｡ 重要なことは レコ ー

ドとい うメディアにおける 闇市
一

地方+ の関係の圧倒的な手練称性であろう｡ 音楽にお

い て 醐 如喋たした役割は､ 地方における都市文明の流入であっ てその逆では全くない ので ある｡ 鉄道という双方向の

移動を促進させたメディアとの決定的な適いはそ こにある｡ 蓄音撒胡恵覚におけるボヴアリ ー 夫人を出現させたのf=
.

o

ドゥル
ー

ズ/ ガタリは ｢国家装置は十種の< 脱> を遂行するの であるが､ すぐに, 所有､ 労働､ 貨幣における再敵出ヒ

によっ て瀞 つれるのjT=
＋

J
130
と言う○ 音楽と国家の関係につ いて も､ 恐らく彼らは全く同じことを言うの ではな いだろうか｡

レコ ー ドは音を場所から切り離した 僻庶:b[b ｡ しかし､ 音楽はすぐさまその国土全体に再観封ヒされ ｢国民粥爵+ と

い う共同体の 慌聴+ を編成する音を作り出すこ

しかし､ 果たして蓄音機は ｢聴覚人間の国民他 の決定的要因であっ たのだろうか｡ 確かに､ レコ ー ド会社はナシ ョナ

ルな感受性に訴える歌を次々と生産するの ではあるが､ 音勅封モ理 - 表射齢払号弱い芸術であることを思い出さなくては

ならない｡ 蓄音機は, 音楽を ｢脱簡二村h した決定的なメディアであっ たが､ ｢ 再 鮒 b にどれほど頁献できるだろう

か ? レコ ー ドという商品は国家に縛られてはいな い､ というよりもむしろトランス ナシ ョナルを志向する､ と言っ た方が

適切であろう｡ フ ランス静の本を読んで楽しめる外国人はそう多くないだろうが､ フ ランス 語の歌を聴いて楽しむにはフ

ランス語の潮軸巨力i 泌 ずしも要請される訳ではない｡

しか し
､ 国民の耳を再範士化する決定的に重要なメディアが音楽の複製技術誕生後間もなく登場することになる ので あ

る｡

2 -5 ラジオと聴覚人間の国民化

おまえ､ 夜､ 耳にする最後のもの､ 朝, 目にする最初のもの,

お まえは､ 彼らの勝利を､ すなわち私の不安を語りつづける｡

約束してくれ､ 突然黙っ たりしないと

J27

吉見 『メディア時代の文化社会観 p+21
z2 S

マ ク) レイ ＼ン､ マ ー シャル 機械の 楓 弗坂学訳､ 199 1 漸簸第一 側 ､ 仰勺都吉新社 p .134
Ⅰ2'
グロイル､ 肺喝事 p .77

1X '
ドゥ) レ ズ/ ガタリ

, 前掲書 p .56 5
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フ ラン コ フ ォ ニ ー

( フ ラン ス 語圏) 研究

ブレヒ ト

I di n k Fll 姐1 血e r adi o
,
d o nt w a nt to h e a r 血 s s o ng

C h t 陀1 ate to y e sterd ay , w 血 w e did w a s Ⅵ o n g

y e ah . . J r m . . .

B t lt n o w y m ligh t e n u p m y d ay wi 血y m r vi e w s

J u st 00 t o f s ch o ol a n d y m k
' l

ぬぱs s o c 00 1
u

T e e n ag e F ar x:bi b

｢ ラジオは, この十年間に出現した何にも増して､ ア 刈 カ人の日常生活を深奥から改変する ことにな っ た+
13 1

とF I

L ･ アレンは言うが､ ｢ アメリカ人+ に限定しなくてはならない理由はどこにもない｡
t
c 暮 e p 伽

ラジオの本質とl 璃 吉岡様に 懐く+ の 博+ を届ける ことにある｡ しかし､ 19 世紀に電話が ｢ 有線ラジオ約な娯楽 メ

ディ アとして+
132

* えられ､ 音楽や演劇の集団で の聴取､ ミサ､ 選挙キャ ンペ
ー

ンなどに手順されたがその発展方向を放

棄し, ｢中心旨向性の少ないネッ トワ
ー

ク的メディア+
133
となっ た歴史と正反対の道をラジオは歩む ことになるo

1 9 世紀末､ 無線奄信の技術に熱中して いた多くのアマ チュ アの中にあっ て ｢実験装置の規模を巨対ヒして通信珊 を同

時代人たちが静集の声を単ヂるほどに僻f L , ､ 同時に この装置を実際の企業活動に結びつけ, 無線通信の社会的､ 商業的

な重 雛 をだれもが気づくような仕方で示して いっ た+
134
マルコ ー ニの名は､ 今日科学技術史の常識となっ て いる｡ しか

し､ マルコ ー

ニの実験の成功が可能にしたのはあくまで 懐くの音を届ける+ こ とで あり, この頃に電話が 筒線ラジオ+

として考えられて いたのとは対称的に､ 初期の無線通儲 約 号｢無線苛乱 として考えられ ていたこ とそれ自体は不思議

な ことではない｡ ラ ジオが､ 中心から周縁ヘ音を 倣ち+ 憤 る+ 装置として考えられるためには ｢ もう 一

つ別の想像力

カ覗賓であった+
13 5

の である｡ その想像力とは

技術としての音声無線を, 電信的なメディアとして ではなく, 音楽やオペラを広範な人々に供給していく大衆娯楽的な

メディアとして窮財ヒして い こうと本格的に考え (中略 大衆に無線の受信装置を販売し､ 彼らの家庭に音楽を放送して

いくこと
13 6

の構想である｡ こう して ラジオは ｢ かつ て いかなる時低 いかなる場所でもできなか っ た､ 同
一

の面白い シ ョ ウを､ 同時

に, 大勢の人々が楽しむ こと+
137

を可能にするメディアとなっ たので ある｡ この時打めて, コ ルシカの羊飼いもパリの百

貨店の売り子も, 文字通り ｢ 同時に+ 同 じ音を聴く共同体となっ た｡ 噸覚において新聞が可能にした ｢ 経験の同時化++
138

を､ ラジオは聴覚で行っ たの である｡

葡 勤 i双方向の コ ミ ュ ニケ
ー

シ ョンを実現させる分散型ネッ トワ ー クとなり､ 普及にともなっ てその主要な目的が ｢ お

しゃ ぺ り+ となっ て いっ たの に対し､ 中心から -

方向/ 的に ｢放送+ されるラジオは権力にとっ て都合の良いメディアと

なっ た｡ その危険性を看破し､ ｢ラジオの機台払哨報の分配装置に特化されたことを批判して､ 双方向メディア への復帰

'31

アレン, フ レヂ+ ック ･ L 『オンリ
ー ･ イエスタデイ』 藤久ミネ訳､ 1986 , 餅樺葉書 p .75

J32
吉見 『｢列 の資 樋 p .1 W

13 3
佐敵 前掲音 p .144

】34

吉見 『｢ 軌 の発車 塊 p .170
13 5
訊 同上 p .175

136
訊 同上 p p .175

- 176
13 7

ア レン､ 前掲春 p .187
138
佐敵 前掲書 p .143

47



聴覚人間 の 編制 ( 佐々 木)

を主執
I39
したのがベ ルトル ト ブレヒトであるo しか し, ラジオが ｢ひ とつ の分配装置からひとつ の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ン装置に酎ヒする+
140
こ とは, 少なくともブレヒトが生きたドイツにおい てはなか っ た その代わりにラジオはフ ァ シズ

ムのプロ パ ンガンダ装置となっ たの である｡

ヒ ットラ
ー とぅジオの関係は政治と音響メディ アの間遠を考えるにあた っ て は, 言う まで もなく大変重要な事柄ではあ

るが､ フ ランス を中心に晋楽の政治学を考える本論の目的からは逸れてしまうの で こ こで は深く追求する ことはできない｡

しかし､ ヒッ トラ - の例はラジオが如何に ｢権力にとっ て都合の良いメディア+ で あるかを示す ｢最悪+ の例であり､ こ

の歴史を念頭におくとラジオによ っ て音楽にどのような事態が起こ っ たのかもよく見えてくる｡

フランス にお いて は 19 例 年にエ ッ フ ェル塔からの無線放送が開始されたのに始まり, 私的な放送が禁止されて戦争の

道具となっ た1919 年にラジオの国家主義自僻 目はピ ー クを迎えるが､ 第 ｢ 次位界大輔朝善後の192 0 年には, フ ラン ス政

府は民間のラジオ放送を認めない訳にはいかなくなるo
141

第三共和政下の フランス にお いて は, ドイツ はもちろん B B C

が独占的な立場を占めたイギリスなどと比 べ て もラジオはそれほど国家主義的なメディア ではなか っ た｡

ラジオ放送i 剖まの どんな報道手段よりもすく凱た現存性と説得力を駆使して､ 逆貢瀞勺になるがフランスで一哉ら利をはか

る道具とな っ て しまっ たの であるo ｢ポス ト ･ ^
o
7) ジア ン+ 放逸や ｢ ラジオ ㌧ 付)

_J 放送
は 音楽や言葉によるス ロ ー

ガンを濫開した広告を財源として国営のラジオと競争し､ たちまち宣伝が報道にうち勝っ た (中P5) ところが国家は､

ライカ可のかなたのナチズムのように, 自己の主張( これは強い非難をあびていた) の ためにこれを利用するすべ を知ら

なかっ た｡
142

フランス においてラジオは公共事業というよりは､ 市場の競争原理を具現化したメディアとな っ たo ｢ ライ苅可のかな

た+ でがなり立てるヒットラ ー が ｢ エ レクトロ ニ クス による内爆発を大衆に経験させ+
143

るかたわら, フラン スでは洪水

のように大衆の生活に流れ込む広告がその ｢ 内爆発+ を行い､ また ｢あらゆる波長で毎日わかりやすい経旨楽や流行歌を

普及させた+
J44
の である｡

ラル -

ス の 『フ ランス とフランス 人の年代記 C h r m iq u e d e l a F r ar K n et d e s 軸 s』 で は193 2 年の ペ ー ジに ｢ ラジオの

発展は我々の時代の注目す べき事柄である｡ フ ランス で ラジオ受信機の普及は1 00 万台を超えた+
14 5
とある

｡ それが 193 9

年には 桝酬背勢の急転換も大きく関わ っ て の結果であろうが 500 万台を突破して いる｡
J4 6

フ ランス にお いて ラジオは このように急激に普及して､ 聴衆の耳を組織してい っ た｡ こ こまで､ フ ランス の ラジオが国

家主義的とは貫いにくい ､ という ことを強調したが､ しかしラジオが中心旨向性の強い, 十方向型の ｢ひ とつ の分配装置+

で ある というこ とには変わりがない｡ ドイツ との違いは分配者が国家/ 独裁者であるか､ それとも経済的な強者であるか､

という ことである｡

こうして フ ランスの住民はダンケルクからボニ フ ァ シオまで, 資本主義の提供する音を同時に聴く国民となっ たわけで

ある｡ 佐藤卓己は

音声のみを冠者するラジオは､ 視覚を要求しないため､ ラジオは別の活動と両立できた｡ つ まり､ 運転手や職人が仕尊

畑
佐敵 前掲寄 p .1 45

14'

ブレヒト､ ベルトル ト r コミ ュ ニケ ー

ショ ン装置 としての ラジ机 石黒英男/ 野村鯵編F j <)レトル ト･ ブレヒトの仕事6 』197 3 , 河出

番頭新社 p 19 7
14 )

年号の出射まq uld199 6 年版より
1屯

デュ ビィ ､ ジョル ジュ/ ロペ ー

ル
｡ マ ンド) ト ･ 『フ ランス対ヒ史3』 紺= 貞瀬 M 駿探三 / 島田尚十訳, 1 97 0 ､ 人文春院 p 20 1

143
マ ク) レ ハ ン､ マ

ー

シャル 『メディア絶D 栗原格パ 槻 19 87 ､ みすず篭房 p .3 11
14 4

デュ ビィ/ マ ンドル -

､ 前掲事 p 2 20
J45

c h7 V n * u e d e k7 伽 c e et k # m 醜 t m t x s e , 19 87 p .10 74
ILK

q uid 19 96 参照
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ランス 語圏) 研 究

をしながら, 主婦が家事をしながら､ 聴く ことが出来る メディ アであっ た そのためラジオは集中力を要求する清彦陣オ

ペラなどの総合芸術よりも特に音楽と結びつ いた｡
14 7

と指摘するo さらに
, 音楽の中でもとくに 懐中力を要執 しない音数 つ まり先に引用した言葉にあっ た 吐かりやす

い軽音楽や流行軌 がとりわけ適して いたo フランス の ラジオにとっ て､ そのような音楽とはまずシャン ソ ンであっ た｡

こうして シ ャン ソンはラジオの電波にのり, r% れぞれの曲の受け容れられ方は急速で､ しかもあらゆる社会階層に乱
L 4

ぶこ とになるo ラジオはシャ ンソ ンをフランス 全土に 働 ヒ+ した この時代の ｢中央集中的な放送網の圧力+
14 9

の下 にあっ たラジオに 糾 ､ て ､ - ｢ ラジオ ･ パ リ+ や ｢ ポス ト パ リジアン+ とい っ た局名硝 碗に表してい るよう に

情報の流れ方は ｢中心周 軌 の関係において著しい与樹称性をなして いたので
､ 先に見た 頓働を人生の第｢ 義とする

それまで の尉寸文明+ を ｢19 世紀末から今脚冠初頭にかけて急速に衰退､ 第 ｢ 次世界大戦を境に, 自立した文明としては

完全に消滅+ させる強力な装置となるB

あるい はラジオは戦間期に蜘 ､て最も重要な国尉ヒ装置としてあっ た､ と言っ て も過言ごはないのかもしれない
｡ そし

てラジオの流すヒ ッ ト曲も国民の記憶を構成する音響となっ て い き,

なっ てい くので ある｡

2 一石 テ ィ ノ ー ロ ッシ

｢顔土的で民衆的なメロディ
-

+ を回収する装置と

Aj a c ci o , Aj a c ci o / a 駄 文氾 5 d e s g uitar e s / vi e - t 励 e s etg ar p n s/ Aj a c ci o , A)
'

a c ci o / e t cl m l y Ch ar lte S a Ch a n s o n

T h o 】鮎冶Si

産菜革命, そ して とりわけ19 世紀後半から発明され 普及して いく ことになる電気的な音声複製技掛ま､ 沈黙､ すな

わち音の闇を殺し､ 耳の遠近法を, まるで j)レド - ザ ー カ判療の ひだを均して いくように平耐ヒしてしまっfL 音が無限

に複製されるようになっ たことは､ 艶 ､ い つ で もどこでも遍在す

る音響記号の氾濫によっ て . そもそも聴覚陛界そのものを在らしめて いたような空白を埋め つくしてしまうといっ た事態

をもたらした (中略) ラジオはその代表室事であり､ 蓄音機と電話がこれを補う.
1 53

汀線強調引用都

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ヽ
ヽ

と吉見俊哉は言う｡ さらに ｢ いつ で もどこで も遍在する音響記軌 は決してありとあらゆる音というわけではなく､ 例え

ばドイツで はヒッ トラ
ー という政治的権力者の勝利を語りつj tナ､ フ ランスでl 瑠 緋 権力者の ｢私利をはかる道乳 で

あっ fL ラジオが権力者の道具であっ た時, 持たざる者の小さな音は無線電波の中にその居場所を見 つける ことはできな

かっ た｡

音楽の商業化を追求するレコ - ド会社がラジオを無視するは酌まないo ロ
ー

ランド ･ ジェ ラッ トは ｢ レコ
ー

ド会社は,

優秀なディスク
･ ジ ョ ッキ

ー

が間違いなくレコ ー ドを聞いてくれるように､ 顧問料を支払いはじめた 実際にこうや る こ

とが ｢賄賂+ として知られた+
15 1

と指摘する｡ ラジオの出現と爆発的な普及は蓄音機製造業者にとっ て は手強いライバル

の出現と受けとられヒものの ､ 音楽そのものを商売とする者にとっ てを光頓 捌こ重要なメディアであっ た ラジオが普及

する 30 年代には, 音声を獲得した映画カ吠衆娯楽のチャ ンピオンとして君臨しはじめた時代でもあり､ フ ランス の ミ ュ

ー ジッ ク ･ ホ
ー

ル及びキャバレ ー

の黄金期はト
ー

キ
ー

映画の出現と共に終わる ことになるのだが､ ラジオが歌手や演奏家

J4'

佐敵 前掲事 p .145
14 8

曙映 現代のフ ランス』 新倉慶 一 悩 乱 1985 ､ 大修館書店 p 3 86
14'

マ ク) レ
･

ハ ン 『メディア細 p 3 18
1S '

吉見 『｢声+ の資本 塊 p .15
15】

ジェ ラッ ト､ ロ
ー

ランド 『レコ
ー

ドの歴血 石坂観 相 駅 1981 ､ 音楽之友社 p 2 71
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聴覚人 間 の 編制 (佐々 木)

に新たな活躍の場を提供したの である. ヴェ ル ニ V シ ヤルパ ン トロ -

は

ト ヰ
-

暁 軸 徐々にパリの ミ ュ ー ジッ ク ･ ホ ー

)レにとっ て代わりつ つ あっ た とはいえ, 三十年代の シ ャン ソンは､ ラ

ジオの発達でその恩恵を受けることになる｡ 国営放送と民間放逸汎 之乏 遡 ⊇監底
のである｡

152

(下郎虫調引用%)

ヽ ヽ ヽ

と言う｡ この時 ｢ フ ランス 全国+ の 人々が同じ音を同時に聞く共同体になっ たことにつ いて はすでに見てきた｡
一

方ラジオと蓄音機の出現は音楽の作り手にも強烈な影響を与える ことになる. 大 鮒 ナでなく, 音楽家や歌手も ｢い

つで もどこで も遍在㌻る音響記号の悩乱 に影響を受ける ことになっ たので あり
､
マ ク) レづ＼ンは ｢蓄音機がなかっ たな

ら､ タンゴやラグタイム､ それにジャズの時代としての 20 世紀は､ 現状とは違うリズムをもつ こ とになっ たはずである+
l男
と言う｡ フランス におい て もシ ャ ンソ ンは新しいメディア界境がもたらした音の洪水に大きな影響を受けた｡ 中でも最

も重要なのはジャズの影響であろう｡ フ ランス の シ ャ ンソ ンは 30 年代に､ メディアの変容によっ て もたらされた聴衆の

拡大､ 新たな音楽要素との出会いという外的要因の大きな影響を受け ｢ シ ャン ソン を
- 一

新し､ 近代シ ャン ソ ンを創造する

作詞象 作 楓 歌手の新しし破 の出現からも恩恵をこうむ+
1 54

り､ 多くの大スタ ー が出現する ことになっ たので ある｡

すで に何度か名前の出たイヴェ ッ ト # ) レヾ
-

ル はラジオ時代のスタ ー となる には少々早く生まれ過ぎて いて (18 67

年生まれ 193 9 年に引退 ､
3 0 年代フランス の シ ャン ソ ン界に君臨したのは< レヴュ

ー

の 女 D ミス タンゲ ッ ト､ その恋

人でもあっ たモb J ) ス ･

シ ュ ヴァ リエ , < 歌う狂人> と言われた シヤ)L) い トレネ､ そ して 193 7 年に ｢ エディ ッ ト ピ

アフ+ の名前でデビュ
ー

し直したフランス最大の歌手, といっ たス タ ー

たちであっ た｡ そうい っ たシ ャン ソン黄金期とも

言える時代の蒼々たる ス タ
ー

たちの中にあっ て r20 0 曲の レ/ ト トリ ー

､

一 億数千万枚もの レコ
ー

ド売り上帆
15 5
という

記録を持っ て いるのがティノ
･

ロ ッ シ とい うコル シカ人であっ た｡

1 90 7 年にアジャクシオの フ ェ ツシ ュ 通りに生まれたコ ンスタン タン ･ ロ ッ シは幼い頃から歌が上手くて､ 聖歌豹などで

歌っ てい 恕
I5 6
1 8 歳の時に兵役のため 放び恋人の後を追うため) コ ルシカを離れ南フランス に移鼠 生活のための苦し

し唯事に追われる rJt う したある日､ 友人の ピアニ ス トが､ プロモ ー タ ー

の プチ ･ ルイなる人物を紹介してくれ
157
､ 彼

がコ ンス タンタンをテ ィノ ･ ロ ッ シ に改名し､ プロの歌手としての ス タ
ー

トを切っ たのが 193 0 年代初めの こ とで ある｡

しかし
, 直O こス タ ー ダムの階段をかけ上っ たという訳では全くなかっ たのだが､ ｢

=

1 00 ス
-

であなたの声を録音
-

とい

う広告がティノの日にとま+ り 咽親 へ の良い土産になると思っ て+
Ⅰ

幣 っ たレコ ー

ディ ングが､ 彼の人生を変える こと

になっ 恕 シ ャン ソン ｢思い出して - Ⅳi e n s -toi+ とコ ルシカ層爵 儀しきアジャクシオ Ajb c eh L 如LI uJ が録音さわたそ

のレコ -

ドを聴い 恕 てル ロ フ ォ ン ･ レコ ー ドの関係都まティノと契約し, 3 3 年にギタ
ー

伴奏によるコ ルシカの子守唄｢ オ ･

チ ュ チァ レッ ラ O Ca 血 Ik zJ と ｢ ニ ー ニ ･ ナンナ jV h
l

N m m a + を録音､ 後になっ て ｢ティ ノ ･

ロ ッ シの処女レコ ー

ディングであるとともに､ パ ルロ フ ォン に残された唯 一 の レコ ー ドとして､ のちに高い価値をもつ ことになる+
15 9
が , つ

まりそれは発売当初にはあまり売れなかっ たという ことである｡

彼をスタ ー としたのは翌34 年に< カジノ ･ ド ･ パ リ> で 行われた､ フランス各地方をテ ー マ にした∵大レヴュ ー 『フ

ランス大行進 P ar a 血 d e F r a n c c』 であっ た ティノが採網されたのはコ ルシ カの場面に起伺する歌手に, 他に該当者がい

J52
ヴェ ルニY / シヤ)L J てントロ -

､ 前掲啓 p .76
153
マク) ト ハ ン 『メディア馳 p 2 8 3
悦
ヴェ ルニ V シヤ)LJ てントロ ｢ 前掲藩 p .76
155

動勾久 『シャ ンソンのア ー

ティス トたち』199 3 ､ 松本工房 p 3 17
156
ティノ

･ ロ ッシのノ叶 わ
/

フイ) 托 / ディスコ グラフィ -

は薮内､ 前掲審及びクラブ ･

ティ ノ
･ ロ ッ シのウェブオイトSrr E T TN O R O S SI

蜘 (29/ 12 a CO 3) を参柁
'57
親礼 節拘脊 p 3 抄

'58

薮内､ 前掲夢 p 5 09
-9

薮内､ 前掲春 p p .50 9 i l O
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー ( フ ラ ンス 語 圏) 研 究

なかっ たからという理由であっ たが､

やがて岩石を配したステ ー ジに三人の乙女が大きな水差しを頭にの せて登場､ その あとに現れた ｢ 人のコ ルシカ青年が

ギタ ー を手に フランス語とコ ルシカ語をまじえて
"

ヴィエ ニ ､ ヴィ エ ニ ､ ア カン ト､ メ
-

と歌いはじめる
｡
この ｢ヴ ィエ

ニ ､ ヴィコ ニ 独痕 w
'

m iJ という曲は､ ティ ノが地方巡業中に知己を得た作曲家ヴア ンサン ･

ス コ ッ トに俵簸して作っ て

もらっ た歌で , 永遠の名曲 ｢ おおコル シカよ､ 愛の島 O C o 耽 ,
･

d e d
'

a m ot 汀+ も同じ時に生み出されたのだっ たが､ 果たし

てテ ィ ノが歌い終えた直後､ 場内は水を打っ たように静まり返っ て いた｡ そして数秒艶 割れ心劫 ､ りの拍手が堰を切っ

たかのように沸き起こっ たの である
I a)

という ことで､ 慮棚 抱急速主役をテ ィ ノ ･

ロ ッ シに変更し､ 彼は< カジノ ･ ド ･ パ リ> の香坂スタ ー とな っ た この レ

ヴュ
ー

の コルシ カの場面で歌っ た全5 曲は全てレコ ー ド化され いずれも大ヒッ トしf L

これ以嘩ティノ
･

ロ ッ シは歌に映画に大活躍し､ 生涯に渡っ て フ ランス芸台折の大スタ
ー

として 君除する ことになる
o

特筆すべ きはフランス語版 r ホワイ ト クリス マス+ とで も言うベ き ｢サ ンタのおじさん P edt p ar n N 噂+ (1 9 46 * ) の

通算2500 万枚以上という驚異的なメガ ･

ヒ ッ トであろう
｡

さて こ こで先に引いた ｢スタ ー たちは (中略 それ 甜 卜般大衆の夢の何らかの但惜を反映してい る+ というマ クル
ー ハ ンの言葉を思 い出す必要があるだろう. 例えば ｢ フ ォ

ー

プ+ ルのお腹をすかした rお針孔 に過ぎなかっ た+
16 1
ィヴ

ニ ッ ト･ # )レペ
ー

ルは自分自身の体致した貧困を歌っ て スタ ー になり､ ゾラに激賞され ロ ー トレッ クの ミ ュ ー ズとなっ た｡

判レペ ー ル臥ヒの貧困を生き r^
B
l+ の路上で 生まれた+ という噂もまことしやかに噴かれていたピアフは､ 常に悲痛な表

情をたたえて下層民衆の生を歌い､ ボリス ･ ヴィ アンは ｢彼女の荊 瀞 帳を歌うこともできただろうし, それで も彼女

は大衆を感動させつ功ナたことだろう+
162

と費えた シ ヤ)i)レ ･ トレネが歌の中で叫んだ ｢ザズ
ニ
! + という言葉は､ 閉

塞していた当時の社会状況にあっ て ｢豊かな前髪を極端にカ 1 レさせる
○ 耳の上まであるハイカラ ｢ 異様に長いジャケ

ッ トの上から細身の短ズボンが少し見え､ 卑狼なふくらはぎが露出する+
163

といっ た格好で スウィング ･ ジャズに熱狂す

る反体制的な若者たちを指す言葉となり､ トレネはずズ+ の ヒ ー

ロ
ー となっ た

｡

それで は
, ティノ ･ ロ ッ シはどのような ト戯大衆の夢の[ . . .旅情を反映+ したのだろうか｡ 彼をスタ 1 = したの は,

何といっ て も ｢ ビロ ー ドの様な h v oi x d e v el c R m + と例えられた甘く優しい歌声と､ その声のイメ ー ジを全く寿切らない

端正なマス クで あろう｡ 彼の r& 貌敵 および決して叫ぶ ことなく､ また極端な暗さをたたえる こともない声は r こんな

素敵な男性とお付き合いした い+ とい っ たような夢を女性に与える役目を演じ当時の社会にこのような言落 拙 ､ つ たが､

い わ ぎ｢セ ックス ･ シンボル+ で あっ たと言えるだろう｡ 彼につけられたキ ャッ チコ ピ - は< 魅惑の コ ルシカ人 Ie s h ct w

c o r s e > で あっ た｡

彼の 徽 = こは僅かなパタ ー

ン しかないo 満面の笑臥 徴集臥 無表情の け狩場ゝである ｡ じっ と虚空を悦んだり, 悲

痛な面持ちで目を伏せたり､ 怒りで歯を食いLl ぎっ たりといっ た ｢ 執 をまないo それはティノ ･ ロ ッ シがそういう表情を

しない人間である, という ことではなく (ひょ っ としたらそうだっ たのかも知れないがそんな ことは分からない) ､ 彼の

経常する ｢ 執
■
の性質が要請する ｢ 軌 があっ たのだ ということである｡ そ して彼のレパ

ー

トリ ー もその r 執 に相応

しい歌がほとんどであっ た ｢暗い日曜日 s o m b r e d h T Ea n C 帆 や ｢日曜日は嫌い j eh ai s le s dirr m h e+ の ような報われない

恋にむせび泣くシ ャンソンにを紺いマ ス クも｢ ビロ ー ドのf q
*

J も相応しくない｡ ｢ マリネラ M a ri r c u a+ や｢チ チ tchi -td li+

のような歌で何の悩みもない恋を､ 指をならしたり､ 噴き声をまじえたりしてあくまで甘く ロ マ ンティ ッ クに歌い必ずな

l m

薮内, 前掲書 p 3 11
'6]
グロイル､ 前掲書 p .7 8

1 62
ヴェ ルニi V シヤ)L') てントロ -

, 前掲事 p .87
J 8
浜本正史 rザズー

パリ占軒下のス ウィング狂たち+ m IO V O IC E』 柚集: Jdz z h
,

P 血
.
v QI2 26 叫 19 94 rp 22 - 2 3
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聴覚人間の 編制 (佐々 木)

くてはならないB

村上春樹は ｢ フリオ ･

イグレシア ス の どこが良い のだ!+ という題の短い エ ッセイで ｢なんとい っ て もフリオの成功の

秘訣は､ 彼が思想的に百パ ー セン ト空っぽ である ことにつ きる の ではな いか+
164

と言っ て いるが､ この指摘はティ ノ ･ ロ

ッ シにもかなりの程度当てはまるように思われる｡

彼はナチス占軒下の フランス にお いて も 『僕の恋は君の傍らに m o n a m c w e stp re s d e to i』 (1 94 3) ､ 『愛の島
･

d e d
,

al T X) 刺

(1 9 4 4) とい っ た
1

9 イ トルからして脳天気な
-

映画に出演､ また ｢ナチのお声掛かりで設立されたラジオ ･ パ リにひ んぎ

んに出演して いた+
165
ため, 1 9 4 4 年8 月の パ リ腐敗後に始まっ た対独協力者に対する喚問を受けたのだカ時 の嫌疑は直ぐ

に樹1 ､ 4 5 年には芸胎吉動に復帰して いるo 対独協力の疑いをかけられた芸能人は多く､ 例えば 『天井桟敷の人々』 の主

演女優であっ たアルレッ ティが ｢戦時中, ナチの将校の愛人だっ た+
1 66
とかルイ - フ エ ルディナ ン ･ セリ -

ヌと親交があ

つ たとかいう掛 Ⅶ酌ま多くの憶測を呼んだりした｡ しか し､ テ ィ ノ ･ ロ ッ シ の場合にはアルレッ ティの噂のような黒い影

はあまり感じさせない ｡ 仮にナチス との親交があうたとしても､ そ こに思想的な近さが見受けられな いからではないだろ

うか ? ｢ ラジオ ･

パ リにひj LA≦払ノに出演して いた+ として も, ｢ どうせ何も考えて いなか っ たんだろう+ という風にしか

思えないの で鷹揚に受けとられた､ とい う気がするo 村上翻如叫 グレシ アス を ｢頭から っ ぼ - 唄からっi£ というあの

年齢の歌手としては驚くべ き彼岸の境地に達している+
16 7

と評 したように, ティ ノ
･

ロ ッ シ も受けとられて いたので はな

いだろうか?

ティノ ･

ロ ッ シ とイグレシ アス の適いは, 後者が年齢を重ねても ｢ セッ クス ･

シ ンボル+ であり続けようと奮闘してい

るの に対し､ ティノは 容貌がドラスティ ッ クに変わ っ たこ ともあっ て か < 魅惑の コ ルシ カ人> から< サンタのおじさ

ん> に変容を瀞犬 結果それで大成功してしまっ た ことにある｡ しかし､ それで も ｢思想的に百パ ー セン ト空っ 風 とい

う基本路線に変わりがない のが､ 彼を生涯大スタ
ー

の地位に留めた要因であるように思われる｡

こ こまで にティノ ･ ロ ッ シが出演した映画につ いて若干触れてきたが､ 【SrT E T T N O R O S S 叩こよ紬£ 彼は生涯に30 本

の作品に出演し, その ほとんどで翁寅を務めている｡ しかし､ 彼の フ イルモグラフィ
ー にはいわゆる ｢映画史に残るよう

な名作+ は十本もないといっ て差し支えないだろう｡ 彼は役者ではなく, 歌手なので あるからそう言っ て も決して侮辱に

はならない
､ はずである｡ 問題となる の は､ なぜ歌手が こんなにも多くの映画に出演して いるのか､ というこ とで ある｡

ト ー キ ー

映画が発明されなか っ た らこのような事態は起こりえなかっ た｡ ト ー キ ー 映画の発展がミ ュ ー ジッ ク ･ ホ
ー ル

を衰退させた点につい てi訂すで に見てきたが､ 音楽業界にとっ てその こ とはプラス で もマ イナス で もなかっ た｡ ミ ュ ー ジ

ッ ク ･ ホ ー ルからト ー

キ
ー に括躍の場を移桝ま済む話である｡ ヴェルニi l / シ ヤルパ ントロ - は

ミ ュ ー ジック ･ ホT )i ,は ､ 映画, 特にト ー キ - が成功したあと (193 0) の映画に席を譲らなi 刑 まならなかっ た｡ その

ため､ パ リの多数のミ ュ ー ジッ ク ･ ホ ｢ ルは閉鎖を余儀なくされたc (中田&) 同時に, 街頭の歌 い手 の伝統は消え､ モ ン

マルトルのキャバレ ー も, その多くが姿を消したo (中略) それに代わっ て, レコ
ー

ドとラジオが､ シ ャン ソンに多数の

聴き手を確保し､ シ ャ ンソンはひ とたび流されると､ 同時に万人に知られるようになっ た｡ 映画はテ ィノ
･ ロ ッ シや シヤ

)i,)レ ･ トレネのようなスタ ー

の 名前を広めるのに貢献した｡
16 8

と貰う｡

そうい う訳で､ いわゆる ｢名作+ とは貫い難い
1 a)

､ 人気歌手の出演する 伶日ではほとんど忘れられてしまっ た) 映画

16'

村上春樹 『村+二朝日勤 19 87J 新潮文庫 p .1 16
165

薮札 嗣鴻番 p 3 15
一命
寮判断1/ 山田宏

一 肝映画, 輪撫の ようi胡 19 96 , 朝日新聞社 p .14 0
167
村上 , 前掲番 p .5 15

)a

ヴェ ルニヤ/ シヤ)L l)l
.

ントロ -

､ 前掲寄 p .1 07
1B ' r36 年の虫東映画 吋 .) ネラ』l 敬 重⊇丑カ‡､ 閥 的な観客を動員した+ ｢F 締垂調引用葡 軌 前掲書 p 3 12
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フ ラ ンコ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ンス 語 圏) 研究

がト ー キ ー 初期にl讃惨く制作され テ ィ ノ ･ ロ ッ シのように美貌を売りにするスタ
ー

にとっ てそ和ま重要なメディアで

あっ た
一

方､ 映画も音声の獲得によっ て音楽につ いて意識的にならざるを得なくなっ た 初の長編ト
ー

キ
ー

映画が 『ジ

ャズ ･

シンガ ー T h e J a z z S 蜘 (19 2 7) T あっ たこと､ ミ ュ ー

ジカル映画というジャ ン レの隆盛､ ｢ 映画音楽 ( - サン ト

ラ)+ という音楽の
一

形態の成立が､ 映画の音声獲得という事態が映画および昏楽という20 世紀を代表する大衆娯楽に与

えた影響の大きさを示してい るの ではないだろうかo フレッ ド ･

アステ ア& ジン ジャ
ー

･ ロ ジャ ー

ス のようなスタ ー は映

画と音楽の結び つ きが生んだ rB 腹j で あり, またティ ノ ･ ロ ッ シは映画によっ て スタ ー となっ た 博洋+ だと言えるか

もしれない｡ テ ィ ノの ヒ ッ ト曲の多く (5.1剤ざ ｢ マリネラ+ ｢灼熱の恋ナポリ rq '1 es a n b ri s e r 血 血+ 吋 ン夕のおじさん+

など) は映画の主 軌 ＼挿入歌である｡

ト ー キ ー 映画が歌手に活躍の場を与えるようになっ た ことで､ 歌 手の 闇貌阻 はますます重要となっ て いき, スタ ー

シス テムは更に弓靴される こ とになっ た, と言えるだろう｡ そして映画の集団的受容がオ ー ディ エ ンス の視観覧経験を均
ヽ ヽ ヽ ヽ

矧ヒしてい き, 級/ 聴衆という共同体の ｢アイデンティティ を国民国家ヘ と縛りつ けるようなようなイメ ー ジを､ 毎日の

生活の安定したテ ンポを通じて日常的に+
”

(傍点強調引用蔀 弓封ヒする ことになるo そ してス タ ー

の 闇+ と ｢ 列 は

国民の重要な ｢記憶+ となる ｡

さて ､ ティ ノ ･ ロ ッ シは紛れもなく ｢国民的スタ
ー

+ で あっ たo フランス において大スタ
ー

で ある､ というf=7tナでなく

外国において は彼の名前と顔は 吋ン夕のおじさん+ という大ヒッ ト曲程には知られて いない､ という意味でも ｢ナシ ョ

ナル+ なス タ
ー

であり, 彼の声はある年齢以上の ｢ フランス人+ の ｢記憶+ を間違いなく構成して いる重要な十要素であ

る｡
1 71

ラジオとト - 辛+ 映画によっ て ｢国民歌謡+ となっ たシャン ソンの重要なテ
ー

マの
一

つ に ｢ パ リ+ がある. ギルペ ｢ ル

もミス タンゲッ トもピアフもシ ュ ヴァリエ も彼/ 女たちをおt
o

7) ジャン/ /てリジェ ン ヌとして r r 般大衆の夢の何らかの側

面を反映してい+ た｡ 世界で - 番多く歌われた都市は間違いなくパリであろう､ と思える程多いo 戦観間もない日本で 使

座カンカン胞 ｢東京ブギウギ+ といっ た ｢花の都
･

東京+ を表象した歌が大量に出現した, という指摘もあるがそれに

したっ てパ リの持つ レパ ー

トリ
ー

の多さにはカ､なわないだろう. ミス タンゲッ トの ｢サ ･ セ ･ バリ C a c
,

es tfb ri s+ ｢ポン

ジ ュ -

づレ･ パリ b nj仇 ∬P ari s+ ピア フの rJl
o

7) の空の下 S ot d e ci el d e P ad s+ シ ュ ヴァ リエの ｢な つかしのパ リ M o n vi 餌 Ⅹ

P a ri s+ 他 . 有名なものだけ葡ヂることすら不示指巨な膨大な数の ｢/ 叩 のシ ャンソ ン+ が存在する｡ シ ャンソ ンとい うナシ

ヨナノ 雌 打ヒ商品が短端に首都を志向した ことは､ フランス のあらゆる収怖における中央集権主義を考察する上で非常に

重要である. これは映画につ いて も全く同じことが言えるだろう｡ パリはフ ランス の中h というよりもパリとフランス

はほとんど同じ現実として表象されてきたので はないだろうか? だが この点に関しては稿を改めて分析する方が良いと

思うので､ ここで は深く追求しない｡

しか し､ ティノ ･ ロ ッ シに は他の歌手のように ｢私のパ リ rr x ) n P ari s+ を歌う ことは出来なかっ た｡ 彼は< 魅惑の コ ル

シカ人> で あり, その ｢ コルシ カ性+ はティノ ･ ロ ッ シ という ｢商品+ にとっ て非常に重要な要素であっ た｡ 田野 組 ま

｢戦前の シ ャンソ ンにくわしい人なら､ ティノ ･ ロ ッ シというコ ルシカ出身の歌手を知っ てはいるだろうが. かれはコ ル

シカの歌はあまり歌わなかっ た+
172

と言うが､ この指摘がどこまで妥当かを 掛 泌要である｡ つ まり ｢ コ ルシカの軌

とは何を指す膏薬なのか､ ということカ澗題となるので ある｡

先述したように､ テ ィノ ･ ロ ッ シ の初レコ ー ドはコルシカの子守唄であっ たが これはあまり売れなか っ た｡ 彼をス タ ー

にしたのは< カジノ ･ ド ･

パ リ> での 『フ ランス大行勤 というレヴュ ー における コル シカの場面での出寅である｡ この

時､ 彼はコ ルシカにつ いての歌を歌っ たのだが､ これらはプロ の フランス人作曲家の ペ ンによる歌で､ コルシ カに古くか

m
トムリンソン､ ジョ ン 『グロ ー

バリゼ ー シ ョ ン』 片岡信訳､ 2 ㈱ ､ 青土社 p 209
17Ⅰ
註というより余談になっ て しまうが . コル シカ旅行中にアジヤクシオの ｢ティノ ･ ロ ッシ港+ で ｢メ - ディ - チ - ラ - ネ -

+ と歌う､
ヽ ヽ

ツ
ー

リス トとぉf しき年配の 鞘臥 の集団に遭遇した時､ 私はこの思 いを強( した ｡
l Ⅶ

田野魚 前掲事 p .8
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ら伝わっ て いる戯爵ではない｡ また, ｢ フランス 語とコル シカ語をまじえて+ とは言っ て も歌のほとんどはフランス語で ､

コ
ー

ラス の部分でわずかにコ ルシ カ語がまじる程度のものである｡ 聴衆のほとんどがコ ル シカ語を解さないのだから､ 全

部コル シカ欝で歌っ たら理解されず当然ヒッ トも難しくなるが, ほんの ちょっ と混 剛 ま< 魅惑の コ ルシ カ人> を演出す

る良いエ ッ センス になる｡ ティノの レパ
ー

トリ - には先述 ｢ヴィエ ニ ､ ヴィユ ニ+ の他にもタイトル村ナコ ルシカ語､ と

かコ ー ラス部分に少しコ ル シカ語あるいはイタリア語が混じるとい っ た歌が多くある｡ またタイトルも歌詞も全て フラン

ス語であるがコ ルシカを題材にした歌は更に多くあるo ウェブサイトEP a m l es .n et]
173

に紹介さ才1 て い る 67 曲のティノ ･ ロ

ッ シの テキス ト中から目立つものを拾っ てみ るだけでも

I Aj a c ci o (全て フランス語)

- B a m r oll e B a siti ai s e ( コ
ー ラス部分に コ ルシカ請)

-Ⅰお山e R ag a 2 Z h u ( コ
ー

ラス部分にイタリア静

-I} Aj a c ci er n e ( 全て フランス語)

心 C or s e
,
n e d

7

a n 紙 汀 (全て フ ラン ス語)

- R丘gi r x:l h (コ
- ラス部分にイタリア語)

などがある｡ テ ィノ ･ ロ ッ シの レパ ー トリ - は2 ㈱ 曲と言われて い るの で, それを全 て検討す和ぎもっ と多くなるで あ

ろう｡ また､ ここでI 梯 ヂなか っ たがイタリアを扱っ た歌や､ 地中海､ 海, 太陽といっ た ｢ ク
.
リシ ェ+ も含めれま膨大な

数になる｡

彼の出演映画ではその傾和讃字干弱くなり､ コ ルシカにつ い ての映画となると先述『愛の島』 のみである. この映画で

は r 愉快な山賊 1ej oy e m b N d t+ お よび r コ ルシカの哀歌 h c Q rr Pl a hTte C O r S e+
m
の 2 曲を歌 っ た､ という ことである｡

そういう訳で､ 田野釦 甘言う ｢ コ ルシカの歌+ が ｢ コ ルシカの民謡+ という意味なら､ 確かにティノ ･ ロ ッ シは ｢ あま

りうたわなかっ た+ という ことになるが ｢ コ ルシカにつ い ての歌Ie s ct k u m Stq h O 耶 e 皿 I e s c or s e s+ という意味に取れ

は 必ヂしもそうと古語 えなくなる｡

これはテ ィノ ･ ロ ッ シ という< 魅惑の コルシカ人> がフ ランス の ｢国民的スタ ー

+ で あるという ことをどう考える のか､

という問題である｡ コル シカ､ フランス の 二項の関係は この頃には ｢ コ ルシカ/ フランス+ ではな い｡ それは ｢ コ ルシカ

⊃ フ ランス+ である｡ 蘇
一

章でメリメの コ ロ ンバを穫材にコル シカが ｢ ヨ ー ロ ッパ+ にとっ て全くの他者として表象され

た例を見たが､ 2 0 世紀にそのような眼差しを注がれる客体となっ たのは, より他者性が強い ヨ ー ロ ッ パ外の人々で あっ た｡

フランスの大衆音楽にお いて はジョセ フ ィン ･ ペイ カ
ー

をは じめとする < ニ グロ ･ レヴ ュ ー

> の 人気がエキゾティス ムの

発露の好例となるだろう｡

ティノ
･

ロ ッ シが ｢ エキゾティ ッ クでなかっ た+ と言う ことはもちろんできない
｡ それは彼の歌､ 出演した レヴュ ー

､

映画 『愛の助 での表象 およぴく魅惑の コルシカ人> とい う呼び名に明らかである通り､ 彼は ｢ フ ランス ≒ パリ+ とい

う傾向が顕著であっ た 30 年代の芸能界にあっ て異質性を ｢ 売り+ にしたスタ
ー

であっ た｡ 彼の出身地が ことさら ｢ 商品

化+ されたのは, やはりコルシカが フランス の各地域の中でも格別エキゾティ ックな土地とみなされて いたからである｡

例R l部まとんど膏滞 にならず､ 歌の題材にもならないシ ャルル ･ トレネの出身地
175
と比 べ れ£ ティノ ･ ロ ッ シの ｢ コ ル

シカ性+ が如何に商品価値を持っ てい るかよく分かる｡

しかし, 『コ ロンバ』や^
.

)レザック の 1 且 触 h
' 宇

に出てくるコル シカ人家族の表象とティノ
･ ロ ッ シは明らかに違う｡

'

u

V h k k th
”

では冒頭からr r 人の外国人 t m 触 Ig e rJ と怖まれる^
.

)レトロ メオ ･ ディ ･ ピオンボが作中7 回も桝国人 触 岬 +

)73
地 軸 @ o '12 a 00 3)

174
c D 岬 皿D E C O R S E 冊子､ C W C m 12 参賂 臥 車内､ 前掲音においては ｢ 闇 の 勘 はコル シ か ロケカ 斬 され
b ･5 15) とあるが, こちらの冊子によると 櫛 まコル シカではなカl つ たそうであるo
175
トレネは＋)レポンヌ出身である｡ 健内､ 前掲蕃 p 3 58 封 斡
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( フ ラ ン ス 語圏) 研 究

と蛾まれ, ピオンボの娘であるジネヴラは軌跡こ
U 6
｢ イタリア娘l

,

拙 e r m e+ と形容される｡ 確かに, テ ィノ ･ ロ ッ シ もイ

タリア的な要素を求められたが､ しかし､ それでもフ ランス 人にとっ て彼は r9t 国人+ や ｢イタリア人+ ではなくフラン

ス の ｢ 国民的+ スタ ー

で あっ たo

ティ ノ
. ロ ッ シの出世作が 『フランス大行泡 であっ たことを思い出 鳩 喝 る｡ こ和ま ｢ フランス各地方をテ ー

マ にした づ くレヴュ ー

+ であっ て コ ルシカ舶 凱もなく ｢ フランス各地加 の 一

つ として表象されたの であり ｢イタリア+

で も 桝国+ で もないの である｡ ロバ を連れて山を渡ろうと海辺でギタ
ー

を持とうと 愉快な山軌 を歌おうと､ 彼はフ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ランス人でありその エキゾティ ッ クな風景は フランス なので ある｡ だから､ 彼はフラ ンス 語で ｢コ ルシカにつ いて+ は歌

うが､ ほとんどの フランス人には理解できない青葉で書かれた ｢ コ ルシ カ思乳 は歌わないの である｡ ｢ ご当地ソ ング+

は国家と国家語が各地方の観土の風景を自己に回収し ｢再 鮒 出 する装置として勝巳するが､ 国家欝でない言語の歌は

｢ 異質軌 が強すぎるので 国民的スタ ー

の レパ
ー

トリ ー にはあまり相応しくない.

『フランス 柄 勤 の コ ンセプトが連想させずにはいられない国家装置にツ ー ル ･ ド ･ フランス がある｡ ｢パ リ ･ ル ー

ペ の] 紛 ら始まる地獄の苦しみ/ コ ー ト ダジュ ー ル
､ サン トロ J V アルプス､ ビレネ ｢ / シャ ンゼリゼの最後のス テ

ー

ジ+
m
と歌うクラフトワ ー クの ｢ツ ー ル ･ ド ･

フランス - d e F r n c eJ が端的に示すように, この スポ づ ･ イベ ント

は極めて国家的なイベ ントで ある｡ ｢六角形+ を 一

周する自転車拙国土のあらゆる風景を ｢ フ ランス+ に回収するQ その
一

方

19 0 6 年からの 5 年間は, ) ト トが延長されてア)Lif
h

j l地方を含んで い た ところが遊ゴたの観衆がフランス国歌 ｢ ラ ･

マルセイエ ー

カ を歌うようになっ て､ ドイツ政府はレ
ー

スの許可を取り消1 .
178

といっ た事態が ｢ 国風 という ｢ 聯色阻 も表㌻ことになり､ 国家装置としての役割を遺憾なく発揮する のである｡

『フ ランス大行進』 が欲望したのもツ
ー

ル ･ ド ･

フランス と全く同じ領土の回収という試みであり､ それをレヴュ
ー

と

いうシ ョ ー ビジネスで行っ た, と言えるだろう｡

そ こで スタ ー になっ たティ ノ ･ ロ ッ シは､ 生涯に渡っ た芸能活動において コ ルシカをフランス に回収したおそらく､ (ナ

ポレオ ン ･ ボナパルトを別にすれカ 最大の ｢国 尉ヒ装軌 ではなかっ たろうれ < 魅惑のコ ルシカ人> として フ ランス

の国民的スタ ー になることで､ フランス人にとっ て コ ルシカをフランス に ｢再敵出ヒ+ させる 十九 ｢故郷コ ルシカの レ

コ
ー ド店の まえには､ 終日ティノの歌声に聞きいる多くの人たちの姿があっ た+

17 9
ことも重要であろう｡ この時､ シ ャ ン

ソン とはどういうものかを初めて知っ た人もひよ つ としたらいるかもしれない
｡ ティノ ･ ロ ッ シという rj3 らが村のス タ

ー

+ を応援する ことを通じて フランスの 国民叱財ヒに親しんでい っ たかもしれない コ ルシカ人の存在も無視できないだろ

う｡ しかし､ その時同時に ｢ポピュ ラ
ー

+ と ｢ フ ォ - タロ ア+ が鋭く対立する政治を内肘ヒさせた聴覚がコ ルシカ人の中

で生成された､ という可能性もあるのだこ

176

数えたら作中2 2 回あっ た しかし､ itd ie nrx , とい う形 勧 噂ら若い美女であるジネヴラのみに､ しかも物語の 前半で彼女の美しさを形
容する時にのみ使用され rq エ ンデッ夕+ が関わっ てくる後半の話の展開の中では 叶 夕リア+ という葛菊ま一 切出前 ジネヴラも含め
た登場 働 i ｢コルシカ人+ と形容されてい る屈ま極めて重要である｡ しかしこの 間静ま稿を改めて論じるに催すると思うので ここで
は深く追求しない｡

m
K ra h q k

,
T - d e FT m C e

,
1983

,
E h E 724 3 8 8 742 1 0 8

1 78

デイヴィス 『ヨ 一 口 ッ/ てⅢ 地 p .48 2

m
親札 前掲書 p 5 10
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第三章 コ ルシカ音楽の復興
3 -1 異議申し立て の始まり

普仏 鮒 臓 まもなく ｢ コ ル シカを月僻かつ未来永劫フランス共和国から追放㌻る+ 動議を国民議会で求めたク レマ

ンソ
ー

は､ 首相在任中の 190 8 年には以下のような公式報告を出すことになる｡

エ業も､ 商業も､ 農業もこ こにはない -
a 7

-

)レタ ー

ニ ュ も､ オ ー ト エ アルブスも, ヨ ー ロ ッ パ のい かなる国であろう

と､ コ ルシカの悲惨で窮乏した現状につ いて考えを与える ことはできないだろう｡
1

クレマ ン ソ ー にこう言わせる 闇執 と ｢窮乏+ は､ 山がちで士肋 聴せて いて海によっ て隔絶されて いて
､ といっ た

コ ルシカの自然環境のみに由来するの ではない｡ 確かにそうい っ た 紙 環境に関係して起こ っ た事態でもある のだが､ 人

的効如 鳴から怒涛のように流出して い っ た ことが直接の原因であり､ ｢ より良い生括のために+ 国家へ積極的に帰属し

ようとするコル シカ人の多くが公務員志向である ことは策ニ革で見てきたo コル シカは近代以前から常に貧しい島ではあ

つ たのだが r工監 商業､ 農熟 および ｢ 人間+ の 不在を考える上で
､ 近付ヒによっ て周縁化されたという側面を強調し

なくてはならないだろう｡

更に､ クレマ ン ソ
ー

が指揮をとっ た第 - 次世羅 鳩 で コル シカは多大な人命を損失することになるo 戦中の四年間に人

口の 20 % にあたる5000 0 人が島を 肘 L､ 内25 00 人が志願兵 (18 歳から2 0 歳､ および 45 歳以上の男j
=

) で あっ た
2

死

亡者は1 00 人 という ことで､ これは島の人 口の4 ･2 % に相当する( フ ランス全体にお いて は国民の 3 .5 % が大戦中に死亡) ｡
3

そういう釈て預卜淡僅界大戦が終わっ てみると190 8 年の ｢クレマ ン ソ ー

辛陪+ 以上に ｢悲惨で窮乏した項状+ に陥り､

ますます島 鵬 絶唱力け るという書簡勤 徹り返されることになる｡ さらに大戦を戦っ た ことで島民の フランス へ の

帰鹿部蝕も強化され また前寧で見たような新聞､ 写鼠 映画､ ラジオ､ 蓄音機といっ た新しいメディア界境によっ て コ

ルシカの 触 は19 世紀末から20 世紀前半にかけて早くも衰退の徴候を見せて い た 先に引いた北山の ｢それまで の

尉 根朋はしだいに19 世紀都市文明の本質である消費経済に侵蝕され 19 世紀勅 ､ ら今世紀初頭にかけて急速に衰退､

策
一

次世界大戦を境に､ 自立した文明としては完全に消滅してしまっ た+ という青葉をまた碓記してお こう｡ するとそう

い っ た事態に危触感を持つ知織畑 喝 凱ることになり, 彼らが陣に関心を寄せたのはコ ルシカ固有の言 卸 )防衛であっ た

19 世紀にはすでに 性教育とフランス語の普別 号コ ル シカの伝抑 始 共同体を崩壊させるので はと恐れた+
4

聖職静中保

守的知織人たちの間に､ rコ ル シカ方乳 を防衛しようという運蜘 現られた｡ 中で も重要なのはサ ントウ ･ ガザノ ー ウ

アによっ て 189 6 年に愈刑された 『ア ･ トラムンタ
ー

ナ A T , m zH n b , za』 という週干噺聞における 懐郷的な運動と古い言

静ヘの有益な回胤
5
の推進であろうo その試みは191 4 年発刊の 『ア ･ デ ニ スプラ A CX甲r a』､ 1 9 2 0 年発刊の 『ア ･ ム ー

ヴラ A M - 』､ 1 92 3 年発行の 『コル シカ年報 L
･

A n n u C b T n 』 に受け触 軌 て い< . しか し､ これらの運動に関わ っ て い

た 鰍 たちは決定的に重要な政治的見解の速いのために鋭く対立することになる｡

『ア . ム ー ヴラ』 の知織人は r コ ルシカ主観 - 自治主義, 『コルシカ年鞄 の知識人は ｢シルネア主義+ - 地域主義

を自称し, 両者は ｢ コ ル シカ方署の教育へ の姿勢から､ 書記法をめぐるものまでさまざま+
`
な点で対立する のだが､ 問

題を 樹 ヒすると結局それは ｢親イタリア+ か 闇 フランス+ か､ とい うことになる｡ 親イタリア的立場を取っ た ｢コ ル

J
c d c n tn d

･

Ⅰ叫 R 'kl p .釦
2
c bl - d

'

的 中kl p p .6 y 77 参照
3
A r dr e a ni 必以 p .1a ) 参照
ヰ

長谷川 『コル シカの形成と変貌 p 3 0
5

叫 L e s C by se F
, P .65

6
長谷川 『コル シカの形成と 鞄 p .32
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ンス 語 圏) 研究

シ カ主軌 はム ッ ソリ ー ニ の ファ シ ズムおよび ｢ 恵土要求l
･

ir r e n disrr k'+ に共鳴していく ことになり, それを批半阿 る r シ

ルネア主義+ は必鮮 紅 フランス愛国主義を強めていく ことになるo そういう訳で両大戦間の ｢ コ ルシカ方熟 運掛ま時

代の政治に翻弄され 頓挫する ことになっ たので あるo

知識人の運執を別として ､ 朝司期に 一 般の島民がフランス とイタリアの どちらに愛着を抱いて いたかと言えを£ これは

圧倒的にフランス であっ た｡ ｢ フ ァ シス ト政権はイタリアの学者団を何度も島に派遣して研究調査活動を進めた 島では

宣伝活動も行われたが､ 島民はほとんど関心を持たなかっ た+
7
とレヌ ッ チは述べ る｡ もともとコ ルシカ人はジ ェ ノヴァ

統治の ｢富源+ を苦々 しく思っ て おり, むしろ ｢ イタリア嫌い+
8

で知られて いる
｡ 更に, すで に見てきたようにフラン

スの 国尉ヒ装置は この 頃まで に強力に機能して いた｡ そういう訳でもともと ｢イタリア嫌い+ の心蜘 噂まれて い るコ ル

シカは, 戦争の危機を迎えて いたフラ ンス にお いて最も 優国的+ な地域の
一

つ であっ たとも言えるで あろう｡ 第 ｢ 次牡

界大戦であ才偶の悲鯵を経験したにも関わらずコ ルシカ人の フランス へ の忠組ま失われる ことなく
､ ある いは更に樹ヒさ

れ ここで またファ シズムに対抗して ｢祖国フランス+ のために戦う兵士やレジスタンス の闘士が生成される ので あるo

コ ルシカの レジス タンス は良く戦っ たことで有名で､ 最も早くフ ァ シズムの占勧 ､ら解放されたフランスの 地域となりパ

リ無敗に先立ち194 3 年には解放されて い る｡ (その ため戦後の政浄情勢において はド ニ ゴ ー ルの強力な支持基盤として機

能する ことになる｡)

そういっ た訳で策= 次世界大戦までに自治主義や地域主義の萌芽をみたものの , フ ランス の国尉ヒ装置の方が違かに強

力に傭巨していたため､ コ ルシカの島民が ｢ コル シカ人+ という民族意識を醗成するよりも先に｢ フランス 人+ という ｢国

風 へ の帰属意識の方が庭先されて いた｡ こういっ た事態が変わって いくのは第コ欠世界大戦後の高度 紬 鴨たら

した様々な要因が絡まっ てい く中での こ とになる
｡

異議申し立て運動が再び高揚したのは策二次世界大戦直後ではなく､ コ ルシカ県の 弛 fCl どくなっ たときであっ た｡

(中略 この運動が形成される過程には､ 経済的困窮で生じた防衛的反動という倣個所切 るo (中轍 こうして 196 0 年､

アジャクシオで ｢11 月29 日運動+ が､ そ してバス ティアではコ ルシカ概辞 職 正 00 ) が結成された
9

とレヌ ツ チが言うように､ 戦後の運輸初期の主な間預鞄山ま経済であっ た｡ 田市で後に地 舶 員を務める ことにもな

るマ ックス ･

シメオニ とその兄エ ドモ ン ･

シメオ ニ兄弟が196 7 年に A R CO
'

A d o n re gi o n aB ste c o I S e) を結成して以降､ 運動

の高まりカ噺たな段階に入り､ 今日もフランス の メディアを掛 吋 てい る ｢コ ルシカ間執 に続いて いくことになる
｡ 民

族主義を帯びるようになっ た運動の高揚に拍車をかけたのは1972 年の r ,j5 し覗+ 事件､ および197 5 年の ア レリア事件で

あっ た 前都まイタリアの 蛸 ヒ学工業モ ンテディゾン社の工業藤野軒下法投機によっ て コ ルシカ沿岸の海水が汚染され

た公害問題で､ フ ランス政荷の対応のまずさが運動を過漸ヒさせた｡ 後都まA R C 武装メン/ ト によるワイン ･ カ - ヴ占

拠事件で､ 機掛攻究入という簸ぎになり多数の負傷者と二名の死亡者を出した この事件の背景に樹ヒアフリカ引揚者-

｢ ピエ ･

ノワ
-

)レ+ が政府に補助金をもらっ て ｢ 悪名高きワイン不正力施 そして東書阿智で広大な土地を所軌
10

して

いた ことへ の怒りがある｡ アレリア事件の直後マ ッ クス ･

シメオニー 瀞 授獣される ことになり､ この ことが運動の暴

力化にますます拍車をかけテ ロ待針ヒしていく｡

r ,55し瀧+ およびアレリアの両事附ま良く考えてみれま決して ｢特殊コル シカ+ 的な出来事ではないであろう｡ 前者は

｢ 公亀 というほとんどの先進工業国が経験した 掛 金の負の但廊である｡ 今日では ｢舞境間茂+ という青葉になっ た

この間熟ま言うまでもなく現代社会の最重要課題の
一

つであり､ 重要な政治論点である｡ 後者は旧帝国主義国家の脱植民

7
レヌツチ､ 前掲書 p .148

8
Fr ar x,h ht

`

h C b rse s n
'

ai rr K n tr n S ks ld ier d d a n s L 6 Cb n e s pp 27
- 30 参照

9

レヌツチ､ 前掲事 p .1 49
10

レヌッチ, 前掲審 p ,15 4
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聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

地化およびそれに付随する ｢人の移動+ という､ より根深く複雑な間掛 澗わっ て い る｡ これらが現代資本主義社会にお

ける rグロ ー

ノl
＋

) L+ な閉場である ことはまっ たく明らかなの であるが､ しか し ｢政治問題+ となる とそれi 出端に国家の

問題となっ てしまうo しかし､ 国民国家という機構において しか政沿が可能でない ､ という現状がある以上どうしようも

ない ことで ある｡ グロ
ー

) V レな問題を国家という ロ ー カルな枠組み周 献 を図るという ことにはかなりの困掛 層呈して

い るとはいえ有効な代替がない以上やむを得ない｡

そういうわけで ､ コル シカの人々 も怒りの矛先を専らフ ランス 国家に向ける ことになる｡ 腐敗と暴力化が進み､ ほとん

どテロリス トとなっ て しまっ た民族主義者の 9
.
1

) ト プの間矧 瑠 代フランス における極めて深亥陀 ｢ 社会問題+ なので あ

ヽ
ヽ

るが､ 本論でそれらの詳細につ いて深く考察する余裕はない｡ 運動家たちが フランス国家のどのような側面を問題化した

のか､ という ことを私たちは議論して いくべ きで あろう｡

吋 ッ カ ー

の 僚鮎 という本の中T
･

^
B

トリ ッ ク ･ ミニ ヨ ン という社会学者は

共和主義の フランス では人は皆､ 町とか柑の ､ 市民権という小さな空間にまぎれもなく所属し､ 町や村との つ ながりを

大事にしてい る
o (申m&) しか し､ この愛着は国家ヘ の所鼠 すなわち塾生 軸 遣込墓

地≧盛墜によっ て相対化されて いる
u

汀線強調引用% )

と述べ る｡ そ才倣 ｢あるクラブに与することから､ 人生と価値の世界とを理解する方法が生まれてくる+
1 2

とネグリが貫

うイタリア､ およびイギリスやス ペ インなどのサ ッカ
ー

が盛んな国と ｢ フランスは適う｡ ジャコ バ ニ スム 揮命的中央集

権義紛 と､ パリによるすべ て の大きな決定機関の独占が､ サ ッ カ
ー

から､ あのサ ッ カ
- に賭けられるものを取り払っ て

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

しまっ てい る+
13

( 脚 ､ というの がミ ニ ヨ ンの主張である｡ これは事実と言っ て良いだろラ
. ネグリも ｢ パリ第八

大学で教鞭を執っ てい た頃､ 私がオランピッ ク ･ ドゥ ･ マ) 比 イユ やパ リ ･ サ ンジェ)L v ンの試合の ことを静せたのは,

学部秘啓の エレ
-

ヌだけであっ 恕 他の教師たちはそんな ことは馬鹿にして いたのだ･ ･ ･

｡ +
14
と淋しそうに言っ てい る

｡

ヨ - ロ ッパ 各国でlま地域間の代理戦争といった趣を呈して いるクラブチ ー ム によっ て戦われる国内リ
ー

グ軌汎 フランス

で 僻目対的に盛り上がりに欠け､ その代わり 陳+ の ソ ッ クス ､ ｢白+ のパ ンツ､ ｢ 軌 の シ ャツのコ ニ フ ォ ー ムでお馴染

みのナショ カ レチ ー

ムが愛されて い る｡ ｢くに 押y S+ ヘ の 愛着が ｢ナシ ョ ナリズム+ によっ て不断 ヒされ てしまっ てい る

のた これとかなり似た状況が､ や はり極端に中央熊極的な国家である日本において見ることができるo

コルシカの運動家が問題視したのも ｢ ジャコノヒ ス ム 揮命的中央 舶 と, パ リによるすべ て の大きな決定機関

の独占+ であっf L r7 0 年代に左翼の顔であっ た+
15

海軍jd寄 An tDil V ' S a n g u h etd 8こよる著作のタイトルは 『ジャコバンの

プロセス Pr o ce s d es J a c ob in sA である｡ この本でS a n g uir d が度々言及するのは レ＼ドソ ン研究所 L
･

H 血 n I 血tu teJ
16
に

よるコ ルシカの経済問題につ いて の報告看であり､ 彼の鞄♭はフランス の中央射臣主義がいかにして島の伝統均な産業

牧畜､ 乗の栽駄 ワイン澱追な凸 を壊碗糊犬現に追いやり経済を衰退させたか, という点にある｡ だから､ 桝 は補

助金を与えてコ ルシカ経済の立て直しに尽力すべき患 というのが主な主張となる｡
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

しかし､ ジャ コバ ンが敷島させたのi 噺 ナではない｡ ｢ あのサ ッ カ
ー

に賭け与れるもの+ ､ つ まり ｢くに+ ヘ の愛着
とその固有の対ヒを衰退させたのもジャコバンの中央集権主義と r

-

にして不可別 の ｢ひ とつの人民 ! ひ とつ の祖凱

ひとつの フ ランス !+ なのである.

11

ミニ ヨ ン､ ′叶 tJ ック 吋 ッカ ー

の僚鮎 相田1 野モ, 2 00 2 ､ 社会評論社 p 2 16
12

ネダリ､ トニ ｢梅かなるミラ> J 陶山大瑚 隈 F l リイカ』 特典: フ ットボT) 庸 2 00 2 年6 月号 青土社 p .14 0'3
ミニ ヨ ン､ 前掲音 p p2 08 - 209
1 ヰ

ネダリ､ 前掲稿 p .14 0
'5
A rd r w i めkl p .) 46
1 6
r)1 ドソン報軌 の主要な授秦はコルシカ経済を観光蛮菓によっ て立て直す とい うものである. ( S an M An to h e

,
P h x & ゐ Ja a m itw

,

19 79
,
G r a ss d) 参照
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フ ラ ン コ フ ォ ニ ー

( フ ラン ス 著 圏) 研 究

戦間期に知識人たちが真っ先に問題化したのがコル シカの ｢方乱 であっ たように､ 1 9 60 年代以降の運動において も文

化的な権利要求の億惰力i強くなっ て いくことになる｡

1 9 6 4 年､ パ リで ｢ コ ルシ カ未栽重合ⅣC A)+ が結成されたo U C A はとくに知瓢人や学生たちで構成され 運執に政治

的次元で の要求が力醸された｡ (中略) こうして U C A は , コ ルシカの衰退はフランスの中央尉勧塀因だとこれを告発し､

次の要求を称ヂたo ｢ コ ルシ カの開発は何よりもまずコ ルシ カ人の利益のために行う べきである｡ 経済的な取り組桝芸文

出⊇頭重と平行するもの でなけ湘ゴならないo+
17

(下線強調引用蔀

しかし､ パ リを中心とする ｢ ひ とつ の フ ランス ! + における各地域の対ヒの衰退に危触感を持っ たの はコ ルシカ 畑 ナ

ではない ことを確かめておかなくてはならないだろう｡ 第コ欠世界大戦以前から ｢バス クや7
>

)レタ
ー

ニ ュ
, そして オッ ク

語圏でさえ ｢地方民挺E 義+ がい ろい ろな活動を通じて盛り上がりをみせて いた+
18
ので あり､ 戦争が終わり国家の危機

とナ シ ョナリズムの高揚が
一

段落すると､ 愉 草生え､ 国土の中心きβから離れてい る地方が遅れていて 困難な状

況にあるのi 就亡劫 ､ ､ が明らかになっ たときに生ずる+
19
これらの 機 動 は195 1 年に rf クソ ンヌ法+ の制定

という成果を見る｡ デクソンヌ法, とは ｢ フランス語以外の言語カ時 の教育を目的として法律的に言及され+
20
たフラン

ス における最初の法律であり､ この時には ｢ プルトン語, バス ク欝､ カタル - ニ ヤ語の 四言語がその対象と+
21

なっ た｡

制定時にア) レザス帯, フランデレン舞およびコ ルシカ語が対象外となっ たのはこれらの ｢ 語 + がそれぞれドイツ最 オ

ラ ンダ語､ イタリア語とい っ た隣接各 ｢ 師 + の ｢屋根なし外き防 割 と見なされたからである｡ バ レ ー ル報告における

｢ ドイツ語+ ｢イタリア語+ とい っ た言及を思い出してみても良い｡ そ こで ､ デクソ ンヌ法対象外となっ た これらの言語

は ｢ アウス バウ+
22

に力を入れることになり､ コル シカでは ｢自治意識が高揚する 197 0 年代跳琴､ ｢ ア ウスバウ+ が蘇曹

にな+
2 3
り､ 1b 74 年の政令でデクソンヌ法に追加される ことになる｡

しかし公教育で地域語カ号数えられるようにな っ たからとい っ て､ それで衰退の危機が全くなくなっ た訳ではない ｡ ｢共

和主義の学校によっ て たたき込まれた感覚+ およびフランス語を ｢ フランス語を母語としない地方の子供たち+ が ｢菩ん

で受け入れた e m b r a c ed+ のは､ それが ｢議論の余地のない実用的な価値 ir m nt e stab le 脚 血 v a h x :+ を持っ てい たか

らである､ というアレクサ ンドラ ･ ジャ ツ フィ
ー

の指摘を思 い出す必要があるだろう｡ 諸々の国民化装置によっ て ｢ フ ラ

ンス 人+ ヘ と生成された ｢共和国市民+ は 桝 ヒに対する劣等意識, 根強い パリ中心志向が､ 地域語の習得

に対して否定的傾向を見軌
24

るようになり, さらに ｢グロ ー バリゼ ー

シ ョ ン+ と言われる事態を迎える時代になると,

｢ つぶ しの利かない地域語よりも英語などを選択した方が 紳J+
2 5

となる ので ある｡

となると地域の r3klヒの再軌 を目指す運軌は､ 国家を抑圧者として糾弾し､ 権利を要求す和ゴそれて滴決できる ､ と

いうもの ではない ことがはっ きりしてきた｡

パ
/ レテ ィキ ュ ラリ ス ム

大革命以来この国家はあらゆる地 方 主 義 と戦っ て きた｡ この国家は非宗教的で共和主義的な学校を創ると共に,

さまざまな伝統的系列関係と相反する国として のアイデンティティ
ー を鍛えるための道具と, その ようなものからの離脱

r7

レヌッチ､ 前掲啓 p .1 51
18
レヌツ 気 前掲音 p .145

19

レヌ ツ 気 前掲音 p .145
3
原聖 ｢フ ランスの地域讃乱 三浦信孝編 嘩壱漕主義とは何か』 藤寮敷瓦 19 97 p .8 0

2I
原､ 前掲稿 p .80

22
｢透陵 ･ 類似する言語ないし方言机 正書法などで差異を強調 して 一 個のステイタスを獲得してい く湖乳 風 前掲稿 p .84) 醸 膏で

もデンマ ー

ク常に対するノルウェ ー 簿, ドイツ語に対するルクセンブルク語, ユ
ー ゴ解体後のJ 1

.

)レカン半島各国語などの 例がある｡
23

風 前掲稿 p .8 6
24

長税Il 『コル シカの形成と変鞄 p .147
25

長谷‖l 『コル シカの 形成と 絢 p .147
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聴覚人間 の 編制 ( 佐 々 木)

として の国家という空間へ の参入の定義の手段を創り出した｡ (中略 より 一

般的には､ フ ランス 国家は市民権 (公民と
ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

しての資樹 という観念とともに､ この市民権の瀕得を社会的政治的闘争に主要に賭けられるもの の 一

つ としたの である
o

(傍点原文)
26

とミニ ヨ ンが言うサ ッ カ ー に対して冷淡な国家において , ｢地方主義+ の ｢ アイデンテ ィテ ィ ー

+ を取り戻す ことが重要

となるQ それは狭義の政潮 僻 りの問題ではもはやないo 市民として の自由と平等を保証し知 音ら 唱統的系列関係+ を
J l

i

解消してきた ｢国家という空間+ に解肖されない , 体重 楓 を獲得する対ヒ的闘争となるの で ある｡ そ して トリコ ロ
ー ルのコ ニ フ ォ ー ムのチ ー ムではなく､ ｢くに+ の ｢クラブに与する ことから､ 人生と価値の世界とを理解する+ ための ､

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

｢あのサ ッ カ
ー に賭けられるもの+ を奪い返す闘争なの であるo

問題披 即) 対 鵬闘争をどの フィ ー ル ドで行うか, というこ とになっ て くるo 覆面をかぶっ てプラス ティ ック爆弾を仕

掛ける朔 紘選んだ着たちもいるが ､ コ ルシ カの島民のほとんどはそのような活動に対してい かなる シ ンパ シ ー も抱いて

いない
o
S C バステ ィ アのサポ ー タ - になる ことで､ 国家に対して ｢場所を空けろ+ と表明する看たちもいる｡ 2 0 02 年の

フランス ･ カッ フ執勝に進出した バス テ ィアの 十郎のサポ ー タ ー はスタ ッ ド ･ ド ･

フ ランス に流れた ｢ ラ ･

マ ルセイエ ー

X J にブ ー イ ングを浴びせて ､ 激怒した国家元首を試合開始前に帰らせることになっ た

もっ と穏やかな人々はラジオやテレビで コ ルシ カ語の放送を行っ たり､ コ ル シカ語による文芸復興を試みたりする｡

しか し､ コ ルシカの対ヒ的実践で最も成功したのは口0 年代の奇跡 m L
･

T - I u d l
･

” 7 0 J と怖患れる音楽の｢再生 7i a c q u & h L+

で あろう｡ 高い失弊軌 という勢憤も手伝っ てか コ ルシカの音楽活動は手隙 に盛んで ｢ 石を扮冊1 ばミ ュ - ジシャ ンに当

たる+
27
とで も貰いたくなる軌 島民の対ヒ生活におい て極めて重要な位置を占めて い る｡ 音楽の静性化こそが､ コ ルシ

カにおいて ｢ 政治斡係争切取斉的係争を目的とはしない人々に (中略 つ い最近まで蔑まれて いたコ ル シカの文化や社会

に阻むを向け, これ を再興しようと+
2B

思わせる最も重要なアイデンティテ ィ覚醒のきっ かけとなっ たの である. 以下､

こうい っ た事態の文一ヒ政治学につ い て考察していきたい｡

3 -2 音響資本主戦の成熟と聴覚人間の世界化

P hil 蜘 F r a n ch in i は ｢ コ ル シカ人 の対ヒはポリフ ォニ ー に要約出来る+ という 胤 ゝ込み idi e s r c qt E S+ をめぐっ て, ｢ 多

くの コ ルシカ人に広く共有されてい る r2 学を持たない民軌 である+ という意見と, コ ル シカの作家R o g e , C 血 ni の ｢ コ

ルシカ人は彼らのランボ
- もゲ ー テもボッ カチオも持たない+

29

という言葉を紹介するo こ こで F r a n c hi ni は幾人かの コル

シカ人作家の名前も出すのだが, それで も ｢ ポリ フォ ニ ー

+ の成功の重要性には遥かにB b 茄ない こ とが､ 作家たちの無名

性ゆえに露呈する｡

周鰍ヒされた｢ 観 対ヒの再生には､ 特にそ の首 靴 砂数言静である啄合､ 文学はあまり適した手段ではないだろう｡

何故なら, 結局それを読むことができるのがその周樹ヒされた覇吾の 闇み書き能力+ を持つ者に限られてしまうからで

ある｡ しかし音数 特に歌であるなら嘗括を用いつ つその リテラシ ー がなくて も､ その言語を全く理解しない 概観 に

届かないという釈ではない｡ だから少数言辞の文化の再生に音楽は非常に適しており､ その手段が重要となっ たの はコ ル

シカf=Tナはない｡ そもそもコ ルシカ音楽の ｢再生 エ リア
-

ツキストウ r u q uis hLJ も島内で突発的に起こっ た訳では全く

なく､ 70 年代の ヨ
- ロッ パ全体に広がっ てい た地榔 絡とそ こから生まれた 噺しい軌 の影響下で起こっ た運軌である.

更に貰えば 音楽によるマイノリティ の対ヒ顛尭は特殊ヨ ー

ロ ッ パ的な現象でもなんでもなく､ そ こには世界的な大衆音

2 6
ミニ ヨ ン､ 杓掲番 p l 15
訂
これ‡ 勘 ミ20 X2 年9 月に行っ たコル シカ旅行の感哲である｡ ニ週間強という敷 柵 に､ 本当にもの凄( 多くの ｢歌手+ に出会っ た
もちろん､ ｢プロ+ はほとんどいない｡
3
長谷川 ｢コル シカ島(フ ランス) にお ける伝統音楽とその再勤 p p .10

-ll
2 9
馳 比 叫 Il, a

･

血 d rh 況 S e 血 ℃ a u ch a nt p l 軸
,

押 .6 ト6 7
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語 圏) 研 究

楽史の流れが関わっ て いる｡

前章までに ｢ クラシ ッ ク+ および ｢ ポピュ ラ ー

+ 音楽双方が ｢ 国労 h と関わりながら ｢ フォ
ー

クロ ア+ を周尉ヒした

過程を議論してきたが､ こうい っ た事態が第二次世界大戦終結後に新たな展開を見せる ことになる｡ 大きな要因として挙

げられるの は､ 二度の大戦が終わっ てみて 明らかになっ た世界地図上における圧倒的なアメリカの優位､ 音楽の複製技術

の新しい段際 高度経済成長によっ て更に進展して いく ｢大衆の寛 靴+ とそれによっ て 出現した新たな消費者 - 曙者+

の誕生である｡

ア 刈 カ対ヒに関しては､ フランス人は 192 0 年代から熱掛こ愛を示してきたo すで に少し触れたジ ョセ フィン
･ ベイ

カ ー が192 5 年に 機体と新しいダンス ､ チャ
ー ルス トンを伴っ て シ ャンゼリゼ藤嶋に登場+

節
する と､ フランス人のジャ

ズベの熱狂は本国アメリカにも劣らないほどになり､ ジャ ンゴ ･ ライ ンハ ルトという r自前+ の ｢ ジャズ ･ ジャイア ンツ+

を輩出し､ ｢ザズ ー

+ と研ぎれるジャズ狂い の著者たちが登場する ことになる
｡ しかし ｢ジャズ ･ エイジ+ と言われる こ

の時化 パリとアメリカの関係は少なくとも ｢両思い+ ある いは未だアメリカ人のパ リへ の思 いの方が強かっ たと言える

ので はないか
｡
ヘ ンリ

ー
･

ミラ
ー が 『北砂帝蜘 を, ア ー ネス ト･ ヘミングウェ イが 闇凄また昇る』 を､ ス コ ッ ト フ

ィ ツ ツ ジェ ラルドが 『雨の朝パリに死す』 を､ そ して何と言っ て もジョ ー ジ& アイ ラ ･ ガ ー

シ ュ インが 『パ リの ア メリカ

^ A を書いた時代である｡ しかし､ 両者の力関係l 捌 湛界大戦が終わっ て みると十変する ことになる｡

ザズ+ の ∵ 人ボリス ･ ヴィア ンはトランぺ ッ 夕 -

で あり､ また 『ル ･ ジャズ･ オッ ト Le J a 2 Z H o tA 誌 ヘ の寄穐 フィリ

ップスやフ ォン夕ナとい っ た大手レコ ー ド会社で の ジャズ ･ レコ ー ドの 企画とい っ た仕事もした｡ 彼の最も重要なジャズ

に関わる仕郵 釣 - ク ･

エリン トン､ チ ャ ー リ ー ･ ) ト カ ー

､ マイルス ･ デイヴィス といっ たミ ュ ー ジシャ ンの公演の

セ ッティ ングで ､ これ M 7) のザズづ垂に多大な影響を与えた 文学関係の仕事では､ 翻訳家として レイモ ンド ･ チャ ン

ドラ ー

の作品を紹介し､ ｢ アメリカ人ヴァ - ノン ･ サリヴァ ン+ というアルタ ー ･ エ ゴでハ ー ドボイルド小説 『嘉に唾を

かけろ』を執筆し｢ パリのアメリカかぶれ+ の典型を示1 o その精神は｢ ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク ､ ニ ュ
ー

ヨ ー ク N Ⅳ Y;b rk , N e w Y o rk J

｢ フ ォ
ー ド ･ ムス タングF br d M u sta n g + ｢ ハ

- レ - ･ ダヴイ ッ ドソン H ad e y r h vi d s o n+ な どの歌を書いたセルジ ュ ･ ゲン

ズブ づレ､ また ｢ シネ マテ ー ク ･ フ ランセ
一

見 で アメリカのジャンル映画に熱貯㌻る若い シネフィルたちにも受け継が

れて いく
｡
｢ ヌ

ー

ヴェル ･ ヴァ - グ+ のほとんどの作家たちはサウンドトラッ クにジャズを使っ たo
31
『/ 叩 のアメリカ人』

㈹ l らそれ雇の時を経れ ここで両者の関係はかなりの程度フランスの ｢片思い+ となるo

こうい っ たアメリカ文化の怒涛のような涜入の背景を ｢ 超大国+ アメリカの存 鮒 ナに求める ことはできない｡ まず

文化を受容するインフ ラの整備､ および大衆のアメリカ文化ヘ の欲望と消費できる経済力が存在しなくてはならない｡ イ

ンフ ラに関しては, ラジオはすでに普及して いたし､ 更にレコ
ー

ドというメディ アの大変容がそれを後押しする｡ 7 8 回転

SP は収餅時間も片面四分と短く音質もロ ー

フ ァイで､ 盤自体も書桝やすいの で扱いにくかっ た｡ それ故音楽を楽しむた

めに人々は蓄音機よりもラジオを利用して いたの である｡ しかし194 7 年に33 & 1乃甲m で片面23 分収録の､ 書軌にくい合

成馴旨プラスティ ックで出来たI . P が開発されると, あっ という間に従来のS P を凌駕し爆発的に普及することになる｡

大衆の経済力も50 年代のフ ランス では上昇㌻る十方であっ た｡ 戦争
'
eiぎろばろになっ て いたのだから､ それ以上は悪

くなりようがない. これは ｢ 西側諸国+ と蛾£れるほとんどの国に共通した事情である｡ 戦後の ｢高度緩流成長期+ と言

われる時代に小金を溜めるようになっ た大衆は娯楽を求めるようになり､ 更にそのパイが拡大すると生蔚吉動にlま必ずし

も従事しない若い世代もおこぼれをあずかることになる｡ 経続成長に伴う就学期間の延長が子供と大人の間にある世代-

若者を出現させ る｡ フ ランス の ｢ 対ヒエリ
ー

ト+ たちの ジャズとフイルム
･ ノワ ー ル ､ パルプ ･

フィ クシ ョ ン へ の愛着は

序章に過ぎなかっ た エルヴィス ･ プレス リ ー

の出現と共に世界の若者たちはi討ま同時に同じ音を聴く共同体となり､ ロ

部

長択均 r^
o

-+ が見たジャズの半 舵+ S Tt D IO V O IC E , 前掲 p .14
31

トリュ フォ ー

は 『ピアニス トを瞥引 で 珊 幡 にホ ンキ
ー

トンク 鞠 噌f L ) ” ･ y ) レが 研評恰 のエ レベ ー タ -

A でマイルスに吹
かせた月順航勢ま ｢シネ･

ジャX J の金字塔として名高い｡ ゴダリレは 聯苧 にしやがれ』 で ｢フ ランスの バド ･ パウエ)i ,J マ
ー

シャル ･

ソラ
ー

ルに/ てップを弓軸 吋 ､ 印まな抑まなれ古胡 ではミッシェル ･ )レダランの ジャズ ･ ピアノをフィ
ー

チャ
ー -

し, 有名な ｢マ ジソン ･ ダン
ス+ の シ

ー

ンを撮っ た この他にもフ ランス 映画 とジャズ ㈲ 村きの例は枚挙にいとまがない ｡
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聴覚人間 の 編制 ( 佐々 木)

ツ クンロ
ー

ル という文化商品と, それが表す ｢俺の 世代 M y G e n e 血 o n+ の精神
一

例えぼ ｢老しヰ畜れる前にくたばっ てや

る H 叩 I die t x ぬ陀 g e t Old+
3 2
とい っ たもの 寸£ いとも簡単に国家を越境する ことになっ た｡

そ して1962 年10 月に ｢ ラヴ ･

ミ
- ･ ドゥ -

h v e m e 工わ+ という曲でビ ー トルズがデビュ ー すると, 音楽における ｢ グ

ロ ー バリゼ ー

シ ョ ン+ が明らかになる｡ ジャズベ の愛におい ては - そして恐らくエ ルヴィス へ の憤れの場合にも､
-

そ こに

は濃厚な ｢ア メリカ+ という 噸土+ があっ た｡ 世界中の豊かになりつ つ あっ た大衆が､ 遠くで輝く ｢ア メリカ+ の3 U ヒ
ヽ ヽ

を欲望するという図式であり､ その 欲望の成り立ち方は場所性とは無関係ではなか っ たとまだ言えたであろう｡ しかし､

ビ ー トル力まア メリカ人ではなく, 更に ｢ス ウイ ンギ ン ･ ロ ン ドン+ という首都の文化を表象する こともできないo 彼ら

はリヴァ 7 L )レの労徽音階級出身で, ビ ー トルズ以前に廃れた港湾都市の ｢ス カウザ
-

+ に憧れる想像力を持っ た人々は

世界中どこを探したっ ていなか っ たで あろう. 今日存在して いるサブカルチャ
ー

都市として のリヴ ァプ ー ル という記号は､

これは明らかに ｢マ ー ジ ー ビ ー

ト以降+ の話であり､ ビ ー トルズの 人気はその ｢観土+ の表すものとは無関係な成り立ち

方をして いた｡ つ まり, ｢ ロ ッ クン ロ ー ル+ を聴いたり演奏したりする ｢ 世代の共同体+ が 博士+ に限定さ打す
ミ

惑星規

模で認識されうるアイデンティティとして成立したので ある｡ ア メリカで生まれたロ ッ クン ロ ー ルによ っ て均野ヒされた

世界中の若者の聴覚 脚ナではないのだが) が､ 6 0 年代に入ると ｢ ア メリカ+ から Ⅶ 敵 h され その国境を越える

< いま｢ ここ> 的性質が誕生したの であるo

しかし､ ビ
ー

トルズ出現以前に世を去ったボリス ･ ヴィ アン は ｢ フランス に ロ ッ クは根付カーない+ と考えて いたo 彼は

｢アンリ ･

iJ
-

)レヴァ ド
-

)レとの コ ンビによる 『強烈往復ビン夕』など､ 十連の 80 曲以上の ロ ッ クン ロ -

)レ ･

シ リ ー

丸
3 3

を作っ たが､ こういっ た ｢スノ ッ j J な 蜘 壌して いるのはロ ッ クンロ ー に対する愛でiおなくシ ニ シズムであろう｡ 彼

にとっ て重要な音楽とはま酌ま何と育っ て もジャX . および多くの楽曲も作っ て いる シャ ン ソンであっ て､ 自分が愛する

こういっ た音楽がフランス にj乱 1 て主流であり続けると考えて い た しかし､ ｢ フランス にロ ツ 列 跡 地､ ない+ という

ヴィアンの見解が､ 本当に｢ 般に言われてい るように ｢読み違い+ であるかどうかは検討を要する｡ 確かにビ ー トルズ以

降の ロ ックン ロ ー ルの嵐はフランス に も及玖 若者たちの風俗を十変させた｡ ボリス
･

ヴィ アンも登曝する 『想い出のサ

ン . ジ ェ ルマ ン』 というドキ ュ メンタリ ー 映画にはその辺りの財扮‡良く描カサtて いて､ ヴィア ン と+ 斯こサ ン ･ ジェ ル

マ ン
･ デ ･ プレを中心とする 樹 h を作っ て きた文学者たちやジ ュ リエ ッ ト ･ グレコ などの シ ャ ンソ ン歌手の映像

と､ ロ ッ クンロ
ー

ル にあわせて踊る ミ ニ ス カ - 卜の女たちや長卦こジ - ンズの男たちの コ ン トラストが 十 つ の時代の終わ

りと始まりをくっ きりと浮かび上がらせてい る｡ フ ランス の音楽シ ー

ン ではいわゆる ｢ シ ャ ンソ ンの黄金軌 は 50 年代

まで､ というのが大方の認識で d) 年代はゲンズブ ー ルの歌うところの ｢イ ェ イ ェ の時代cl 比 1 e s y e ;y e+ となる｡ グレコ や

ジョルジュ ･

ブラッ サンス､ ) 1
.

)レバ ラ といっ た戦後に括捉した歌手が 一

戦を退いた訳では全くな いのだが､ 彼らの活動は

どちらかというと流行に左右されずマイペ - ス で音楽活動を続けるミ ュ ー ジシ ャ ンのそれになっ て いき､ 時代の精神との

ダイナミズムはあまり見受けられない｡ 俗な言い方をす和ぎr時代と寝た+ の は彼ら左岸的なインテリの シ ャン ソン歌手

たちでをまなく, フ ランス ･ ギャルやジョ ニ ー ･ アリデイ､
-

i )レヴィ ･ ヴァ ルタン, ミッ シ ェ ル ･ ポルナレフとい っ たイ ェ

イ ェ のアイドルたちになる｡

しか し, ｢ フ ランス にロ ッ クを根付かせた+ のがイ ェ イ ェ の アイドルたちの功績と言えるかどうかは半噺が難しいとこ

ろである｡ 確かに彼らはフランス で非常な人気を集め､ また外国で の知名度もそれなりに高いが､ 彼らがイギリスやアメ

リカの高名なロ ック 暮 ミュ ー ジシ ャン と同じくらい の重要性を持っ て いると言う ことは､ 恐ら ぐアリデイらも含め 丁 誰

にもできないの ではないだろうか｡ 確かにイ ェイ ェ はロ ッ クンロ ー ルをフ ランス という国民国家の音楽に ｢再散村出 し

たが､ この時代に起きたより本質的な出来事というのは､ やはり国民国家を越境する強力な新しし13 U 出ミ誕生した こと､

と考えるベ きでイェ イ ェは ( 日本の G S も) ､ それなりに音楽産業が発達していたフランス のような ｢大国+ 故の例外的

な現象と考えた方が､ 6 0 年代に音楽と大衆財ヒに起こっ た出来事を考える上で助けになるような気が㌻るo だから59 年

3 2
T tH W h )

,

'

M y G er x d c tl
'

h 坤 戊邪 q d ぬn ,1 965 , V i g h R ∝ 鴫 V 2 179
3 3

永掩達治 ｢シャ ンンソンの中のボリス ･ ヴィアン+ 『ユリイカ』 特集 : ボリス ･ ヴィ アン､ 197 8 年2 月息 青土社 p .110
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語 圏) 研 究

に死んだヴィア ンの ｢ フランス に ロ ッ ク峨昆付かない+ という見解ま､ 大衆の消費というレ< )レで はこれはやはり完全に

｢ 読み違い+ なのだが､ しかしフランス 固有の ロ ック産業が大成したと言えるの かどうかという レベルでは､ まだ議論の

余地があるo フランス に成功したロ ッ ク ･

ミ ュ
- ジシャ ンがいない訳で はもちろんないのだが､ 彼らをどこまで書細石する

かが関わっ てくる問題である｡ むしろフ ランス に ロ ッ クが根付いたと言うぺ き根拠としては, フ ランスの若者たちが外国

産の音楽に< いま
-

こ こ> 性を感じ取るようにな っ た､ という点にあるの ではないだろうか｡

長谷川秀樹はコ ルシカの文化を衰退させた原因として ｢ この 当時¢ブコ ルシカを含めたフランス の地方では､ 情報や文

化の発信地であった∠ 地 表蟻心萱強く抱く若者が庄園的に多かっ た+
3 5

作簡強調引用裁 と言い ､ フランス の中央

集権主義にその主な原因を求めるが､ iまたして この時代に著者たちが [ 憧燥を抱+ いたのは､ 果たして ｢パ リ+ だけなの

だろうか ?

パリの生活様式や文化は彼らの鹿渡の的であり､ 同じ時代に東京に出てくる ことを憧れて いた日本の若者にも通じる点

であろう｡ 折しも当時フランス の音楽は､ イヴ ･ モ ンタンやジュ リエ ッ ト グレ コ に代表される 50 年代の シャ ンソ ンか
( マ マ)

ら ､ シルヴィ ･ ヴ ァルタンやフランソ ワ - ズ ･

アルディ, フ ランス ･ ギャルらに代表されるポップスな の時代ヘ と移行

しつ つ あり, こうした音楽の革新もまた若者の心を捉えるところとなっ たのは言うまでもない｡
3 6

と畏餅Irは言うが､ 本当にそうなのであろうか? パリ (および東京) が文化面でも田舎の ｢若者の心を捉え+ て いたこと

は､ 確かにそれはその通りなので あろうが､ しか しコ ルシカの著者が 60 年代にビ ー トルズに熱狂しなかっ たというこ と

l 淵 約に考えてありえない話だし､ ｢ シルヴィ
･

ヴァ ルタンやフ ランソ ワ
-

ズ ･

アルディ , フランス ･ ギャルらに代表

されるポップス+ に 闇景+ の在り処を求めるの はかなり無理があるので はないだろうか｡ 当時のちょっ と流行に敏感な

J

つまりグロ ー

^
.

)レな文化の政治学に飲み込まれ そ こで欲望を生成していた
一

名者だっ たら､ フ ランス産の ｢ ポップス+

に対してはむしろ ｢ダサイ+ と思う感受性を持ち合わせて いたのでlまないだろうか?

これは多くの コルシ カ人の研究者や運軌家 (前出 S a n g ir x:td など) にも共通してい る認識なのだが､ ｢ 当時の若者がコ

ルシカの社会や文化を ｢恥+ ､ ｢ 田舎くさい+ ､ ｢かっ こ悪い+ という風 に否定的に評価して いた+
3
7理由を､ r ^

Q

7) へ の憧陳
ヽ ヽ

･L tJ の みに帰結させて しまう傾句がある｡ スペイ ン領バス クで音楽活動を行うフ ェ ルミン ･ ムグルサというミ ュ ー ジシャ

ンは ｢リンガ ･ ナバ ロルン ･

ミ ュ
ー ジアム L in g t m l n V al m n 皿 m t m J ｢ ハルマゲドンの時代の爪あと A m n gi d e o n t m 血

細 k+ とい っ た曲で｢ ミ ッキ ー

マ ウス帽とナイキのキ ャップ/ リッキ
-

マ
ー

テ ィ ンとプッシ ュ の歌+
38
を批判するなど､

グロ
ー

^
.

)レ党本主義へ の怒りを表明して い る｡ ス ペイ ンという国家､ 特にフランコ政権が地峡文一ヒを抑圧した ことは紛れ

もなし嘩葵であるが､ ｢ エウス ケラづ スヾタ語
-を話 して 生きる/

/

覇存種の男たちと女たち+
39

を ｢ ミ ュ
ー ジアム+ に閉じ込

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

めさせたのは国民 酎 ナではない, という意識がムのレサにはある｡ しか しコ ルシカの研究者や運動家は､ 今の ところ

はまだ ｢ 一 にして不可分の+ 国民国家における首都中心主義に批糾を集中させてしまっ てい る｡ もちろん ｢ ジャコバ ン共

和国+ とフ ラン コ 別時のス ペインにおける地乾田ヒの有り様はかなり違うし､ フランス の中央集権主義は地方の文化を衰

退させた決定的な要因である ことには疑いがなく､ それを乗り越えるための諸掛声運動は言うまでもなく重要である｡ ま

たグロ
-

A
.

)tlヒに対抗する ｢フ ランス 人の フ ランス+ といっ た 瓢 i支持を集めるナシ ョナリズムの高揚といっ た深刻な
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

事態も起きて いる｡ しかし､ 今必要なのはグロ ｢ バリゼ
-

シ ョ ンという脅威と､ それに対抗するナシ ョ ナリズムと手を組
ヽ ヽ

まずに､ 双方を同時に切るような知的戦略ではないだろうか｡

34
引用者註: 長捌IIの言う ｢ この 当時+ とはコ ルシカ音楽が急速に衰渡する1960 年代初頭であるo

35

長S Jll ｢ コルシカ島( フ ランス) における伝統音楽とその 再軌 p .9
36
長都Il ｢ コルシカ島 (フ ランス) における伝統音楽とその 再乱 p .9

37

長老訓r ｢ コルシカ島 (フ ランス) における伝統音楽とその再勤 p .9
38
Fe n nin M 喝I m a ,

`

An T n gid e c n ter x) 血 a d a n E k
'

in ln -k o m u nik z zk w
,
2003

,
M ぬ k 陀 D ･233 95 櫛詞対訳l潮 時 断

39
F e t m h M q g u rza ,

`

Li n g u 拡 r B V a r r m m I -1 u 弧 Ⅱn
'

同上
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聴覚人 間 の 編制 ( 佐 々 木)

いずれにせよ, 6 0 年代にコ ルシカ及び ｢ 西但原音国+ の周縁地域に固有の地方文化を絶滅寸前にまで至らしたのは ｢ 国民

文化+ だけだと見なすことはできない で あろう. シ ンボリ ッ クに帝られる ことの多い ｢60 年代+ とは､ ビ
ー

トルズを時代

の精神の象徴とするグロ
ー

バルな文化がロ
- カル (およびナシ ョナル) な文化を根こそぎなぎ執して い っ た時代であり､

ヽ ヽ ヽ

｢聴覚人間の世界化+ がそこで始まりをみたの である｡

1 9 71 年9 月にコ ルシカを旅行した大岡昇平は, バス テ ィアの城塞の中にある ｢バ
- ･

フラ ンセ+ で 相客となっ た ｢ ジュ

ー ク . ボッ クス で ロ ッ クを選び､ しか し踊る の で もなく､ 窓際の席に坐 っ て ､ 肩 をよせ合っ て い る+ ｢ 二 人の ヒ ッ ピ
ー 風

の男女+
40
につ いて 以下のように吉改巨して いる｡

窓側のヒッピ - は ､ 最初ジロ リと
⊥

瞥をくれただけで､ あとは彼等自身の間で話し合っ て い るというよりは, j無ぜ合っ

て いる､ という ぺ きかo 仲略) この種の若者は､ 大都会の産物だと思っ て いたが, い つ の 間にか､ バスティ アの ような

河合町まで発生区域が広がっ て いるの である｡ 日本で は､ こんなところ ヘ
一 人で来る機会はないので , 私が知らないだけ

なの である｡ 外国旅行で見知らぬ国の ､ 珍しい風俗を知るという時代は過ぎた｡ いまは世界中どこでも風l料 地 たような

もの である｡
4 1

大岡が率直に認めて いる ように彼が ｢知らないだけなので あ+ つ て , この時代に進行し始めた文化のグロ
ー /i)LIヒの波

は ｢バスティアの ような田舎町まで+ 及んで いたの で ある｡ バスティ アの新港近くにあるサ ン ･ ニ コ ラ広場で､ 大岡は

目の前の公演の中を通る学生の致噂える｡ その服装も歩き方もしゃれていて, パリの学生とあまり変わらない｡ 或はジ

ェ ノヴァやピサと変わらない､ と言うベ きかo バス ティアは本土に近く､ 交通が頻繁なの で､ 垢抜けがしてい るの であるo

4 2

とい っ た感想を洩らす｡ ｢パ リ/ ジ ェ ノヴァ/ ピサ+ とい っ た都市はもちろんバスティアに縁のある地名を大岡が選んだ

のであるが､ ｢世界中どこで も風俗一浪 たようなもの+ ということだけを言うなら､ 大阪もトロ ン トもフランクフルトも

バスティア も ｢あまり変わらない+ で あろう｡ もちろん情報量の差はある の で, ｢ ｢恥+ ､ ｢ 田舎くさい+ , ｢ かっ こ悪い++

田舎と ｢垢抜けがし+ た都会の違いI;瑚邑かにあるのだが､ しか しそれはもはや ｢ 程度の差+ で あっ て本質的な差異ではな

いで あろう｡ (葉殊に都会人は全員垢披けて いて ､ 田舎者は全員かっ こ悪いかとい っ たら､ そんな ことはもちろんないの
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ
ヽ

である.) すでに普及して いた ｢遠く tel e+ を r見 る vi si o n + メディア装置や巨大化して いく文1 戯 ま､ ある程度の経済

力を持つ者たちの欲望をグロ
ー

/～
.

)レな規 弼 酎ヒし, どこに住んでいようとどこの音楽でも聴けるようにした｡ コ ルシ

カで リヴァプ
ー ルやサンフラン シス コ の音楽を聴くために特殊な情静脚斬巨力は必要とされない｡ む しろ困難になっ てく

7
[
イ ン 3
L
ト
T
ト
ー
ーL

るの は､ 圧鰍的な物量で流れ込んでくる ｢ 主 流+ 文化に対抗する耳を養うこととなる｡

ロ ックはこのようにして先進資本主義国家の隅々にまで影響力を及ぼし､ 巨大な産業ヘ と成長して い く｡ 既存の権力へ

の抵抗であっ た音楽が ｢商品に物象化され 消費に変形され 舗 まわれわれのあらゆる社会搬財ヒの見本とな+ る例は､

すで にシャ ンソンで詳しく見てきたので , こ こで はその議論を繰り返さない｡

こ こで の阻出料ま､ 新たな消費者 - 若者を市場とするロ ッ クによっ て肥大した音楽産業が成長を続けた結果､ どうい っ

た事態が起こったのかという ことである｡ -
一

方で は､ 映画 『あの頃ペ ニ
ー

･ レイン と』 で フ ィリップ - シ
ー

モ ア ･ ホフマ

ン演じるロ ッ ク評論家が音楽業界の商業主義と堕落を嘆いたように ｢ ロ ッ クは駄目になっ た+ という歴史認宗蜘号ある｡ し

かし他方では､ 露骨に白人男
J

脚 ヒで あっ たロ ッ クの枠には収まらない多様な人種､ ジェ ンダ
ー

を背景にした音楽に

4)

大岡､ 前掲書 p .8 2
41

大岡､ 前掲事 p .8 3
42

大岡､ 前掲育 p .9 0
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フ ラ ン コ フ ォ ニ
-

( フ ラン ス語 圏) 研究

もある程度の商業的成功が約束できる程轟業として成熟してきた､ という面がある｡ 60 年代には ｢著者+ と言われる人々

は大鉢皆同じような格好で､ 同じような音楽を聴いて ､ 同じような思想を共有して いて､ それはこれまで ｢ 連帯+ と言わ

れる ことが多かっ た
'

個 出I1
'

t x R lt7T W g m e r ai c n
'
43
と歌えた時代の話である｡ しかしその担 い手を白人男性にかなりの程度

限定した 60 年代の ロ ッ クが何を消滅させ､ 何を誹玲し､ 誰の声を奮っ て いたかほ､ 真剣に議論されなくてはならな いで

あろう｡ ジ ョ ー ジ リ ＼リス ンが シタ ー ルを弾いたとい っ て も､ そこに ある ｢ ビ
ー トルズ+ と ｢イ ンド+ の関係における圧

倒的な手練桐モ性を無視することはできない｡ こうい っ た事態が次第に変化をみせてくるのは､ 一 般に ｢ ロ ッ クは駄目にな

っ た+ と言われる
'

70 年代に入っ てからである｡

吉見俊哉は ｢音楽が大衆を求め始めた+ ことの結果としてある ｢音楽の危艶= こつ いて以下のように言う｡

この動きは, 少数の映画製作者やスタ
ー

, あるい は作曲が膨大な数の観客や聴衆に自らの複製された作品を販売すると

いう ことで終わるので はない｡ それはさらに進んで､ それまでの ように専門家や エリ - ト層だけでをまなく, 無数のアマ チ

ュ アや普通の人びとが､ 映画や音楽の世界のバイプレ
ー

ヤ
ー

になっ て いく可能性を含んでいた｡ ベ ンヤミ ンによれば+ す

で に新聞が､ ｢少数の執筆者が何千倍もの読者を相手にする状態+ に風穴を穿ち､ より多くの読者を執筆者の側に移して

いた｡ 写真や映画は､ やがて こうした動向を､ 視覚的な芸術の世界にま Ⅷ ヂていく ことになろう｡
4 4

そして 12 インチ LP と7 イ ンチ E P は ｢ こうした動向を+ ､ 聴覚的な ｢芸術の世界にま
-

巧討ヂこい+ つ た その ｢ バイ

プレ ヤ ー

+ の範囲が白人､ 男性, 若者に極めて限定されていたロ ッ ク内/ /
/

外に拡大して い っ たのが 70 年代以降の大衆

音楽史の動きであるo

女性､ 有色人種, 第三世界市民､ 少数言語話者といっ たマイノリティと棉まれる人びとによる音楽が活気を見せる こと

になるのは､ ちょうどロ ッ クと言われる音楽ジャンルが細分化し始めた頃と重なるo それ以前からジャズやモ
ー タウン,

アトランティツ クといっ たレ ー ベルで展開されて いた黒人音楽､ マ ンボ､ ルンバ, タンゴ､ その他諸々 の南米由来の音楽

‡ま広く聴かれてい たのだが, こう いっ た音楽がどのように受容されて い たかは慎重に検討されなくてはならないだろう｡

ジョセ フィ ン
･ ペイカ ー の裸体やカルメン ･

ミラ ンダのバナナがつ いたタ ー バンは､ 彼女たちの音楽が受け事にとっ て ｢私

の音楽+ でl力まカ1 つ たことを意味するので はないだろうか｡

しかし､ 音楽産業全称のパイがどんどん拡大し, また a) 年代の反体制的 rD .Ⅰ. Y 精神+ が広まるとマイノリティの権利

要求が音楽によっ て盛んに行われるようになる｡ 最も成功した例として､ 6 0 年代までは白人マ
ー ケッ トを意識して音楽を

作らざるを得なかっ た黒人苦楽の三相財ヒとその商業的成功､ ボブ ･ マ - リ ー をはじめとするジャ マイカのレゲエ ､ ボサノ

バの 人気以降注目を浴びるようになっ たブラジルから出てきた疎鮮句意識の高い ｢ トロ ピカリア+ と碑ヨ計L る動きなどを

単ヂる ことができるだろう｡ そうい っ た華やかな例に上かミるといささか地味な感は否めないが､ ヨ
ー ロ ッパ の周縁泊地域

から伝統対音楽とアクチ ュ アルな大衆音楽の要素を混交させ る新しい音楽の動きが注目を浴びるようになるのも 60 年代

後半から70 年代にかけてで ある｡

大島豊は

ヨ
ー

ロ ッ パ
･ ル

ー

ツ 音楽の エ ネルギ
+
の噴出自体が最近始まっ たわけではない｡ (中略) 60 年代後半から70 年代はじめ

にかけて, まるで タイミングを諮っ たかのように各地でその最析の動きが始まっ て いる｡ それは第二次大戦後の大きな文

化の波の ひとつ で もあり､ パ リ五月革命に象徴される政治の波の反映とみなすことも可能だろう｡
45

43
T h e W h )

, 前出
44

吉見 『メディア時代の 文化社会勤 p 2 0

45

大島豊 ｢はじめに+ 大島監修 旺1
一 口 ･ )レ

-

ツ ･ ポップ ･

サ
ー

フ ィン』 p .6
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聴覚人間の 編制 (佐 々 木)

と言う｡ ｢ タイミ ングを諮っ たかのように各地でその最釘の動きカ額白まっ+ たの は､ こ こまで議論してきた歴史的諸条件

の必然拘結果であっ て､ たまたまでは決してない｡ コ ルシカの ｢ リア -

ツキス トウ+ も大島の言う ｢第二次大戦後の大き

な文化の波+ の中で起こっ た動きであり､ 意融 雪高く才能のある人が突然出現して ､ とい っ た理由で起こっ たのではな い

の である｡ 以下, 実際にどういっ た凝経で ｢リア -

ツ キス トウ+ が起こり, どうい っ た音楽が演奏され それがどのよう

な道を辿るに至っ たかを見ていくことにする｡

3 J ｢ リア
ー

ツキス トウ+ の 時代

C h n ぬ U P o p ul u C b m e . 歌うコ ルシ カ人民 明白さと文†脚 断り要求の間でためらう この簡潔なフ レ
ー ズは自然発生的に

70 年代の灯台となっ たグ) ト プの名前になっ た｡ 言語とその他 のア イデンテ ィティ を示すもの の ｢リア -

ツ キス トウ

叫 (再適合- r由押 叩如a血氾)+ が島の賭け金の 一 つ となり､ また政治の暴力の激化によ っ て揺さぶられた時代の こと

である｡ かくして歌の力によっ て, 島民の自尊心ま軽蔑均な意味も含まずフ ォ
ー

クロ アでもなく検討される権利を回復す

る機会を獲得したの である｡
4 6

とP -J 触 hi は言う｡ F - k M e も ｢ 酵来さのない名前､ < G 地 U P o p Zu C b ! LS u > はアイデンテ ィティの 聞いの旗印

となっ た+
4 7

と言う｡

カンタ
ー ･

ウ
･ ボ -

プル ･ ゴ + ルス ( 以下 ｢カン タ ー

+ と記す) はピ= -

)レ ･ ゲルフ ツ チとジャ ン - ポ ー ル ･ ボレッ テ

ィ
48

を中心にして結成されたリア -

ツ キス トウの先駆者にして代表的なグル
ー

プである｡ 7 3 年に彼らがセルマ ヌ

(S err r m ) という山間部にある伝統 批 財b5ミ残された村で出会ったことが全ての始まりであるようだ/
9
しかしコ ルシ

カの音楽を演奏し､ レコ
ー

ディ ング ( - 商品†扮 したのは彼らが初めてで 怯ない｡ コ ンセルヴァ トワ ｢ ル出身のアンリ ･

トマ ジはコ ルシカ民謡を素材にした作品を30 年代に発表して いたし､ ティノ
･

ロ ッ シ もコ ルシカ民謡をいくつ か歌っ て

いた｡ だが前者がコ ルシカ音楽を ｢クラシ ッ ク+ に, 後者が ｢ ポピュ ラ ー

+ - 国民歌謡に回収した点につ いて は前章で見

てきた｡

十友 音楽民俗学者フ ェ リ ックス ･ キリチは口承で伝わっ て いた島の伝統音楽の録音作業を40 年代から60 年代にかけ

て行い､ r国立録音資料館の援助を受けて三枚の レコ ー ドを発熱
幻
また ｢ これらの録音をラジオ ･ モ ン テカル ロで放送+

5 1
し､ 島外の人々 に 『コ ロ ン)1

.

A やティノ ･ ロ ッ シ的でIまないコ ルシカ音楽を知らしめるのに貢献する.

しか し, 録音テ -

フ笥i lO 数キロ メ ー トルにも及んだ という彼の仕事の最も重要な点は民族音楽史ヘ の資料提供とい

う学仰向貢献やフランス人に広く流通して いるテ ィ ノ ･ ロ ッ シ的なス テ レオタイプを覆す音楽をマスメディアで流した､

とい っ たところにあるの で 他なくリア -

ツキス トウ世代にコ ルシカ音楽の存在を知らせることで彼らを覚醒させ､ また彼

らが音楽活動を行う際に重要なもの となる資料を豊富に提洪したところにあると思われる｡ キリチの仕事そのものは､ 当

時高揚し始めて いたコ ルシカ人のアイデンテ ィティをめく福間争に直接関わりがあると考える ことはできない｡ 彼 の行っ

た仕事とはあくまで ｢ フォ
ー クロア+ の採集 ･ 記録である｡ キリチが採集し世に出した音楽の数々が ｢クラシ ック+ およ

ぴ ｢ポピ ュ ラ ー

+ との権力関係にお いて開封ヒされ 簡 約な役割+ しか与えられない ｢ フ ォ
-

クロ ア+ であることiこ変

わりなく､ あくまでその様力関係内部での仕事であり彼の仕斡まそれを覆す ｢闘争+ にをま参加していない､ と言えるだろ

J6
也 血塊a 'kt p B

47
触 i恥H 'kL p 33

噸
pie n e G tx:tR d およぴ 肋 1P d ehi とい うフランス名に基づいて表記した｡ コル シカ名ではPie m は P 血 l ( ぺ ト)Lj) , Je a n -P a ul 柱
Gbiu v & q n 血 (デュ ワンバウ

ー

)I ,) となるが ､ この 櫛 まフ ランス本土での知名度も比較的高く､ フ ランス名での呼び名が定着してい るの

でフランス式発音に従っ た｡
4'
rjb ン夕 -

+ の/ V オグラフ イ -

は C h 7ta U P q x 血 Ck m 公式ウェ ブサイト 幽 (C gD IJ2 噸
知

T i n ine
,
め砿 p 33

51
1 吐血恥Lbkl p 3 4
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語 圏) 研 究

う｡

となる と問題は ｢カンタ
ー

+ の ｢再生+ した普楽がトマ ジやティ ノ ･ ロ ッ シ ､ またキリチが採集した ｢ フ ォ
ー クロ ア+

とどの ように違うのか､ そして彼らがどのようにしてポリフ ォ ニ
ー

を r7 0 年代の奇跡 7m
-

7 1a C u[ u di u
'

70+ と棉まれる賭け

金の
⊥

つ にしえたのか､ ということになるo

｢ カン タ ー

+ の歴史はセルマ ヌでの ゲルフ ツ チとボレ ッティの出会いに始まる ことi訂㌻で に述べた｡ ジャン - ポ ー ル ･

ボレッ ティ はこう語るo

1 9 73 年の ことで した｡ 私はセルマ ヌ にでかけ､ 突然伝統の土地にい る ことに気がつ いたのです｡ 私はSai er u Ⅶ er I mi と

フ ォ
ー クソング ･ マ ニ アの M hi c al e と 一

緒で した｡ (中略) 私たちの前にはベ トル ( - ピエ
ー

)レ) ･ ゲルプ ッ チと彼の父フ

ィリス -

アン トワ -

ヌ
･ ゲルフ ッ チ､ ベ トルの伯父さんたちである M a r c ell u ､ An dri a その他全てのセルマ ヌ住民がいまし

た｡ (中略) これこそ, この伝統を絶やしてはならないという証拠でした｡
5 2

このように して､ クラシ ッ クの教養を身につけて いたボレッティ と大人たちに囲まれて子供の頃からポリフ ォニ
ー に親

しんできたゲルフ ツチが出会っ た ことで ｢ カン タ
ー

+ とリア
-

ツ キス トウの歴史が動き出す+ ボレッティは ｢使命にP 乾芥

だされたと感じた､ 私の天職だと思っ た+
53
と語る｡ 彼がそう感じるようになっ た歴史的条件に ｢時代の政治+ - 地方民

族主義の高揚があるのl 請うまでもない｡

ボレッティにとっ て ｢カンタ ー

+ で の仕事は自分がこれまで 10 年以上に渡っ て養っ てきたクラシ ックの作曲技術と伝

統的なフォ
ー

クロ アを結び帥ナる試みであっ た｡ ｢ベ トルが先導者だっ た 彼は人々と歌を知っ て いたから+
51
という こと

である｡

｢カンタ
ー

+ 初期のメンバ
ー に ｢ プロ+ の ミ ュ

- ジシャ ンはいなかっ た｡ コ ルシカに ｢プロ+ を養う音楽産業そのもの

が存在して いなかっ たからである｡

メンバ -

のはとんどは学生, 家畜飼育者､ 農夫､ サラリ
ー

マン ､ = 員であっ た｡ 彼らはコ ルシカの全て の地域から集ま

っ て来ていた: ボレッティはフォ ツ ツア(Fi2 Z d) ､ M i mi c al e はエウイ 軸 ) ､ ゲルフ ツチはセルマ ヌ､ C e c c e fh Jte a u はソ

ッ チヤ(5 b c h) ､ ミゲ
- ル ･ パオリはヅィガ ー ウ(25

1

m ) ､ ”)レj
-

)レディ ー ニ 兄淋ま夕 ｢ 叫7Ta glh L)出身である｡
5 5

メンバ ー

の中にJ ℃くティアやアジヤクシオ, カルヴィ､ ボニ フ ァ シオといっ た比晩婚都会である海岸部の都市出身者が

いないの は恐らく偶然ではないだろう｡ 都市部や観光開発が進んで いた地域では, 1 9 7 0 年代には大岡昇平が驚いたような

若者対ヒの 鮒 ヒが押し寄 瑚 灼習慣はほとんど残されて いなかっ たからであるo

こうして結成された ｢ カンタ
ー

+ が最抑こなすべ きことはレバ
- トリ ー

の ために古い民謡を採集することであっ た｡

それは簡単な ことではなかっ た｡ 伝統を取り戻し､ 体言糾ヒし､ 深め､ これらの人々やその他の ことに出会わなも対句ゴな

らなかっ た｡ 杵ごは夜になるとほとんど人がいなくなる｡ でも歌い手たちに到達しなくてはならなかっ た; 彼らはなかな

か 口を開いてくれなか っ た｡ 彼らは多分自分達を坪㈹ l しがっ ていたの です1 何故ならその表乾昏法を朝方弄されてきたし,

歌 い方も奇妙 紬 ) と言われ続けたのだから｡

5 2
｢ヵンタ

ー

+ 公式
53

同上
54

同上
55

他 血1k
,
lbkL p3 3

公式ウェ ブすイト､ 前掲より

67



聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

｢彼らが坪田顎l しがっ てい た+ ことこそが ｢ポリフ ォニ ー

+ の衰退の原因であるo 何故フォ ー クロ ア を耳酌 ゝしがらな

くて払ならないか､ という音楽の美学上及び粗新勺/ 社会的権力関係につ いて はこ こまでにすでに見てきたo ｢ カンタ ー

+

が成すぺ きことは､ この フ ォ
ー

クロ ア を 嘩LtJ としない心性を生み出すことに他ならない.

｢ カンタ ー

+ がただ採集した民謡を忠実に再現するだけの集団であっ たなら､ それは結局 ｢ クラシ ッ ク+ ｢ポピ ュ ラ ー

+

に対して周縁化されてい る ｢ フ ォ ー クロ ア+ の担い手に留まるということになり､ 音楽における既存の権力関係を補完す

ることになる｡ それが悪い､ という ことで はない｡ ロ
- カルな伝統を守り続けるという身ぶりもナ シ ョナル及びグロ ー バ

ル規模の音楽産業に抵抗する 一 つの 選択であろうo 敵の陣地に入らない ､ という闘い方もある｡ しかしそれをま徹姦して ｢ 弱

さ+ に留まるという勝ちを志向しない弓卿各であり､ いずれは負けるかもしれない (がそれでも構わない) という覚悟が要

請される｡ ¢
'

m a l o s e r
,
b aby . W 妙d o n

'

t y c Rl kin m eP
6

) しかし当時の コ ルシカにおける ｢時代の政治+ はそうい っ たもので は

なかっ た｡ コ ルシ カ人i朝鮮r) を要求しはじめてい たの で ある｡ そして彼らが最も強く要求したのが コ ルシカ人として生き
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

る権利である｡ サイモ ン ･

フリス は ｢ アイデンティテ ィはつ ねに ､ われわれi封町であるかではなくて, われわれもま何にな

りたいかという､ ひとつ の理想であっ た+
57

(像点強調引用者) と言う｡ ｢自由+ で ｢平等+ な個人に ｢ フ ランス 人+ とい

うアイデンティティしか認めない共和国におい て ｢わ才1わ れはコ ルシ カ人になりたい+ と思えるようになるための闘いで

あり, また, 同じくフリスが

ハ イ
･

カ JL, チ ャ
ー ロ ウ ･ カ ルチ ャ

ー

高級文化と低級文化の相違は､ 異なる(階級に結び つ いた) テイス トから生まれるものを記重して いる ので はなく､

異なる 職級に結びついた?) 社会活動の結果である
58

と言う相違 - ヒエ ラルキ ー に挑む聞いで もあるだろうo

｢ カンタ
ー

+ は r われ われはコ ル シカ人になりたい+ という ｢理想+ を まずはそのグル ー プ名で 表明した｡ 彼らは

島に土着の昔を集めて再現するだけでIまなく､ そ こに使用楽静やメロディ
ー

､ 編曲などで現代的な要素を付け加えた｡ そ

うすることは ｢フ ォ
ー

クロア+ を博物館から奪い返し､ ア クチ ュ アルな ｢われわれの昔+ とするためには不可欠な行為で

あっ た､ と言えるだろう｡

19 7 5 年に彼らは初レコ
ー

ド 『昨日, 今日､ 明日 郎 (麺的 D m 7 a n e』
5 9

を ｢リゴルドゥ Rit D ud u+ から発表するo (とい

うよりも ｢ リゴルドゥ+ というレコ ー ド会社の方こそ ｢カンタ
ー

+ の作品を発表, 流通するために設立されたので ある｡)

全19 曲が収録されてい る この L P では ｢夕
-

リ ュ 村のバディ エ ー

ツ ラ P a g hj elk l dY u 7Ta gliu+ やパオリ独立政府時代の ｢ 国

歌 b7 m L n a Zh m a 由+ で あっ た聖歌
'

L b m
'

s afti
.
R e p

-

n d 他コ ルシ カ各地に伝わ っ てい る トラッ ドが多くを占めるがボレッテイ､

ゲルフ ツチおよびその他のメン) ト のペ ン による, パ オリの ことを歌っ た ｢我らの コ ルシカ (カタ 血 T u ) Sb u + , 島の風景を

讃えた
'

L etM a d
'

u Tr u k z 伽 a u c oT m
'

などの オリジナル曲も含まれている ｡

こ こに収められた楽曲とキリチが採集した民謡を聴き比べ る と､ こオ胡まやはり明らかに全く適う音楽である｡ たまたま

出会った素人 の歌をマイク
ー

本で録音したキリチ の コ レクシ ョ ン と訓練を重ねたグル
ー

プによる ス タジオ録音といっ た

⊂重の意味での) 技術的な違いも大きい のだが､ バ ックの演奏があるかないかという ことがより本質的な差異であるよ

うに思われる｡ 長谷川秀樹が ｢ コルシカのヴォ
-

チェ に はほとんど楽韓が阻弔されない｡ しかしながら例外的に楽器が用

いられるケ ー

スがある｡ だが､ それで もそのほとんどは楽器のみの演奏である+
8)

と言うようにコル シカの伝統的な歌に

は ｢伴奏+ はほとんどつかない｡ しかし ｢ カンタ
ー

+ は ｢伝統音楽をベ
-

ス にするだけでなく､ ギタ
ー

やヴァイオリンな

56
h k

,

･

L o 肝
'

in 臓k w G b kl
,
1994

,
G E F F N M V C G -153

5 7
フリス, 前掲稿 pp 2 15 <2 16

58

フリス､ 前掲稿 p .194
労
音うまでもない ことだが rカ ンタ ー

+ 他コルシカ音楽の C D で日本発売されて いる作掛 か 作もない｡ 曲名､ ア)i ,J†ムタイ トルの 研堪+

は筆者によるものである｡ 訳が分からない場合は 硝 のみ表記する｡
の

長御Ir ｢ コルシカ島 ( フランス) における伝統音楽とその再生+ p .8
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フ ラ ン コ フ ォニ ー ( フ ラン ス 語 圏) 研究

どの楽賢をくわえ, フォ
ー ク調の新しい歌も次から次へ と生み出してい+

61

き､ それこそが島の これまでの伝統的な音楽

活動との決定的な違いであるだろう｡

『昨日､ 今日､ 明日』 発表以降 ｢ カンタ
ー

+ は70 年代を通じて精力的な活動を続け 『自由 Lib eT滋』 『街の慮暢 T 触

d e l a viu e』 などの アルバ ムをコ ンス タン トに発表して いく. 中で も ｢最高傑作+ と言われて いるのが Lis s a n d r u G i ar mi rle ui

の印象的なイラストをジャケ ッ トに鑑弔した 8 枚目の アルバム
'

C
'

h e d T
'

n u
'

で ある｡ P -J C a血 ctd はこの作品を

｢偉業+ という言葉に相応しい 二枚組のアルバム｡ ここには音楽の理念と形式の国際化が録音されてい る｡ フランシ ス ･

ジャムやジ ョルジュ ･ ブラ ッサンス へ のオ マ ー ジュ ､ サルディ ニ ア/ バス ク/ カタ)i - ニ ヤの伝統へ の度入がある｡ ジャ

ケッ トに描かれた多様な群衆が壁に貼らゎた ｢カンタ
ー

+ とアム ネス ティ ･ イ ンタ
ー ナシ ョナルのポスタ

ー に見入っ て い

る様がその ことを分かりやすく説明して いる
&

と評するo この作品ではコ ルシカの 脚 爵よりも G 血血i が言うように他地域の民謡を取り上げる試みが目立ち､ また

オリジナル曲もトラ ッ ド的な様子は次第に影を潜め ｢普通の+ ポピ ュ ラ
ー 音楽にかなり近くなるo ポリフォ ニ ー はもちろ

ん ｢ カンタ
ー

+ の音楽活動 にとっ て大事な ｢鍵+ なのだが､ 例えば収録曲の
J

つ
'

S b o r T a 血1 血
'

0 )ヴ ア
ー

スとブリッ ジは独

唱され ( コ ー ラスiま大所帯ポリフォ ニ ー ) , 編曲もモダンになり楽器ではピアノがフ ィ
ー チャ ー されて いる.

｢ カンタ
ー

+ はこの ように伝統の枠にl剖文まらない野心釣な音楽活動を活発に行っ て いたのだが, しかし彼らの活動の

目的はコ ルシカ音楽を商業ベ ー

ス にのせ る ことでlまなかっ た｡ 長谷川は ｢ この活動は繭糸拘なもの ではなく､ 当時捕らえ

られて いたコ ルシカ民族主義者の保釈金の獲得､ コルシカ文化の覚醒 ･ 見直しを目的にした活動であっ た+ と言う｡ イ カ

ン夕 -

+ が特に番掛こ関わっ てい た民族主義グル
ー カまC .C .N

63
で ､ しか し ｢他の 撹派の) た めにも歌いました+

6 4

とい

う ことで ある｡

コ ルシ カにおける 70 年代未から高揚してき地方民挺E 義運動につ いて ぽ㌻でに見てきた｡

｢ コルシ チュ - ド+ ｢リア
-

ツ キス トウ+ という青葉が, 運動には直接関わらな い｢ 般島民からも聞かれるようになる｡

｢ム ー ア人の機軌 をあしららた旗を掛ヂたりナシヤツ を着たりする若者があち こちで見られ l私はコ ルシカ人であり,

誇りに思う+ という円形ステッ カ
- を貼っ た草が街路を走る｡

6 5

しか しこうした民挺 脚 の先駆者である運動が暴力傾向を見朗呑め､ また ｢路線やその他の理由からくる対立+
払
で

分裂してく
■
るようになると ｢

一

般島民と自治主義運動の間にだんだんすきま風が吹くようになり､- 集会にも人が集まらな

くな+
67
っ たという ことで あるo そんな中 r カンタ十+ は､ 時に暴力的にもなる運動にはシンパ シ

ー

を抱けない -
･

般の島

民にとっ て最も強力なアイデンティティ覚醒装置であっ たとも言えるかもしれな い｡ ｢彼ら ( - 民族 漸 レ
ー プ; 引用

者) カ射で政治集会を行った時聴衆は10 人で あっf L しか し｢カンタ ー

+ を呼ぶとICK) 人になっ た+
68

という ことである｡

F r a n ch in i も ｢1 9 74 年から多くの無料コ ンサ
ー

トを行っ た ｢ カンタ
ー

+ は試練の場にして卸打であうた｡ (中略) 彼らは自

治主義と民族主義の理念を広める のに大変重要な役割を果たした+
69

と言うB

6 I
植野軒子 げ魂の うたを追いかけて』2 00 2 , 音楽之友杜 p .196

62

cb drx:hi a ,kl p 34
63

正式名榊ま+ C m a )ぬdL
'

T

I

C:z m H
'

kd h
.

N h zh u d Zsh
'

6 4
｢ヵンタ ー

+ 公式ウェ ブサイトより
65 長税rl 『コル シカの 形成と変貌 pp . 射 場1

66
長 馴l ､ 同上 p .8 1

67

長8 Jll ､ 同上 p .8 1
68
｢ ヵンター

+ 公式ウェ ブサイトより
伊

叫 あkl p .64
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聴覚 人間の 編制 (佐 々 木)

それはこういうことではないだろうか｡

われわれの音楽経験 蔑掛封宇と音楽聴衆の経験は､ この< プロ セス における自己> の経験としてもっ ともよく理解さ

れるという ことである｡ 音楽はアイデンテ ィティ と同様に､ パ フォ
ー

マ ンスで あると同時に物語であり､ 個人に 劫ナる社

会的なもの､ 社会における個人的なもの , 身体の中の精神, 精神の中の身体を記述する｡
刀

こういっ た ｢記述+ を行うのはもちろん音楽だけではないのだがコル シカのように言語が主要な ｢賭け金+ となっ た地

域において､ 音楽が非常に適格なツ ー ル となりうる理由につ いてはすでに見てきた｡

しかし､ そのため以下のような事態が起こる こ とにもなる｡

80 年代鞘ゴコ ルシ カ音楽に対する政榔 助 言出てくる｡ ロ ベ
ー

ル ･ プラサ ー ル馨翻萌リ隊長が就任した198 3 年で あ

つ た
｡
この ころ, F L N C のテロ が拡大したため､ フ ランス秘所まこれを非合法rヒし徹底的に取り締まる ことになっ た｡ そ

の陣頭指揮をとっ たの がプラサ T )i, だっ たが, 彼はFL N C と直接関係のない コル シカ音楽も民挺主義的とみなし活動を禁

止した｡ そうしたなかで , これまでの政治的な活動の 一

環 としての コ ルシカ音楽は活動力制限されてしまい, 8 2 年 ｢カン

タ - ･

+ は解散する
71
｡

しかし､ 先駆者として の ｢ カンタ
ー

+ が蒔い た種は花を咲かせ､ 元 メンバ ー

7 2

やその活動に感銘を受けた着たちが次々

と新しいグノレ ー プを結成, 彼らの括発な活動はコ ル シカ音楽を島外にまで知らしめるようになる｡ ｢カンタ ー

+ の活動と

歩を合わせてきた ｢リゴルドゥ+ の社長にlま元 ｢カンタ ー

+ メンバ ー

の アン トワ -

ヌ
･ レオナルディが就任し若手の 観

音成に力を入れてい る｡ ピエ ｢ ル ･ ゲルプ ッ チはソロ で も暗躍｡ パリ ･ オペ ラ座の エ トワ T )L ･ にもなっ た高名なコ ルシ カ

系バレエ ･ ダ ンサ
ー

兼コ レオグラフ ァ ー

､
マリ - タロ - ド ･ ピ エ トラガラの 199 6 年作品 『コ ルシ 加 のために音楽を提

供､ その レコ ー ドが数々 の音楽祭から賞を黄うなど高い評価を得る活動を行っ て いる｡

ジャ ン - ボ ｢ ル ･ ボレッテ ィもソロで鴨島を発表するが披の括軌 湘 ナに終わらず､ 島南部の ｢最もコル シカ的+

と言われる町!カレテ
-

ヌで若手育成のための音楽学校を開きコ ルシカ文化の保存 ･ 復興に力を入れる｡ ｢ カンタ ー

+ の活

動に関わっ たその他のミ ュ ー ジシ ャ ンではペ -

シ ュ 三兄弟が r ティア
-

ミ ･ アディ アレ
- ジ C n k D ni A gh k zZe m

'

( 麦打ちの

時の こだま､ の意味) + を結免 直接 ｢カンタ r + に関わらなかっ た着たちも､ 北西部/てラ ー ニ ュ 地方ではジャン - タロ

- ド ･ アクアヴィヴァ を中心に ｢ ア ･ ヴィ
- レッ 夕 A 月 払 ( シダ､ の意味)+ を結成, その他数々 の ｢コル シカ島内で

コ ルシ カ静による r ヴォ
-

チ ェ+ を歌うグル ー プが雨後の苛のように登場する+
73
こ とになる｡ 現在 ｢ リゴルドゥ+ の

I耶 地! W c Q n V ]上には (ソロ､ グリレ
ー プ合わせて) 52 ア

-

テイス トのカタログが絶介されて いる｡ コルシカの

現在の人口が25 万強である ことを考えると､ これはやはり凄い ことであろう｡

その中でも最も大きな成功を収めたのが ｢カン タ ー

+ のオリジナル ･ メン/ ト であっ たジャン - フランソワとアランの

ペルナリレディ
-

ニ 兄弟によっ て続成された ｢イ ･ ムヴリ ー ニ ) M tLt q b
'

(/J､羊､ の意味)+ で ある｡ 彼らのデビュ ー

作は197 9

年に発表されだIE R h g n z z b u
'

で ､ 以後ア) レ†ムを出す毎に人気が上昇し
'

9 5 年発表の
'

C zD tZg hL
'

の 売り上げは13 万枚を突

破､ 翌
'

96 年にIi li T) のベル シ ー 体育館という ｢ 武重館クラス+
74

の会場を満員にし､ そ の後発表されだFi eld s o f G old
'

で

7'

フリス ､ 前掲稿 p .1 抑
71

長科Il 『コ ル シカの形成と変割
7 2
｢ < カン夕> はメンノキー

の出入りが激しく､ 飛び入りも大桃生だっ たようた レコ ー

ディングやコ ンサ ー トの ときな ど､ 毎回メンバ ニ 数

が違っ ていたらしし㌔ じっ さい にい っ たい 何人がグル ー プにかかわっ ていたのか ｡ 約50 人､ いやそれ以上だという説もある航 はっ きり

した数字をだ㌻ことば不可能に近い｡ + 植野 ､ 前掲春 p ,196
73

長掛rI ｢ コルシカ島 (フ ランス) における伝統音楽とその再勤 p .ll
74

例R lゴリッキ ー ･ マ ー

ティ ンのパリ公演会場になっ たような r^ コ+ であるD

7 0



フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラ ン ス 語圏) 研 究

はスティ ングという大物歌手と≠嶺寅を果たすに至る｡ 2 00 3 年5 月にもゼ ニ ッ トという巨大会膚
5
で ライヴを行うなどその

人気は衰えていない｡

しかしイ ･ ム ヴリ
ー

ニ の人気も彼らの音楽性が 一 際壊れて いたから､ とい っ た理由だけでは鋭明しきれな いだろう｡ そ

の背景には世界的な音楽をめぐる動向の変化があり, 彼らの 人気及び音楽性をそうい っ たコ ンテクス トで読みとく作業が

必要だと思われる｡

3 -4 Z 肋 由i と ｢ ポス ト ･

リア
-

ツ キス 卜ウ+

大学生の時､ ジャン - フランソ ワとポリフ ォニ ー を歌うと人から笑われましたo その ため故郷を恥じたこともあります｡

76

とイ ･

ムヴリ ー ニ のア ラン
･ ベルナルディ - ニ ( 弟) はトニ ー ･ ガ トリフ監督の ドキ ュ メンタリ ー 映画 『イ ･ ムヴリ

ー

ニ :

テラ』 の中で語るo ｢カンタ
ー

+ 以降の ｢ リア
-

ツ キス トウ+ という音楽経験はその 喝り を克服し ｢われわれはコル シ

カ人になりたい+ と表明する ｢< プロセス における自己> の紹軌 である ことを前節まで に見てきた｡

コ ルシカ人としての アイデンティティを獲得するための蘭争であっ た ｢カン タ
ー

+ 初期までの ｢ポリフォ ニ -

+ は文字

通り ｢ コ ルシカ人のコ ルシカ人による コ ルシカ人のための音楽+ で あっ た､ と言えるだろう. 演奏者も聴衆も､ 更にl滋歌

の テ ー

マ もほとんどコルシ カ (人) に限定されていて , そうい っ た文化活動の在り方は ｢島喚的i 血 a rJ と言えなくもな

いし､ ある いはドゥル ー ズ/ ガタリの以下のような言葉も思い出させる｡

あらかじめわが家が存在するわけではない. わが家を得るには､ もろくて不確実な中心を囲んで輪を描き､ 境界のはっ

きりした空間を整えなくてはならないからである｡ (中略) 声と昔の成分は特に重要だこ それは音の壁であり, 少なくと

も壁のづ熟ま音響的なもので ある｡ 一 人の子供が, 学校の宿題をこなすため, 力を集中しようとして小声で歌う｡ ｢ 人の

主婦が鼻歌を口ずさんだり, ラジオをつ けたりする｡ そうする ことで自分の仕事にカオスに対抗するカを持たせて いる の

f=
'

o

77

コ ルシカのポリフ ォニ - はまさに ｢ 子供粥 …】小声で歌う+ ように､ ｢主婦が鼻歌を口ずさ+ むように, ｢もろくて不繰

実な中心を囲んでト】境界のはっ きりした空間を整え+ ようとする ｢音の壁+ である｡ ｢人で も動物でもいい , 誰かの領土

的アレン ジメン トを発見する こと｡ 自分の ｢うち++
78

を獲得するための ｢声 - ヴォ - チ ェ+ で あり､ 言語なのである｡ し

か し ｢境界のはっ きりした空間を整え+ る こ とは外部を拒絶､ 排除する行為ではない｡ ｢領土は, い つ も脱散村ヒの途上

にある｡ 少なくとも脱敵封ヒに向かう港蝕的な動きをも+
7 9
っ ので ある.

コ ルシカの人々は常に ｢島+ で ある ことにつ いて考え, 書き, 歌っ て きた｡ R d b ert C ol o r m d
'

地 a は 憾ま議論の余地

なく孤立の要因だっ た+
幻

と言い､ 肋 血 血 血 i は ｢ 島輿性はまたコル シカ社会の厳格さや不透析陰に貢献した+ と

言うo しかし, 島で あることはすぐさま孤立につながるので あろうか ? 海は本当に ｢境界+ としてだl 傭 巨するのだろう

か?

75

例刻ゴ筆蔀まここでペ ックやモ
ー

ピ
ー

とい っ た ｢ス
ー

パ
ー

ス タr + の ライブを観てい る｡
76

町 ･ ムヴリ ｢ ニ : テラ』監昏: トニ
ー

･ ガトリ フ ､ 出演:イ ･ ムヴリ ー ニ (”) レナルディ - ニ兄諭 1996 屯/ フランス/ 4 A S E P T A だr

制作
77

ドゥ) レ
ー ズ/ ガダ+ , 前掲暮 p .ll

7!
ドゥル

ー ズ/ /ガタリ､ 前掲書 p 5 61
7'

ドゥ) レ ー ズ/ ガタリ, 前掲書 p 3 76
釦

c o k) 皿 d
'

Is 血
,
R d 灯ら

`

Le hby ri r血 d e l
'

ir s uh d F d aq B Phui 搾汚 F 血 Ii(申) U n e Lb m a b n gie c o ′喝 2 00 2 , a血肥 化一正 p .48
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聴覚人間 の 編制 (佐 々 木)

恐らくそうではない｡ 現に コ ル シカの被鄭触立として の歴史は､ 海が他者との交わりを不可否の ものとした要因である

ことを証明して いる｡ それは決して好ましいもの ではなく ｢ 大きな歴史は､ しばしば島に行き着く｡ 大きな歴史は島を利

用すると言 っ たほうがおそらくずっ と的確であろう+
8 1
とブロ i

)

)レは言うo しかし, その歴史を疎んで みたところでど

うにもならないであろうo I 棚 I A na bifo n a ( フランス人は出て いけ､ アラブ人は出て いけ) と壁に落書きしたり､

フラ ンス本土資本の施設に爆弾を僧掛ナても何の解決にもならないで はないか｡ 必要とされる のは､ 海を 脱 鮒 ヒ+ の

｢逃走線+ とみなしたり島を歴史カ唾なりあい絡 み合う混交の空間とみなす想像力ではないだろうかo ドリ ー

ン
･

マ ッ シ

ー はこう言うo

13 ､ 14
,
1 5 世紀の フランス ､ ならびにジ ェ ノバやアラゴンとの長く騒々しい関取 その昔にさかのぎっ て､ ピザンテ ィ

ン帝国 へ の併合｡ さらにその昔のヴア ングル人の 施 さらにそれ以前には ロ
ー

マ帝国の づ部であっ たことo また､ さら

にそれ以前のカルタゴ人とギリシア人による植 鮒 ヒと入植 - I

｡ そして 巨石を建てた人びとでさえ､ どこか他のとこ

ろからコ ルシカ島にや っ て来たことを見いだすまで ､ わたしたちをま歴史をさかのぎる ことになる｡

場所感覚､
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

｢その特徴+ の理解というものは､ この場所を､ そ の他のさまざま場所と結び つける ことによ っ て のみ築き
ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ

上げられるD 進歩的な場所感覚は､ 他の場所によ っ て脅かされる ことなく､ この ことを認識する｡ (中輸 わたしたちに

必要なのは､ ロ
-

カルなもの のグロ ー バルな関係､ すなわちグロ
ー

バルな場所惑覚である､ とわたしにi£監える ので ある｡

( 際点強調引用者)
82

少々長い引用になっ たが､ 彼女が こう言う ｢進歩的な【…】グロ
ー

^
＋

)レな場所惑覚+ こそ､ 袋小路にはまっ た民族主義運

動とは異なる道を求めるコ ル シカの歌い手たちが目指した想像力に思えてならかっ たので ､ できる ガナ省略を避けた｡

｢ カンタ ー

+ が C
'

h e d
r

n u
'

でバス ク､ カタ) レー ニ ヤ ､ サルディ ニ アの民謡を取り上げたことはすで に見たが､ 更に彼ら

は ｢ ヨ ー ロ ッパや地中温 あるいはラテンアメリカなどの他の少数民族音楽とのインタ -

フ ェイス も試臥 コ ルシカ音楽

の開放性をアピ 1 LJ
83
しfL コ ル シカというテリトリ ー を歌いながら同時に脱領土を志向する ｢進歩的な場所感覚+ は

｢カンタ ー

+ だけで なく他の ミ ュ
ー ジシャ ンたちにも見られる｡ ティ ア -

ミ
･

アディア レ
- ジI i) L -( ス ･ リ ヤツ ク (カタ

ル -

ニ ヤ) の 曲をコ ルシ カ静 こ翻訳して歌し1
S 4

,
L
'

A m L Sg i という 列レ
-

プもバ ス クやサルディ ニ ア民謡を歌 っ て いる｡ ア ･

ヴィ - レッ 夕は毎年9 月にカルヴィ で ｢ポリフ ォ ニ
-

祭 R 脚 m t 陀 C T u ts P ob p h o niq u e s d e C hl vi + とい う世界各地の ミ ュ
ー

ジシ ャンが集うイベ ン トを行い, 2 0 0 3 年で15 回目を数えた｡
85
また逆方向では17 ヒ ッ ピ ー ズという ｢ ヨ - ロ ッパ各地出

身者が集まっ て い る+ ｢ 正体不明 のF ) レ
-

7
D

)
8 6

が 『吋 レリ ン ･

スタイ)i,A というア)L ^
.

ムで ｢ コ ルシ カの音楽テ ー プで見

つ けた曲+
8 7

を演奏してい る､ という詰もある｡

そういっ た中でもとりわけ ｢越境+ に意抽的なグル ー

フ笥S -( ･

ムヴリ ー - ニで あっ た｡ 彼らの商菜的成功につ いて はすで

に触れたが, 決して最軌から)( 鵬 たわけではなかっ たようである｡

81
ブロ ー デ ル ､ 前掲書 p 2 5 6

82

マ ッシ
ー

, ドリ ー

ン 傾カの幾何学と海豹的な場所惑乱 力感政洋訳 頓独 特秦: グt3 -

パル化の 封 蝋 2 ∝辺 年1 月最 岩波
書店 p .43
8'

長谷川 ｢コル シカ島 (フランス) に淑ナる伝統苦楽とその再軌 p .ll
糾

リヤ ツクの ｢ レスタカ 航､ の意味)+ をコル シカ欝で ｢カデナ 備 ､ の意嚇+ と改接してカ/ 卜 してい る.
鈷

筆耕ま2 ∝比 年の 14 回目のイベ ントを5 日間に渡っ て樹町㌻る機会を得fL , そ 聯 軸ロミ ュ ー

ジシャ ンはカレガt+ ア ､ マ ダガスカ) h
マ リ, ナポリ､ クレ夕息 エリトリア, サルデイ ニア, 南アフ リカ朝地から来てい た アッ トホ ｢ ムなコ ンサー

トでチケッ トの売れ行きも
良く, またボランティアと思われるスタッフ のい きいきとした仕事ぶり も姉惑が持てる素晴らししイ ベ ントだっ たのだが､ 聴衆の ほとん ど
カ攻陽と海を求めてや っ てきた (こんがり日焼けしている) バカンス 各 とい っ た雰艶気でピ + チに行けない夜の手ごろな娯楽といっ た感
じは否めなかっ た｡
86

東味密 栓 う吐界音楽鮎 20 03 ､ 青土社 p 2 82
87
東､ 前掲書 p 2 83
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フ ラ ン コ フ ォニ
ー

( フ ラン ス 語圏) 研 究

反体制活動と非来する人も少なくありません ある自治体ではライヴを地方粂嗣と照らし合わせ法と秩序を乱すものと

判断して い ます｡ 糾 回を数えるライヴで今でも忘れられない のは､ そうした自浄体から中止宣告を受けた時です｡ で も観

客は待っ て います｡ ライヴは決行しました｡ 当日会場にをお郎和音い ました｡ 我々が自治体の役員と交渉を続ける間も､ 軍

隊は我々の行動を監視して いました｡ 村の入り口が通行禁止になり､ 観客は5 k Tn も6 k m も歩き会場′＼ 何とか無事にライ

ヴを行えました｡
鴇

こうい っ た事態は ｢カンタ ー

+ 解散前後に ロ ベ
ー ル ･ プラサ

- ル警察特別隊長が弾圧を加えた時期に起こっ たので あろ

ラ. しかし ｢中止宣告+ はイ ･

ム ヴリ ー ニ の人気を阻止するというよりは､ むしろ ｢気骨のある愛郷的グル
ー

プ+ と聴衆

に感じさせ る役割を果たしたので はないだろうか｡

イ ･

ムヴリ ー ニの ｢ リゴル ドゥ+ に残されてい る初期作品は古くから伝わるバディ エ ー

ツ ラや聖歌を取りあげる割合も

多く､ 編曲やサウ.ン ド
･ プロダクシ ョン も他の ｢ヴォ

- チェ+ グリレ
ー

プ同様ア コ
ー

スティ ッ ク楽器を主体としたものだっ

た. ｢ 結成当時は< カン夕> の影響でiまかにもたくさんグ) レ
ー

フ初音生まれましたが, その こ ろの レコ ー ドをあらためて聴

い てみ ると､ どのグル ー プの歌もほんとうによく似かよ っ て いる ので驚きました+
B9
というインタビュ ア

ー に対して､ ジ

ャン
- フランソ ワは ｢使っ て いる楽誰の種類もほとんど変わらないし､ 何しろル ー

ツは同じポリフォ ニ ー だからね｡ 当時

は各グル ー プとも手探りだっ たし､ なかなか厨性をだ㌻ところまで いかなかっ たんだ+ と答えるo

しかし､ 彼らはキャリアを重ねるに連れて ｢ いろんな楽給をとりいれ､ ずいぶん音楽的なメステ ィ J ) 頒交) を試み+

9 0

るようになる｡ エ レクトリッ ク ･ ギタ ー / ベ ー

ス ､ ドラム ･ セ ッ ト, シンセサイザ ー とい っ た同時代のロ ッ クが鮭岡し

て いたような楽経を使い ｢ ロ ッ ク調トラッ ド ･ ポップス
9 1

+ といっ た趣で ∵ 般釣なロ ッ クが取る/ ト ス - ブリ ッ ジ- コ ー

ラス といっ た構成のものが多くなり､ 曲の長さもロ ッ クに多い 4 - 5 分合が平均となっ て いく｡
92
ジャ ン - フランソ ワは｢伝

統に囚われ見 時代に合わせて編曲された音楽カ噺しし個性になるの です｡ そして豊かで魅力ある音楽が誕生します+
93

と

語る｡ その ようにして新しいサウンドに彰 断 るだけでなく､ ルイス
･ リヤ ツ ク( カタ)レ

ー

ニ ヤ) ､ ダン
･ ガリビアン ( ア

ルメニ ア) などの ミ ュ ー ジシャ ンとデ ュ エ ッ トし近年ではスティング､ M C ソラ
ー

とい っ たポピ ュ ラー 音楽の主流に いる

ミ ュ
ー ジシャン とも共演して い る｡ リヤ ツ クは ｢ コ ルシカの伝統音楽を伝統音楽だけで終わらせ範 現代の音楽にマ ッチ

した音づくりやアレンジを試みて いる+
94

と評価して いる｡ 2 00 2 年発表の最新作tB M では歌詞の大難知 音フ ランス語

の曲も歌い, ソ ラ
ー

の ラップをフィ
ー チャ

ー したシングル曲
'

J a7a kzb a d
'

k は大掛かりなロケを行っ たP V も作っ てい る｡

この ようにビッグビジネスとなる音楽活動を行うグル
ー

プを ｢ リゴルドゥ+ のような零軒レコ
-

ド会‡ピ
5
がプロデュ

ー

ス で きるを締 まない｡ イ ･ ムヴリ ー

ニ に限らず､ 映画音楽も手掛けるようにな っ たア ･ ヴィ -

レッ 夕やバレエ音楽を試み

たりするビエ ｢ ル ･ ゲルフ ツチの ようなミ ュ
ー ジシャ ンの大掛かりな活動も ｢リゴルドゥ+ を基盤に行われてはいない｡

これ らの ミ ュ ー ジシ ャン も最初のキャリアは ｢リゴルドゥ+ でス タ ー トさせたのだがレコ ー ドが売れるようになるにつれ

て島外の大資本の会社と契約するようになっ て いくので ある｡ またエ クト
ー ル ･ ザズ

ー とい うアルジ ェ リア生まれの フラ

ンス人がプロデュ
ー

ス した Le s N o u v eu e s P o 帥 o ni e s C or s e s に至っ て は最折からフィリ ッフ訣によっ て発売されて い る｡ ザ

甥

前出 『イ ･ ムヴリ - ニ : テラ』 におけるジャン
- フ ランソワ ･ ペルナルディ

-

ニの 款
89

植野, 前掲書 p 2 15
竹

橋野 , 前掲書 p l 15
91

完全な筆節こよる 汲 もう少し的確な表現や ｢誰々 に似てい る+ といっ た分かりやすい例えをしたかっ たが､ 思い 付けなかっ た ｡ これ

はイ
･

ムヴリ -

ニ の 無難 肋亡L ニ ー

クである ことの
一 つ の証であるだろう｡

92

アコ
ー

スティ ックなア レンジが主体だっ た ｢lまん とうによく似かよっ ている+ 頃の曲は どのF) レー プも2 3 分合の曲が多し㌔ これはボ

ブ ･ ディランなどの フォ ー

クに多い長さで､ ギタ ー 他の ソロがない分短くなる｡
Q3

前出 『イ ･

ムヴリ ー ニ : テラ』 におけるジャ ン- フ ランソワ ･ ペルナルディ - ニ の談
94

横取 前掲書 p .19 )
95 ｢在コルシカの コルシカ し心 のための レ

ー

ベルである｡ マルセイユ 働 者のス トライキに巻き込 まれて日本ヘ の便が遅れるなど

いかにもコルシカの数立レ ー ベルらしい逸話もある+ (東 rJ t
o

スタと紛争と+ pp .113
- 114)
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聴覚人間の 編制 (佐 々 木)

ズ ー

の名前を高めるきっ かけとなっ た rポリフ ォニ ー

に様々な音響処理を加えた+
96
この作品には坂本龍 ｢ 元ヴェ ルヴ

エ ツ ト ア ンダ ー グラウンドのジョ ン ･ ケイ)L
97

等の ｢ ワ
ー

ル ド ･

ミ ュ
ー ジッ ク+ に阻むを寄せて いる著名ミ ュ ー ジシャ

ンが多数参弧 コル シカの歌手ではボレッテ イ､ ゲルフ ツ チ､ ペ -

シ ュ など ｢ カンタ
ー

+ オリジナル ･ メンバ ー

の ｢大物+

たちが声を貸して いる｡ この作品が商業的に も成功した ことでケイルのプロデュ
ー

ス に よる第二弾in w a d is u が制作され

こちらにはケイルと縁のある ｢N Y /†ンクの女王+ と称されるパ ティ ｡ ス ミス が自作詩の朗読で参加してい る｡

こうい っ た音楽活動を ｢ この場所を, その他のさまざま場所と結びつ ける ことによ っ て のみ築き上げられ る+ 感覚の結

晶と言う ことは可能である. ｢世界中の 讃部ま大国小国に関係なく, 互 いに手を握り合える+
9 8

と言うジャ ン エ フランソ ワ ･

ベルナルディ - ニ が ｢他者との共生+ ｢異種交配+ ｢ ボ
ー

ダ ー レス化+ といっ たポストモダン的タ
ー

ム に強い問題関心を持

ち ｢書架は国境を越える+ という信条を抱いて い るで あろう ことは良く分かるし ｢ コ ル シカ島をひ よい と固綻ぶこえ, フラ

ンス内外にその名+
9 9
とポリフォ ニ

ー

の存在を知らしめた功級滋平価される ぺきで ある o また ｢汎ヨ - ロ ツパ 的視点とあ

くまでもドライな身振りには､ アルジェ リア生まれの フ ランス人という生い立ちも､ 少なからず関係して い るので はない

だろうか+
10'

と評される エ クト ー ル ･ ザズ
ー

の活動に ｢移動+ と ｢絶えざる効,SJ の経路と ｢ ロ
ー

カルなものの グロ ー バ

ルな関係､ すなわちグロ ー ノI7 レな場所感覚+ を見いだすこともできるだろう｡

しかし. そうい っ た音にどこまで ｢自分の ｢うち++ を見い だせるかは難しい問題となっ てくるo 腹の底から出される ､

ざらつ いた ｢ 喉音 s o rLS g L dh n 耽 + で ｢ コ プシ+ をきかせて コ ルシ カ語で歌えば ｢ テリトリ ー を標示する 軌
101
と言えなく

はないかもしれない｡ だがそれはかなり好意的に偏っ た見解である可能性もある｡

植野ま｢ フ ランス全国 レヴェルの 人気の高まりや海外畑寅力もふえるにつれ 巨大な興行マ シン と化したイ
･ ムヴリニ は､

地元コ ルシカ人の感情にじゆうぶん与することが できない で いる こともたしかだ+
102
と指衛し､ 以下の ような談話を紹介

する｡

二年前にぼくは母を亡くし怒 (中略 ぼくはイ ･ ムヴリニ の ジャン - フ ランソ ワとアランをよく知っ て いるの で､ 母

の供養のためにもぜひ彼らにポリフ ォ ニ ー を歌っ て ほしかっ た｡ それ を頼もうとジャ ン -

フランソ ワ に電話をいれたが､

素っ気ない返事しかかえ っ て こなか っ たD
上Ql

こうい っ た事態をどう考えれ£良いのだろうかo それはまだ rわが餐+ とロ乾声得る ｢音の塁乱 として存在する ｢嶺土的
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

で 民衆的なメロディ ー

+ で ある のだろうか｡ ｢ コ ルシカ系移民たちで溢n かえる+
l O4

ゼ ニ ッ トや ベルシ ー とい っ た巨大な

r)＼コ+ の あち こちで振られる Te sta M 血 の旗､ S C バスティ アの ホ
ー ム ･ ゲ ー ム前に ｢斉唱+ されるイ ･ ムヴリ ー ニ の

レパ ー

トリ
ー

は確かに ｢ テリトリ ー を標示する軌 である こ とを強く感じさせ る
10 5

が ､ しか し彼らの志向する ｢脱 鮒 ヒ+

が貨幣と強く結び つ いてい る ことは否定できないだろう｡ こ こにおいて も私たちはまたアタリの ｢商品に物象化され､ 消

%

松山晋也 ｢異 鰯 aJ 大 輔 虹ユ ー ロ ･ ル ー

ツ
･ ポッ プ ･

サ
ー

フ ィン』 p .76
耶

ヶィルはウェ
ー

)レズ出身で､ 同郷の詩人ディ ラン ･ トマス の辞を元に作っ たア) レ 仏 『ワ - ズ ･ フ ォ
ー

･ ザ ･ ダイン刑 死 にゆく覇斡
を発露㌻るなど､ 言辞マ イノリティの 問題にB5 1♭を寄せている｡ そういっ た経路で このアルバムに象如したのではないか ､ と推測できる｡
s6

横断打子 rl ･

ムヴリニ+ 大 輔 『ニー 口
中

植現 前掲書 p 22 4
100

松山､ 前掲稿 p .7 6
'ol

ドゥ) レ ズ/ ガ タリ､ 前掲書 p 3 6 6
ja2

桟敷 前掲事 p 2 24
1Q 3
植野 ､ 前掲昔 p n 4

ノレ
ー

ツ ･ ポップ ･ サ
ー

フ ィ ン』 p .12 6

10 4

束 r^
o

ス タと紛争と+ p .115 ( こ こで勲ま ｢移凪 と言うが 糊口国市民として 碗 し 倣 社会的ステイタス を所持する彼らに
この言葉がどこまで妥当かは検討を要するであろう｡)

!
o5

筆耕ま2 他 年の旅行中に数†卑ぶりの実現となっ たサ ッカ ー

, フ ランス
･

リ
ー グ以vi s 払l の A C アジヤクシオ対S C バステ ィアの ｢ コ

ル シか ダ ー

ビ
ー

+ を観戦する機会に恵まれ た 久 しぶりの ｢ダ ー ビ r + 故にとりわけ祝 弛 i高か っ た, とも想像できるがスタジアムに

イ
･ ムヴリ ー ニの ヒット曲が流れだすとラッパ の音やおしゃ ぺりがサ ー

ッ と引き, 会場内の 惨分) 全員が歌い始めた 起立する着たちも
いた 様は告伊t者には圧巻だっ た｡

7 4



フ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( フ ランス 語 圏) 研究

費に変形され 音楽はわれわれのあらゆる社会的進化の見本となっ た+ という言葉を思い出さなくてはならないので ある｡

｢ポリフォ ニ
ー

+ の ｢ リア
-

ツキス トゥ+ は切実な抵抗の身振りであっ たD アイデンテ ィティを奪い返すための起爆剤

であり､ また ｢野蛮+ ｢低級+ ｢ 田舎くさい+ と ｢恥+ じられた歌を取り戻して ､ 音楽における< 中心 局線> 関係に見直

しを迫る ｢ 闘争+ で あっ た｡ しかし､ イ ･ ム ヴリ ー

ニ の音楽性や歌われるテ
ー

マ
l( 冶
の変容とその結果/ 原因である商業的

成功を目の前にして ､ 私たちが考察しなくてはならな い問題とは ｢音響資本主義+ カ乾め周縁化した音楽までも､ 資本の

膨張とそれにともなう ｢バ イプレ
ー

ヤ
ー

+ 層の拡大によっ て､ ここで r社会的形態を非儀礼化し､ 身障の活動を対象のな

かに押し込め､ その行為を専門化し､ 見せ物としてそれを売り､ つ い に8まそれをストッ クし､ その消費を瑚財ビ㌻る こと

によっ て ､ その意味の喪集にまで至+ つ たという1允兄ではないだろうかo

そして , それはもちろんコルシカのポリフ ォニ - だけに起こっ たわけではないので ある｡

3 -5 後期音響資本主義における r世界音楽+

惑星規模で聴覚人間の経験を均質化したロ ックを ｢駄目+ に した要因でもある巨大化した音楽産業が ｢無数のア マチ ュ

アや普通の人びとが, 映画や音楽の世界のバイプレ
ー ヤ ー

になっ て いく+ 可能性も作り､ コ ルシカの ｢リア
-

ツ キス トウ+

はそうい っ た歴史的諸条件の下で生まれたのだが､ 音楽産業はそれすらも回収して いっ た過程をここまで見てきた8 その

ようにして, 以前は周縁化されて いた音楽が ｢ 商品に物象化され､ 消費に変形され+ ていく経過は ｢聴衆の誕生+ 以揮現

在に至るまで加速して いく 十方であり､ ラジオと蓄音機の発明､ L P/ E P の誕生にも劣らない
一

つ の大きな転機をM T V ､

ウオ - クマ ン､ コ ンパクト ･ ディス クの 出現という音響メディアの大 物 雪起こっ た 80 年代前半に求めることが出来る

かもしれないo 1 9 世紀末 - 20 世紀前半にかけてラジオ､ 蓄音機およびト
-

キ
ー -

映画が発明された時に起こっ たことは｢聴

覚人間の国民f h であっ たと言えるだろう｡ L P およぴE P の発明と同時期に誕生したロ ッ クと ｢若者の発見+ はグロ
ー バ

ヽ ヽ

ルな規模で聴覚人間を世界化したのだが､ その時起こっ た事態とは世界中の
'

M y G e n er ad 皿
'

が大体同じような音楽を聴く

共同体となっ た､ ということで ある｡ だからジ ョ ン
･ レノンは (多分) 本気で ｢ ビ

ー トル 力まキリストよりも有名だ+ と

言えたの である｡

しかしコ ルシカの ような辺境の音楽までが商品化されるような時代になっ てくる今日に音楽経験における本質的な事

柄とは､ ( ｢ 方には顔貌性によっ て権力を強イ廿㌻る ミ ュ
ー ジシャ ンもい る ことはいる のだが) ありとあらゆる音がありと

あらゆる時空間で鳴り響く環境の出現とい っ たことで あろう｡

ある音楽に対する社会的な要求とは, 一 定数の人々 の期待に支えられて い るので あり､ それは直接にはその音楽の採算

性となっ て現れる｡ どれだけの人々がそれを必要とするかという問題が, 初期の即席J 臓 1 ら今日の L D まで, 同じ原理

とな っ て働いている｡ (中略) 市民社会が到来して社会的富が分散し始め､ さらには関JL175畢封封ヒしてくると, 期待の絶

対量の問題が表面化するo 膜点強調引用%)
lO7

大崎滋生は こう言う｡ ｢クラシ ッ ク+ を専門にする大崎の念頭にある のは､ ｢期待の絶対量+ が問題となる資本主義の自

由競朝貢哩カミ音楽を支配する論理となると起こる ｢ 価値+ の問題である. ｢継承す べき価値と湖圧すぺき価値を見極める､
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

すなわち価値の振り分けを行いうる､ セ ンス とイデ
ー

である｡ それ によっ て対ヒの質､ そしてメディアの質が問われる+

l碓

(傍点強調引用者) と大崎は言う.

さしあたっ て､ 私たちの危機蔚まそうい っ た価面にはない｡

1C6

売れるにつれてラブソングが多くなっ てくる
JOl

大崎､ 前掲書 p 3 36
1C G

大崎､ 前掲書 p 3 38
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聴覚 人間の 編制 ( 佐々 木)

音楽を消費するという活動が ｢社会的富+ の分散とともにグロ ー バルな規模で生活の隅々 まで広まっ て いる時代で , 私

たちは音楽を聴いて い る. そ こで起こっ てい る事態とはもはや ｢顔貌性+ すらも必要とされない､ 誰の どんな音楽でも気

持ち戯 刑 £ その + 砕こ商品価値があれは構わない､ とい っ た聴覚綴成の在り方ではないだろうか｡ 60 年代まで の､ 商
ヽ
ヽ
ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ
ヽ
ヽ

莱 (およぴ美学 的価値の強力なある特定のジャ ンルの音楽が圧倒的な支配力を持っ て いた時代には ｢国民の記憶+ と同

様に ｢世代の記憶+ があっ た｡ その時代に (西側先進国で､ という留保は いるが) 若者であっ た ｢俺の 帆 には誰もが

知っ て いるヒッ ト曲というものが存在し､ 時代の風景と結びつ いて ｢記臆+ されて いるだろう｡ もちろん､ それはそれ程

良い ことでもない｡ ロ ッ クの フォ ー マ ッ トに収まらない着たちの ｢声 を奪う+ 暴力として機能したのだし､ ス
ー

パ
ー

ス タ

ー

の ｢顔貌性+ という権力装置も議論を要する支配形態であるだろう｡ しかし､ 白人男性の文化 - ロ ッ クから多様な人種,

言語､ ジェ ンダ
ー

の ｢ 無数のアマ チ ュ アや普通の人びと+ が ｢声+ を奪い返した時に起こ っ た､ 音響資本主義の拡大の結

果としてある消費者の ｢関心の多様他 を歴史的条件として惑星上のありとあらゆる音楽を商品化す るようにな っ た事達

を､ もをまやポジティプなものとしてだけは考えることはできなくな っ て しまっ て いる ので はないだろうか｡

コ ルシカの音楽､ 特にイ
･

ム ヴリ ー

ニ の商業的成功を主に発信者の側から前節で見てきたのだが､ 彼らの音楽が競争力

のある商品となりえた背景には ｢ ワ ー ル ド ･

ミ ュ
ー ジッ ク+ というタ ー ムの 出現といっ た ｢条件+ がある ｡ この ｢ ジャン

ル+ とすらも呼ベ ない奇妙な ｢括り方+ につ いて , 平井玄は ｢ 同時代の､ そして歴史上のあらゆる地域のあらゆるス タイ

ル の音楽を､ まる で偏見なき善意の人類学者たち ( ?) がフ ォ ー クロ アを採集するようにして細心に聴き取り､ そしてそ

れらの総てを同 一

の感覚平面上で感じ取る ことと+
1伊

言う｡ しか し､ その ような ｢ 善意の+ ｢同
一

の感覚平面上+ などは

無論存在しえないc 江波戸昭は こう言うo

"

ワ
ー

ル ド ･ ミュ ー ジッ グ
'

な るものが､ まさに現代社会の落とし子とい っ た性格を強く備えたもの である ことはいう

までもない｡ (中略) 現在, 全地球的に進行中の国際化 ･ 都市化の急速な歩みの中で形成されたものだからである｡ しか

し､ それらはなお､ 巨大化した資本を媒捧として ､ 旧宗主国側から十方的に発信されるものがほとんどであっ て､ あえて

ネオ
･
コ ロ ニ ア リズム

いうならばし か つて の植民地支配の延長線上にある経済的 ･ 文化的な新植民地主義の色合いをもつ ものだこ そして, 一

昔前に欧米がその植民地支配の上 に立っ て経済的繁栄を吉匪歌したの と同様の感覚で ､ 今や､ その昔軽蔑し､ 弾圧した
"

非
ヽ ヽ

文明
”

の文化をて ことして､ 自らの文化の再興を図 っ てい るo (傍点､ ルピ原文)
Ilo

ここで
一

つ注意を促さなくてはならない の古:鑑亡波戸が ｢欧米+ と ｢ 旧宗主国+ とい う言葉を憾ま同義として使周する時

に, そ こに日本は認識され て いるのかどうかという点である｡ 江波戸は日本人である放これは極めて重要な問題となる｡

今日の K -P 叩 や ｢オキナ ワ+ その他諸々 の ｢その昔軽蔑し､ 朔王した
"

非文明
‥

の文化+ の旺盛な消費につ いて ､ 日本人
ヽ ヽ

である彼がもしその政敵性につ いて無自覚であるならこれは非常に由々しき事態である｡ しかし､ 日本人という権力性に

つ いて ここでは深く追求する ことはできないo

｢ ワ T )レド ･ ミ ュ ー ジッ ク+ という音楽経験が革むポスト ･ コ ロ ニ アルな問題は極めて重要であるo ( イ ･ ムヴリ ー ニ

やⅠぷ rH m n e S P b p h o ni e s c m の消費のされ方にも 『コ ロ ンバ』 やティノ
･ ロ ッシ のそれとの連続性が見られる点につ

いて は本論でもっ と追求すべ きであっ た.) どこよりも早くジャズに熱狂した ヨ
ー

ロ ッ パ人で あり､ ジ去セ フィ ン ･ ペイ

カ
ー

iu マナナのス カ ー トをはかせたパリジャン/ ジェ ンヌが ｢ ワ ー ルド ･ ミ ュ ー ジッ ク+ の発信および消費の中心である

ことは決してJ宛然ではない｡ アラブ諸国やラテ ン ･ アメリカの音楽を ｢ 偏見なき善意+ の聴覚で屈託なく消費するフラン

ス 人の ｢ナイ
ー

ヴ+ さを証明する事卿ま枚挙にい とまがない｡
11 1

そうい っ た消費の在り方が 30 年代 ｢ ジャズるパリ+
一

億

民地博覧会で ｢ 人間動物園+ が展示された時代でもある 甥 エキゾティス ム趣味とどこまで連続して い るのか‡ま真剣に議

1岱

平井､ 前掲書 p .9 1
”o

江旺年 前掲書 pp 2 6 2 -2 63
111

映画 『サ)L サ !』, A .P .C . の企集イメ ー ジ萄卿各を代表的な例として拳ヂこおく｡
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フ ランコ フ ォニ ー ( フ ラ ン ス 語圏) 研 究

諭されなくてはならない｡

しかし､ さしあたっ て私たちが今切実に議論しなくてはならない音楽の危機は, もはやそうい っ たポス ト コ ロ ニ アル

な問題阻むにのみ帰結させられな いの でをまないか､ とも思われるo フラ ンス, より正確にii 7 l
.

リが ｢ ワ ー

ル ド ･

ミ ュ
ー ジ

ック+ の中心となった原因をフランス人が詮よりも強い r エキゾ趣味+ を持っ てい るからだ､ とだけ言う ことほできない.

より根が深く､ 深刻で, 本質的な ｢音楽の危漁+ の 問題がパリと ｢ワ
ー

ルド ･

ミュ
ー ジッ ク+ の 関係の背景にあるように

思えるの である｡

フランスがロ ックの ｢再 鮒 ヒ- 国民化+ に成功したと言えるかどうかは留保の余地がある, という ことを私たちはす

で に検討した｡ ポピ ュ ラ
ー

音楽史の
- - 一

般的な認識として､ フランスはロ ッ クを通り越してジャズからダンス ･ カルチャ
ー

に至 っ た ｢ ピ ー ト+ より ｢ グノレ
ー gJ の国である, といっ た見解がある｡ そういっ た ｢ ロ ック以降+ の動向が明らかにな

つ て きた今日, ｢フ ランス に ロ ックは根付カ1 ない+ というボリス ･ ヴィア ンの認識は改めて検討される必要があるように

思えてくる｡ しか しフランスでダフト ･

パ ンク以降のダンス ･ カルチャ
ー

の 隆盛が起こるの はごく最近の話である｡ そ こ

まで 話を進める前にロ ッ クがほとんど唯
一

の 支配的な音楽形態であっ た時代に､ その ｢国民化+ に必ずしも大成功したと

は言えない フランス 人が抱いて いた間監転故をこ こで私たちは検討しなくてはならない｡

第二次世界大戦以降から現代に至るまで続く文化産業における圧倒的ア メリカ優位が誰の目にも明らかにな っ て くる

と ｢文化大国+ を白魚する フランスは強い危触感を抱くようになる｡ しかし, フランスがその中心としてあっ た ｢クラシ

ック
･

ヨ
ー ロ ッパ+ に回帰する戦略はほとんど現実味カ号ない｡ ｢西洋文明+ の ｢政治的正しくなさ+ は詠もが知るところ

となり､ アメリカの大衆文化が ｢ グロ ー バリゼ + シ ョ ン+ とF弔£れる脅威となろうと ｢西洋文明+ よりは ｢ アメリカ帝国+

の方がまだマ シだ, と思わざるを得ないだろうo 例えばマクドナルドは確かに ロ ー カ) は打ヒをなぎ園す ｢ アメリカ帝国+

の象徴であるが､ 4 00 円出せぱあのレベルの食事が誰にも平等に届けられるという民主主義糊酎直を忘れる訳 にはいかな

い｡ その抵抗として現れた ｢ス ロ
ー

･ フ
ー

ド+ なる運勤ま結局のところヨ ー ロ ッ パ中産碍級の ｢グルメ+ 趣味であり民主

主義という価値から考えるとマ クドナルドの方がまだマ シだ+
u 2
という ことになるo そもそもアメリカ文化の成り立ち方

J
l /

r
吋 Ji ㌢ サ

ー

というのが ｢ 古い ヨ
ー

ロ ッ パ+ へ のカウンタ
ー

であるのだから､ その カウンタ1 = フランス の ｢高級丈†b がなる ことは

不可能である｡ それは ｢ カウンタ ー

+ というよりは ｢反動+ と呼ばれるに相応しい身振りとなっ て しまうだろう｡

そ こで フ ランスはアメリカ文化 - ｢文明+ とし､ 自らの ロ ー カ) レ
/

ナシ ョナルな ｢文化+ を地球上に存在する多様な文

化仁ト ･ つ と定義する抵抗の手段を取る｡ その典型が G A r T ウルグアイ
･ ラウン ドにおける A V 産業分野における rjy ヒ特

例+ の闘争である｡ ハ リウ ッ ド映画が洪水のように流れ込んでくる事態を前にしてリ ュ ミエ ｢ ルを生んだ映画の祖国 フラ

ンス がその伝統と芸術的/ 実学上価値を楯にハリウッ ド産の低級娯楽に抵抗すること右脚 滴巨である｡ そ こでフ ランス が

取っ た朝略均立場が

フランス から見るとグロ
ー

J t
.

)i/ととはアメリカの大資本と大衆文化による文化の画+ 七で あり､ 書酢 映画A V ､ C D な

ど文化を市場原理だけに任せると､ 小国
･

/ト言語の文化製品を 棚 SIJ ､ さく大資本によっ て淘汰されてしまう｡ だか

ら文化は貿易自由化の例外とせよ､ というの が ｢文化特例+ の主張だっ た
113

とい っ たもの である｡ フ ランス/ 哲が ｢小国 ･ 小言語+ であるかどうかはさておき, フ ランス文化の栄把がアメリカ大衆

文化と ｢静観 を争うということは実力的にも更により重要なことには政漁的にも不可能であるのだから, こういう立場

以外に取りようがないの であるo ジェ フ リ ー - ノエル ･

ス ミスが言うように､ 究極的には ｢ フランス は自国の文化を守ろ

うと考える+
1 1ヰ
の だが､ その ためには ｢アメリカ帝国+ に対して フランスだけでほなくあらゆる文化を破療㌻るな, と言

l u

その ように考えた知識人の ｢ 人としてミッ シェ ル ･ フ ー コ ー の名前を単デ⊂おく.
113
三浦信孝 ｢フ ランスはどこヘ 行く? + 三浦鯨『普遍性か差異か』 p .19

1】4

ス ミス ､ ジェ フリ
ー
- ノエ ル ｢産業としての 映画+ 高橋明史訳 間代忠勤 穂特集: ハ リウッド映画､ 200 3 v ol .31 鳩 ､ 膏土杜 p .180
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聴覚 人間 の 編制 ( 佐 々 木)

う戦 略しか取りえない ので ある｡

パ リを発信 ･ 消費の中心とする ｢ ワ ー ル ド ･

ミ ュ
ー ジック+ とは音楽におけるそのような戦略であると言えるだろう.

ア ングロ同盟の ｢ ロ ッ ク帝国主義+ に対して ｢ フランス は自国の文化を守ろうと考え+ て もそのために ｢ 華やかな過去､

とりわけ最も直 鮒 にはモダニズムという過去自体に対する光り輝く美術館+
115

をカウ ンタ ー

にする ことはできないので

ある｡ そ こで ｢同時代の､ そして歴史上のあらゆる地域のあらゆるス タイルの音楽+ を持っ て こざる をえないので ある｡

そして ｢ ワ ー ルド ･

ミ ュ
ー ジック+ は ｢文化の画

一

イh に抵抗したいと欲望する着たちに確かに受けいれらゎた｡ たとえ

ばこの ような感受性で｡

相手はフ ァ
ー

ス ト ･ フ
ー

ドで もなけ純忠 コ ンビニ の弁当でもない｡ そういうものが欲しい向きにを甜Jの 形の音楽が用

意されて い る｡ われわれが相手にしようというのは､ 生の素材を昔ながらの道具と方法で料理した手作りのものだこ
11 6

いちいち指櫛するまでもないが､ こう いっ た言説には ｢ フ ァ -

ス ト ･

フ
ー ド+ や ｢ コ ン ビニ の弁当+ 位しか食べ る こと

ので きない､ ( この著者が住んで い る と思われる) 東京にも確実に存在して いる都市貧民階級に対する思いやりは微塵も

見受けられないo

イ ･ ムヴリ ー

ニ が広範に受仇入れられた背景には この ようにして ｢ 関心+ が ｢多尉 h した歴史的条件があるo そこに

はもう ー

つ ､ コ ルシカは紛れもなく ｢ フランス各地方+ の 一

つ で ありその ロ ー カルな文化を r国家は､ ありとあらゆると

ころで
､ 共同体の倫理的資源を独占せんとして､ 国民と国家との完全なる同時代性を断固として主弓長するか､ あるいは遺

産の 脚 血tag e p oli6 c s) という形で国家内の集団すべ て を体系的に博物館化し表象しようとする+
1 17
フランス の欲望を

見いだせるかもしれない｡

しかし悲観萱伽こi 劫l りなっ てみて も仕方がない, こ ともまた確かである. 結局は資本に回収されてしまっ た ｢ リア
-

ツ

キス トウ+ だが､ しか しこれが起こらなかっ たらコ ルシカの伝統音楽は絶滅して いたかもしれない可能性はかなり高い｡

フ レデリッ ク ･ ジエイムソンは ｢ ヨ
ー

ロ ッパ全土にわたっ て､ 住まう人々に根付いた, 民 紬 mi c) で , あるいはまた抵

抗町であっ たりする､ 土 地土地に根付いた諸釘ヒが現れてきてい ることは､ 世界のほかのす ペ ての地域と同じように､ ポ

ス トモダニティ の歓迎すべ きひ とつ のボ
ー ナス+

1ほ

だと言うo しかし､ 私たちがなさねばならない ことはジエ イム ソ ンが

言うような ｢意志のオプティ ミズム+ を保持しながら､ 私たちは+ 奉どのような文化の政治学に生きて い るのかを ｢知性

のペ シ ミズム+ で見極める努力を怠らない ことではないだろうか｡

今では ｢ ワ ー ル ド ･

ミ ュ
ー ジッ ク+ というタ

ー

ム まで も古臭く感じられるようにな っ て しまっ た｡ W ､ タワ ー

レコ

ー

ド, T S U T A Y A な どの大資本チ ェ
ー

ン店で はロ ッ クやダンス ･

ミ ュ
-

ジックでiおない音楽を r十倍 づ紛ヂ+ に まとめる

便利な総称として機能してはいる が ｢ ワ
ー ル ド ･ ミ ュ

ー ジ ック+ という ｢ ジャンル+ は｢ この言葉の問題性があまりにも

明らかなためもあっ て か
一

義退してきてい る､ と言えるかもしれないo 80 年代 90 年代初頭までには ｢ ランバダ+ ｢マ カ

レナ+ ､ ジプシ
ー ･

キングス の ｢ ジ ョ ビ
･ ジョバ+ など ｢辺境発vi a パリ世界行き+ とい っ たル

ー トで流通したヒット曲が

多数生まれたが､ こういっ た傾向はそれ程顕著ではなくなっ てきて いる. ) レ
-

･ ベ ガの ｢ マ ンボN o .9 + ラス ･ ケチ ャップ

の ｢ アセレへ+ とい っ た近年の例もあることはあるが､ ｢ ランバ 夕+ の ように世界を席替とい っ たヒッ トの仕方ではない｡

そういっ た事態を rvi a パ リ+ という ｢ 巨大化した資本を媒体として､ 旧宗主匡綿状1 ら十方的に発信される+ 構造の衰退

と見ること古淵 巨であり､ そのような権力の崩壊は
⊥
面でを却医カ1 に蔀ゴしい ことで ある ｡

115

ジエイムソン､ フ レデリ ック ｢哲学的争点としての グロ ー バリゼイショ ンにつ いての ノ
ー

ト+ j 腔学童介訳 喝三代監 馳 総陣集: ハリウ

ッド映画, 20 03 v ol .3 l -8 , 青土社 p .158
1

!
6

無記名 惨考酔レディス ク入手方法+ 大島編 『ユ
ー ロ ･ ) レ

ー

ツ ･ ポップ ･ サ
ー

フイ >A p 2 0 1
u 7
ァパデュ ライ､ アルジャ ン rグロ ー

J 17 t '3打臓 斉における帝離帳豊と差熟 門田健
一

訳 『思想』特集: グロ ー

^
'

)レ化の文一抄也枚挙､ 200 2

年1 月号. 岩波勢吉 p .19
Jl S

ジエ イムソン､ 前掲稿 p .158
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フ ラン コ フ ォ ニ
ー

( フ ラン ス 語圏) 研 究

しかし､ その裏にある面も碓認しておかなくてをまならないだろう｡

特権的な情報発信者- ｢ 巨大化した資本+ の媒体からは､ 今日でも鮎ヒ較的自由になっ てきてい る, という面は確かにあ

るo そうい っ た状況を生み出した新しい メディ アで あるイ ンタ ー ネ ッ ト更に音楽の ストリ
ー

ミングを容易にするブロ
ー

ド

バ ン ド､ M P 3 の普及には ｢ポップスが放つ音の分子は､ い ま､ いたる ところに新しいタイプの民衆を育 m いない ともか

ぎらない+
1 19

とドゥル ー 尤/ ガタリの言う期待に添う可能性も見いだせない訳ではないo

だがイ ンタ
ー ネッ トが可能にした惑星上のあらゆる音楽がきめ細やかに消費されるという事態は､ 資本から自由で いら

れる音楽がどんどん少なくなっ て きてい る, といっ た ことでもある｡ ｢ ワ ー ル ド ･

ミ ュ
ー ジック+ というタ

ー

ムが力を失

い つ つある今, 本当に世界のあらゆる音楽を謹もがい つ でもどこで も ｢それらの総てを同
一

の感覚平面上で感じ取 る+ と

いっ た状況が起きてしまっ たら, その時あらゆる部胡ま抗者の道具とはなりえなくなっ て しまうのかもしれない｡ 例えば

近年の R & B/ rh p H q ) それ も黒人というマイ ノリテ ィのかなり切実な音楽だっ たのだが が惑星上のあらゆる音楽を食

欲 に取り込もうとする欲望に対してその混交/ 雑擾性を賞賛してい るだけで良いのだろうか? エキゾテ ィスム の方がま

だましだっ た､ と言 いたいわけではない｡ それは乗り越えられなくてはならないものだっ たし, 私たち右脚 ゝを乗り越え

た後に出現する新しい環境での問題に対して新たな解決手段を探るとい っ た作業を繰り返し続けなくてはならないだろ

ラ. (それに, 実際まだ乗り越えられた､ と言える状態にはないでiおないかo)

ある いは音楽はもう駄目だ､ という認識もあるo ここまで音響資本主義卵畷無く世界を覆い尽くすようになると
-

抵抗

的であろうとなかろうと
- - あらゆる音楽は即座に商品化され消費される運命にある､ と絶望あるいは ｢ 音楽っ て音を楽し

む, つ て書くんでしょ? + といっ た思考停止に逃げたくなる感懐ま実感として良く分かる｡ イ ンナ
ー

シテ ィで生まれた ヒ

ップ
･ ホ ップも ｢ 勝ち組+ のライフス タイルを歌う/ ラップするようになっ て しまっ た

- I

o 本当にそういっ た状況に

対して ｢ノ ー

+ を突き付けたいなら文字通り命を賭けなくてはならず､ 実際に頭を散弾銃でぶち抜くより他なくなっ て し

まっ たカ - ト ･ コ バ
ー

ンの例はまだ記憶から消えやらない｡ 音楽i:蛾毛抗の手段としてはあまり適した表現形式でなくなっ

てきて いる､ という詔識はひよつ としたらかなり事実に近いのかも知れな い｡

しかしどんな時でも決して シ ニ カル になるぺ きではないだろう｡ ここで ｢マルチチ エ
- ド+ という言葉を出して しまっ

てはあまりに安易かもしれないが､ 新しい可酸性を見いだ軒思考カ雪練り上げられるまでハ
ー

ト/ ネグリが引いたシ ンガ
ー

ソ ングライタ
ー

の言葉を記憶に留め､ 耳を鍛えておこう.

E v ery to ol is a 叩 氾if y m h old it ri g 虹

119
ドゥル

ー ズ/
/

ガタリ, 前掲書 p3 97
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聴覚人間の 編制 ( 佐々 木)

むすぴにかえて
-

今後の課題

K eg ) o n m o v in
'

d o n
'

t stq p fl o

T h e m u si c 侶 n r e a By d r ag it o u t o f y 研ユ
ー ifit 斑y S S O m e也血g

S o ul I S o ul

Y o L a T e ng o

本文を絶望して終わらせる のは避けたかっ たの で､ むりやり希望を持たせた終わり方をしたが､ 本当の ところ, 音楽を

めぐる環境につ いてiまかなり危機感を持っ て い るo

しかしその根拠につ い ては最終章で素描してきたの で､ こ こでは通常の論文の結論部の マ ナ ー からは逸脱する ことは承知

で ､ 今後私たちがどのような耳で ｢世界+ の ｢音楽+ を聴くべ きか､ そのためにはどのような思考が必要とされて い るの

かを本論の反省も交えながら書 いて いく ことに したい｡

技術的な諸問題はさておき､ 本論の最大の欠点は音楽の持つ快楽につ い て全く論じられなかっ た点にあるだろう｡ (そ

して､ それ こそが筆者の絶望の原因であるのかもしれないo)

しかし､ その欠点は本論だけではなく - ビッ グ ･

マ ウス になっ て しまうが-カ ルテ ュ ラル ･ ス タディ ー ズと言われる分野

の研究にしばしば共通して見られる傾向である. 学問的な中立性を保つ ､ とい うのi 諾 うまでもなく大切なことではある

が. しか しその冷たい記述は ｢我々の 日常生活の疎汁朝勿象化の肖像を描+
120
くこ とに重点を置くあまり, 日々の文化経

験において私たちが確かに事受して いる快楽の問題をほとんど切り捨て てしまっ て いる｡ 特に日本のカルテ ュ ラル ･ ス タ

ディ ー ズにお いて近年顕著になっ てきて いる憤句が, 中立性を保つための戦略であると思われるが､ 執筆者が 風 を抱

いていない のが明白な事例を研究対象に選択して いることであるo ( もっ とも ｢愛+ が あっ て もそわがほとんど出せて い

ない本論などは更に悪 い､ と言える のだが｡)

その雅掛£ 事実多くの研究者にも共有されて いる関心事でもあるようなの で､ 早く突破口が見つかればこ と期待して

いる､ だけでなく筆者自身も日々音楽を聴く中で探す努力をしてみたいと思 っ て いるo

快楽を疎外と同時に論じるということは決して簡単な作業ではないだろう｡ 十 だから､ で きなか っ たので ある 航 私た

ちを疎外する文化の権力編成の只中で確かに私たちが快楽を感じてい る､ という事実を検証するという ことは己と社会の

関係を徹底的に洗い出す作業となる｡ その時, 私たちは深刻な自己批判に立ち向かわなくてはならない｡ 例えば こんな風

に｡

2 00 1 年9 月 22 日 ､ デリ列まテオド
ー ル ･ アドルノ黄を受賞し､ ス ピ

ー

チで世界貿易センタ ー 爆破に触れた｡ r9 月 11

日の犠牲者にわたしは無限に同情するが､ だからとい っ て こう公言できないわけではないo この犯罪に関しては, 政治的

に罪のない人がいるとは居じられない｡+ この自己関係､ 自分自身を構図に入れるふ るまい こそ, 唯 一 の真の ｢無限の正

義+ である｡
12 1

さすがデリダ (とジジ ェ ク) , と感心劫 1りして も仕方ない｡ ｢無限の正義+ でなくて も構わない､ とは思うが､ 私たち

に命拓要とされてい るの も文化の権力関係の中に ｢ 自己関係､ 自分自身を構図に入れるふ るまい+ であろう｡ それは非常

に困難な作業であると思われるが､ や り遂げられない
一

つまり全てを自分の力を超えた ｢ 巨大な資本+ のせい にしてい る

J 3'

ジジェ ク､ ス ラヴ ォイ ｢『苛劉 は 21 世紀の 『共髭 観 か?+ 石岡良治訳 噸代思想』特集: 職 を読 払 2 00 3 年2 月最 青土

社 p .97
121

ジジェ ク､ スラヴォイ 闇実世界の砂漠にようこそ! + 村山敏勝訳 喝代 地 総緒集: これ‡ 掛 ､
､
20 01 v o12 9 113

､ 青土社 p 2 4
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限り, 私の絶望が朝反され るE引ま来ない, と思っ て いるo

それは凄く困る｡
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